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１．猛獣夫とのお見合いは運命の出会い？








「結婚式はいつがいいですか？」

「はあ？」

　今日、初めてまともに会話する見合い相手の第一声に、三みつ石いし蘭らんは呆気にとられて、その顔をまじまじと眺めた。

　──何言ってんだこの子？

　蘭は見合い相手の言葉が理解できずに、思わず首をこてんと傾げた。そのままじっと青年の顔を見上げてしまう。

　三つ年下の青年は、蘭の眼差しに照れたように、その浅黒い頬を薄っすらと赤く染めた。蘭の視線の強さに耐えかねるといった風情で、青年は瞼を伏せた。

　──まつげ長っ！

　男の伏せたまつげが作る影を見上げて、そんな場違いなことを考えるくらい、目の前の見合い相手の言動は、蘭には理解できないものだった。

「そんなに見つめられると、照れます」

「……それは失礼しました」

　はにかむようにそう言う青年から、蘭はとりあえず視線を外して、謝罪した。

　しかし、どこを見たものかと、蘭の視線は彷徨った。

『あとはお若い二人で──』

　そんな見合いの決まり文句と共に、放り出されたホテルの庭園。そこは春の盛りを迎えていた。桜が満開で、ひらひらと風に舞う薄紅の花びらが綺麗で、蘭の視線が吸い寄せられる。

　──今年はお花見したいなー夜桜とか眺めながら、日本酒でも飲みたい。桜の名所の温泉でも行こうかなー北の方なら来月でも間に合うよねー有休とりたいなー。

　現実逃避気味に、そんなことを考える。

　束の間、二人の間に沈黙が落ちる。その沈黙を彩るように桜の花が空を舞う。

「蘭さん」

　蘭の意識が逸れたのを感じたのか、見合い相手の青年──朝あさ倉くら悠ゆう馬まが、蘭の名を呼んだ。

　桜の花びらから、目の前の男に視線を戻す。

「はい。何でしょう？」

　そう答えながら、蘭は改めて、悠馬を見上げつくづく思う。

　──いやーないわー。

　彼はどこからどう見ても、蘭とは価値観が違う世界の人間にしか見えなかった。

　いくら見合いが、普段出会うことがないだろう二人に縁を持たせる場とはいえ、これはない。

　百五十センチと小柄な蘭が見上げるほどの長身の悠馬は、多分百九十センチを超えている。細身ながら鍛えているのがわかる体躯。目鼻立ちのくっきりとした派手な顔立ちは、南米やイタリア系の外国の血が混じっているようにも見えるラテン系なハンサムだ。

　明るい日差しの下よりも、夜のネオンが似合う色男だった。

　やや三白眼気味の目は眼光が鋭く、正対するものに畏怖と威圧感を与えるものの、女好きする容貌といえばいいのか、周囲の女性が放っておかないだろうなと思う色気があった。

　日の光に照らされると金髪にも見えるツーブロックの長い髪を、侍のように一本に結い上げている。両耳に多数のピアス、オシャレに整えられた顎髭。ノーネクタイにワインレッドの派手なシャツ。オーダーメイドらしいグレーの三つ揃いスーツを着こなす姿は、素直にカッコいいと思うが、どう見ても見合いに来るような格好ではない。

　これから出勤するホストだと言われた方がまだ納得がいく。

　彼はおおよそ見合いに相応しくない格好で遅刻して現れ、蘭と両親、そして彼の両親の度肝を抜いた。その格好だけで、悠馬がこの見合いに、乗り気ではないことを表明しているのだと、蘭は思った。

　──揶揄われているのかしら？

　そう考えると先ほどの発言も納得できる。

　蘭の花のように凛と美しく育って欲しいという両親の願いを込めた名前とは裏腹に、蘭はごくごく平凡な容姿をしている。こんな強面のイケメンに、プロポーズまがいの言葉を言われる要素は全くない。

　今日は見合いだからと、母に無理やり着せられた振袖に合わせて結い上げた黒髪は、胸元までのストレート。くりっとした目が、人によっては可愛いと思ってもらえるかもしれない、小動物系な顔立ちをしていた。赤いフレームのスクエアの眼鏡が学生の頃からのトレードマークだ。

「蘭さんもやはりジューンブライドに憧れますか？」

「……いえ、特には……」

　悠馬の質問の意図がわからず、蘭は困惑と共に答える。

　──そもそも自分が結婚することすら想像したことないからね。ジューンブライドと言われましても……。

　今年で三十歳になる蘭は、その人生の半分以上を、腐女子として生きてきた。二次元に萌え狂うことはあっても、実際の男子とは付き合ったこともない喪女だ。

　それでも、ヲタク繋がりの友人は男女の区別なく多く、人生を楽しく謳歌している。

「そうですか！　じゃあ、入籍は来月にでも！　あ、でも、式は頑張れば六月にできるかもしれない！　蘭さんはウェディングドレスと着物ならどっちがいいですか？」

　何でそんなことを聞かれるのか、全くわからない。どういう展開に持っていくための会話なのかもさっぱり理解できない。

　目を輝かせ迫って来た悠馬が、勢い余ったように蘭の両手を取った。蘭は驚きに目を白黒させる。

「いや、あの、ちょっと！」

「はい！」

　にこりと迫力のある笑顔で、悠馬は蘭の言葉を待つ姿勢になった。

　蘭の目には何故か、その様子が大型の猛獣が尻尾をぶんぶん振って、ご主人様の言葉を待つ姿に見えた。

　──何だこれ、どういう状況だ？

　やや混乱しながら、とりあえず悠馬の手から自分の手を引き抜こうとした。しかし、がっちりと握られていて、無理だった。

「朝倉さん？」

「悠馬と呼んでください！」

　手を放してくれと願うつもりの再度の呼びかけに、被せる勢いで悠馬が大きな声で自分の名を呼んでくれと頼んでくるのに、蘭は唖然とする。

「……あの、その、朝倉さん」

　それでもなんとか気を取り直して、蘭は悠馬を見上げる。苗字呼びに、悠馬はがっかりした様子を見せているが、今は構っているわけにはいかない。

「あの、手を……」

　何とか絞り出した蘭の声に、悠馬は自分の手を見下ろして、ハッとした顔をする。

　けれど、悠馬の手は相も変わらず蘭の手をしっかりと握っている。

　悠馬は握った蘭の手と蘭の顔を交互に見て、にこりと迫力のある笑顔を浮かべた。

「お嫌ですか？」

　ストレートにそう問われて、はっきりと嫌と言える日本人は少ないだろうと思いつつ、蘭は困惑を滲ませて微笑み返す。

「嫌というわけではありませんが……」

　今日会ったばかりの男性に、両手をがっちりと握られている今の状況が、全く理解できないと思う。

　顔がよくなければ、ただの痴漢だ。

　──いや、顔がよくてもダメだろう！

　流されかけている自分に気づいて、蘭は活を入れる。

　イケメン無罪は、二次元だから許されるのであって、リアルではただの犯罪だ。

「では、蘭さん！」

　悠馬の手から、そっと自分の手を引き抜こうと頑張っていると、悠馬がさらにずいっと迫ってきた。

　──近い！　近いから──!!

　強面のイケメンに迫られて、蘭は内心で悲鳴を上げる。悠馬の顔は間近に迫っても、綺麗で迫力があった。要するにとても怖い。

「一目惚です！　結婚しましょう!!」

　蘭は最初、悠馬が何を言っているのか、わからなかった。

　あまりのことに、脳がスパークして、悠馬の言葉が理解できない。

　──え？　一目惚れ？　一目惚れってなんだっけ？

「なっ、え、あ？　あの？」

　ものすごい勢いでどもった。無意味に瞬きを繰り返し、蘭は遅まきながら、必死に悠馬から距離を取ろうと藻掻く。しかし、蘭が距離を開けた分、悠馬が迫ってくる。

「え、え、何？　ごめんなさい。あなたが何を言っているかわからないわ」

「いきなり過ぎましたか？　では、とりあえず婚約しましょう！　それで、結婚しましょう！」

「ちょ、ちょっと、ちょっと待ってください！」

　──婚約ってとりあえずでするものじゃないでしょう！

　蘭は心の中で悲鳴を上げる。内心では悠馬の言動に突っ込めるのに、それがうまく言葉にできない。焦りは増すばかりで、蘭の動揺はひどくなる。

「蘭さん！」

「落ち着いてください！」

「俺は落ち着いています！　これは運命だと思います！　結婚してください！」

　悠馬の手に力が籠り、蘭の混乱と恐怖は頂点に達した。

「無理──！」

　叫んだ蘭は、掴まれていた両の掌を大きく開いて、腕に力を籠めると、思い切り内側に腕を捻って、悠馬の手を外した。

　悠馬の目が驚きに見開かれるのを眺めながら、逆に彼の手を掴んでいた。

　──あ、まずい。

　そう思った時には遅かった。体は長年祖父に叩き込まれた動きを忠実に辿り、気づけば悠馬を一本背負いで、投げ飛ばしていた。

　大きな音を立てて、悠馬がホテルの庭園の地面に、大の字に倒れる。

「ああ……やっちゃった……」

　目を回す男を見下ろして、蘭は空を仰いだ。




　ひらりと桜の花びらが舞った──
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『あはははは！　そこで、お見合い相手を投げ飛ばすっていうのが、蘭ちゃんらしいね！　さすが黒帯なだけあるわ！』

　今日の見合いの顛末を知った友人の日ひ向むか真ま理り乃のが、タブレットの向こうで、爆笑している声が、独り暮らしの蘭の部屋の中に響く。

　夕飯の後片付けをしていた蘭が、タブレットに視線を向けると、笑い声通りに真理乃が目に涙を浮かべて笑っている様子が写し出されていた。

　今日の見合いのことを知っていた真理乃は、その結果を聞くためにわざわざビデオ通話アプリで、電話をしてきていた。夕食を終えたばかりだった蘭は、タブレットをキッチンに持ち込んで、洗い物をしながら、今日の見合いの顛末を真理乃に語って聞かせたところだった。

　幼馴染でもある真理乃は、蘭の見合いの結果に、遠慮会釈もなく爆笑してくれている。

「笑い事じゃないよ！　もう大変だったんだから！」

『それはそうよね……ふふふ……それで？　投げ飛ばした後、どうなったの？』

　笑いまじりの真理乃の問いに、蘭は顔を顰めた。洗い物を終えて、濡れた手を拭いた後に、タブレットを手に取った。そのままタブレットを持って、リビングの座椅子に座った。話がしやすいように、タブレットを座椅子の前のガラステーブルにセットする。

「うちの親に連絡して、助けてもらったよ。その後は、ひたすらに謝って来た」

　蘭の返答に真理乃は再び爆笑し始めた。

　その顔をタブレット越しに眺めて、大きくため息を吐くと、悠馬を投げ飛ばした後の出来事を思い出した。

　悠馬は蘭に投げ飛ばされて、気を失ってしまった。それに焦った蘭は、自分の両親にスマートフォンで連絡を取り、助けを求めた。蘭の両親は、悠馬の両親を引き連れて、すぐに駆けつけ、ほどなく悠馬は目覚めた。

　蘭の両親は娘の仕出かしたことに平謝り状態。けれど、事情を知った悠馬の父親もまた、『こんな大男に、いきなり迫られて怖かったでしょう』と悠馬の頭を押さえつけて、謝罪してくれた。

　その横で、悠馬の母親がおかしくてたまらないと言った顔で、一緒に蘭に気遣ってくれていたのが、印象的に残っている。

　見合いは両家の両親による謝罪合戦という、なんとも珍妙な状況で幕を閉じた。

『ふははは……！　そんなお見合い話聞いたことない！　お、お腹痛い！　ひ──！　ひひっ！』

　痙攣でも起こしているのかと思うほどに笑う真理乃に、蘭はムッとした表情で、唇を尖らせる。

「真理ちゃん、本当に笑いすぎだから！」

『ぷっはは……ごめん！　って……でも、無理ー！　ちょっと、待って……』

　いつまでも笑い続ける友人を放って、珈琲が飲みたくなった蘭は、珈琲を淹れる準備をするために、再び立ち上がった。タブレットからは相変わらず、真理乃の笑い声が響いている。

　インスタント珈琲を淹れて、タブレットの前に戻ると、やっと真理乃の笑いは収まっていた。

『それで？　どうするの？』

「何が？」

　真理乃の質問の意味が解らず、蘭は首を傾げる。

『見合い相手からのプロポーズ』

「どうもしないよ。あんなの揶揄われただけでしょ。仮に本気だったとしても、自分を投げ飛ばすような女は、お断りじゃない？」

『そうかなー？　だって、一目惚れの運命の人だったんでしょう？　投げ飛ばされたくらいで諦めるかな？』

　笑みを含んだ友人の言葉に、蘭は胡乱な眼差しを送る。

「揶揄わないで。どう見てもお見合いに乗り気じゃなかったんだよ？　遅刻してくるし、ホストも真っ青な格好だったし。女の人に全く不自由してない感じだったよ」

『だからこそ真実味があるんじゃない？』

「そんなものどこにあるのよ？」

『全く乗り気じゃなかった見合い相手に、一目惚れしたってあたりに！』

　真理乃の主張に、蘭は呆れて「どこの少女漫画よ！」と思わず突っ込む。

『今どきなら、ＴＬ小説とかＴＬ漫画じゃない？』

　にやにやと笑ったままの真理乃の返事に、蘭は肩を竦めた。真理乃が不意に真面目な顔をする。

『まあ、それだけじゃなくてさー。そんな遊び慣れた雰囲気の人が、わざわざ揶揄うためだけだとしても、プロポーズなんてする？　これで蘭ちゃんが本気になったら、向こうだって面倒じゃん！』

「本当にこのお見合いが嫌だったんじゃないの？　私を怒らせて、お見合いを断らせたかったとか？」

　適当に答えると、真理乃が腕を組んで、首を傾げ出す。

　蘭は見合い会場に遅刻して現れた時の悠馬の様子を思い出す。蘭と両家の両親、仲人である父の取引先の部長夫妻の全員が揃っても、彼はなかなか現れなかった。

　ホテルの中にある料亭の座敷は、何とも気づまりな雰囲気に包まれていた。

　皆が集まって一時間近くが過ぎ、悠馬の両親はいつまでたってもやって来ない息子に恐縮して、何度も頭を下げてくれていた。もう今日は解散しようかと言う話が出た頃に、ようやくあの派手な格好で、見合い会場に現れた悠馬は、ひどく不機嫌そうだった。

　まるで睨め付けるようにこちらを見た悠馬の眼差しの強さは、なかなか忘れられそうにない。蘭の家族は揃って、打ち震えたものだ。

　──真っ先にやのつく職業の人が現れたと思ったもの。お父さんなんて顔真っ青にして震えてたし……お母さんは涙目でお父さんにしがみ付いてたもんなー。

　それでも会場に現れた悠馬は、蘭の顔を見た後は、驚いた顔でこちらを凝視し、急に大人しくなった。見た目の派手さに反して、礼儀正しく遅刻したことを詫び、席に着いていた。

『うーん？　そうだとしても、そんな理由でプロポーズする？　そもそもこのお見合いって、双方の親の取引先から持ち込まれたものでしょ？』

「そうだよ」

　真理乃の言う通りに、今回のお見合い話は、父と悠馬の母親の取引先が同じだったことが縁で持ち込まれたものだった。そこの部長が今どき珍しく、お見合いの斡旋を趣味にしており、両家に独身の娘と息子がいると知り、張り切ったらしい。

『いい年した大人が、親の取引先相手に、迷惑をかけるような真似をするかね？　断るだけなら、そのホストみたいな格好と遅刻で十分じゃない？』

　真理乃の言うことも一理あるとは思う。けれど、蘭にしてみれば、自分のどこに一目惚れする要素があるんだ？　とも思うのだ。

　家庭の事情はそれぞれ。悠馬のあの態度が、遅く来た反抗期だったとしても、蘭は驚かない。

「知らないよ。そんなこと」

　素っ気ない蘭の返事に、真理乃が面白くなさそうに、唇を尖らせる。

『えー！　つまんない！』

「つまらないと言われても、この先は続かないでしょ。自分を投げ飛ばす女に惚れる男がいるかね？」

『いるかもしれないじゃん！　本当にこれが運命なのかもしれないじゃん！』

　力説する真理乃に、蘭は冷めた目を向ける。この幼馴染が、蘭の状況を面白がっているだけなのはわかっている。

「アホらしい。もともと今回のお見合いは、お父さんの顔を立てるために、受けただけだから、義理はもう十分に果たした！　後のことは知らない！」

『蘭ちゃん！　枯れすぎ！　もっと！　こう！　ロマンス的なものがあってもいいと思う！　心と生活に潤いがあってもいいと思う！　あ、そうだ！』

　ごねていた真理乃が何かを思い出したように叫ぶ。

「今度は何？」

『あの見合い写真なんだったんだろうね？　先週、蘭ちゃんの部屋で飲んだ時に、見せてくれたやつ！　七三わけの瓶底丸眼鏡の写真！』

　真理乃の言葉に、蘭はそう言えば、そんなものもあったなと思い出す。

　蘭は座椅子から立ち上がり、本棚に入れておいた見合い写真を取り出す。

「これ？」

　台紙を開いて、真理乃によく見えるようにタブレットに向ける。

『そう！　それ！　今どきこんな格好のやついるか！　って笑ったやつ！』

　再び爆笑し始めた真理乃の言葉に、蘭は見合い写真と釣り書きを改めて見る。

　そこに写っていたのは、真理乃の言う通りの姿の男性だった。

　黒髪を七三分けにして、ワックスか何かできちんと撫でつけ、瓶底丸眼鏡をかけ、無難なリクルートスーツを着た男性は、今日のド派手な格好をした見合い相手とは、何もかもが違うように見えた。

　──こういう真面目そうな人なら、会ってみてもいいかと思ったのよね。

　まさかあんなとんでもないのが来るとは、想像もしていなかった。

　瓶底丸眼鏡のせいで、素顔はよくわからないが、よくよく見ると眼鏡をかけた鼻筋は高く、唇は綺麗な形をしている。耳の形が歪なのはピアスを外しているからだと思えば納得がいく。蘭は真面目そうな青年の姿に、今日の悠馬の面影がそこここに見つけられることに気づく。

　──まあ、もう会うことはないかな？

　蘭がそう思った時、スマートフォンのメッセージアプリの着信音が聞こえた。

「ごめん。なんか来た。見てもいい？」

『どうぞー』

　真理乃に断って、蘭はスマートフォンを手にする。メッセージは母からのものだった。

「お母さんだ。何だろ？」

　そう呟きながら、見慣れた蘭の花のアイコンをタップする。

「へ？　嘘……」

　母からのメッセージを見た蘭の唇から、驚きの声が上がる。

『どうしたー？』

「え、いや、あの、今日の見合い相手から、また会いたいって連絡が来たらしい」

『ほらー！』

　蘭の言葉に、真理乃が目を輝かせて叫んだ。




『お見合い相手の方が、今日のお詫びも兼ねて、もう一度会って欲しいと、仲人さんを通して連絡してきました。至急連絡をください』




　困った顔のスタンプと共に、母から送られてきたメッセージに、蘭は困惑する。





　☆






　──どうして、こうなった……。

　翌週の日曜日。蘭は悠馬と再び会うために、待ち合わせ場所である駅前に立っていた。

　春のうららかな日差しの下、駅前はこれから遊びに行く人々で、賑わっている。蘭は手土産を片手に、ぼんやりと空を見上げた。

　桜はもう盛りを過ぎたが、名残の花びらが、どこからか風に乗って空を舞っていた。

　『どうしても、もう一度会いたい』と言う悠馬の言葉に、最初は断ってもらおうと思ったが、両親に説得された。

　あの時、投げ飛ばしたせいで、怪我をさせてしまっているかもしれないから、改めて詫びて来いと言われてしまえば、悠馬の誘いを断るわけにもいかなかった。

　仲人さんを通してのもどかしいやり取りの果てに、日曜日の今日、蘭は詫びの菓子折りを持って、悠馬が指定した駅前で、彼を待っている。

　──何が好きかわからなかったから、ご近所の和菓子屋さんの最中の詰め合わせを買って来たけど、よかったかな？

　近所にある老舗和菓子屋の最中の詰め合わせは、全国お取り寄せランキングにも載ったことがある美味しいもので、蘭の好物でもあった。

　蘭は腕時計を見る。そろそろ待ち合わせ時間だ。蘭は改札の方に視線を向けて、きょろきょろと金髪の強面を探す。

「蘭さん！」

　しかし、声を掛けられたのは駅前の駐車スペースの方からだった。蘭は声のした方に振り向いた。

　髪を黒に染めた悠馬が、フロントに特有のエンブレムが着いた高級車の運手席から、降りたところだった。蘭に向かってぶんぶんと手を振っている。その様子は、蘭の目にはまるで大型の肉食獣が尻尾を振っているように見えた。

　──ああー、無理。あそこに行くのは勇気がいる。

　ただでさえ目立つ男が、高級車に乗っての登場だ。当然のように、周囲の注目を集めている。特に女性の視線を引き寄せている。蘭の頬がひくりと引き攣った。

　皆が悠馬の視線を辿って、蘭のいる方向を見た。けれど、悠馬に釣り合う美女を見つけられず、首を傾げている。

　悠馬がどんな美女を迎えに来たのかと周りが期待する中に、彼の元に向かう勇気は蘭にはなかった。

　けれど、悠馬はそんな視線も期待もまったく気にした様子もなく、蘭に向かって手を振っている。会えたことが本当に嬉しいと全身で表現する男に、蘭は何だか毒気を抜かれる。

　大きく息を吐くと、蘭は覚悟を決めて、悠馬の元に歩み寄る。

「すみません。お待たせしましたか？　早めに出たんですが、道が予想以上に混んでて遅れました」

　にこにこと満面の笑みでそう言う悠馬が眩しく見えて、蘭は瞳を細める。

　──黒髪でも迫力は変わらないですね。むしろ黒い方が、フェロモンがやばい。あと、やっぱり視線が痛い!!

　視線に圧力があるのだと、蘭は身をもって実感する。

　何でお前みたいなのが、彼に出迎えられているのだと、無言の問いを感じた。

　──わかります！　わかります!!　なんで私みたいなのが、彼と一緒にいるとって思いますよね?!　私もそう思う！　だけど、これには深い訳があるんです!!

　周りにそう叫んで回りたい心境に駆られた。

「いえ、そんなに待ってません！　大丈夫です！　早くいきましょう！」

　視線に耐え切れずに、蘭は早口で言い募る。

「よかった。乗ってください」

　ホッとしたように笑う青年から目を逸らして、蘭は言われるままに、早々に高級車の助手席に乗りこんだ。

　周囲からの『何でこの女が？』という視線から解放されて、蘭はホッとしながらシートベルトを締めた。背もたれに体を預け、蘭は遠い目になる。

　──まさか自分がメルセデスのＡＭＧに乗る日が来るとは思わなかった。

　ヲタクゆえに、推しに乗っていて欲しい車などを想像する蘭は、車種にもそれなりの知識があった。だから、蘭はこの高級車の値段を知っている。

「車を出しますね」

　運転席に乗り込んできた悠馬の言葉に、「はい」と蘭は頷いた。スムーズな動きで、車が動き出す。

「今日はわがままを言ってすみません。何か予定があったんじゃないですか？」

　駅前のメイン通りに出てから、悠馬が運転しながらそう尋ねてくる。

「大丈夫です……」

　──休みの日は趣味に走って、本を読み漁るか、アニメを見るか、ゲームをするくらいですから……。

　胸の内で休日の過ごし方を呟きながら、蘭はふと今日の悠馬が見合いの時とは違い、熱に浮かされたような勢いがないことに気づく。

　──やっぱりあれは何かのパフォーマンスだったのかな？

　ちらりと運転席の方を見ると、視線に気づいた悠馬が、微笑んだ。

　信号がちょうど赤で、車が停まったところだった。

　微笑む男の艶治な流し目に、蘭は胸が騒いだ。落ち着かない状況に、蘭は次の話題を慌てて探した。そして、今日一番の目的を思い出す。

「あの、こないだは、申し訳ありませんでした。お怪我はありませんでしたか？」

「いえ、丈夫さだけが取り柄なので、問題ありません。それにあれは俺も悪かった。父にも母にも散々叱られました。お前みたいな見た目のやつがいきなり迫ったら、怖いだけだろうと。反省しています」

　神妙な様子の悠馬に、蘭はだから、今日は紳士的なのかと思った。

「蘭さんは何か武道を習っていたんですか？」

「ええ。祖父が子ども相手の柔道教室を開いていたので、ずっとそこに通っていたんです。なので、あの時も咄嗟に体が動いてしまって……」

　蘭の説明に、何故か悠馬の瞳が輝く。

「なるほど！　だから、あんなにお強いんですね！」

「本当に申し訳ありませんでした。あの、これ、お詫びの品です。よかったらどうぞ」

　蘭は今更ながらに、手にしていた紙袋を掲げて見せる。本当は会った時、すぐに渡そうと思っていたのだが、タイミングを逃してしまっていた。信号が青になり、車が動き出す。

「それは何ですか？」

「うちの近所の有名な和菓子屋さんの最中です。朝倉さんが何をお好きなのかわからなかったので、私の好きなものを選んでしまったのですが、和菓子はお好きですか？」

「大好きです。蘭さんの好物なんですか？　それは楽しみだ」

「お口に合うといいんですが」

「大丈夫です！」

　何を根拠に言い切るのかと思うが、持参した最中は絶品なので、和菓子が好きならきっと気に入ってくれるだろうと思うことにする。

　蘭はホッと小さく息を吐いた。悠馬に怪我がないかの確認と謝罪という今日の最大の目的を何とか果たしたことに、安堵したのだ。

　そうなってくれば、今度は自分たちがどこに向かっているのかが、気になった。

　周りの視線から逃げるために、何も聞かずに悠馬の車に乗り込んでしまったが、行先も今日の予定も何も聞いてない。

「あの、朝倉さん」

「悠馬と呼んでください！」

　食い気味に言われて、まだそれを諦めていなかったのかと驚いて、一瞬蘭の言葉が途切れる。

「今からどこに行くんですか？」

　とりあえず悠馬のお願いはスルーして、今一番気になっていることを質問する。

「あ、言ってませんでしたね。前回のお詫びも兼ねて、今日は俺の経営する店のランチに、蘭さんをご招待しようと思っています」

「そう言えば、飲食店を経営されているんでしたね」

　蘭は釣り書きに書かれていた悠馬のプロフィールを思い出す。大学時代の友人とカフェやレストラン、バーなどの飲食店を数店舗経営していると書かれていた。

「知っていてくれたんですね。大学時代の仲間と始めた店なんです。味は保証しますので、今日は楽しんでください」

「ありがとうございます。だけど、お詫びするべきは、私だと思います。いきなり投げ飛ばしたし」

　蘭の言葉に、悠馬はすまなさそうな表情を浮かべた。

「それは仕方ありません。さっきも言いましたが、両親をはじめ事情を知った周り中に、散々叱られました。まして、お見合いの時は、あんな格好で行ったんです。余計に怖かっただろうなと思います」

　──何か今日は本当にまともだ。

　そんな失礼な感想が浮かんだ。

「言い訳にしかなりませんが、あの日は前日にうちのクラブの三周年記念イベントがありまして、ああいう派手な格好をしていたんです。イベントの最中にトラブルが発生して、その対応に朝までかかってしまったんです。気づいたら時間を過ぎていて、着替える暇もなく、向かっていました。決して、蘭さんとのお見合いが嫌だったわけではありません。普段からああいう格好をしているわけでもありません」

「そうだったんですか……」

　頷きながらも蘭の頭には疑問が浮かぶ。

　──飲食店経営に、クラブは含まれるのかな？

「どうかされましたか？」

　蘭の表情に浮かんだ疑問に気づいた悠馬が、問いかけてくる。

「いえ、あの、飲食店経営の他に、クラブとかもされているんだなって思って……」

「ああ、居酒屋の延長みたいなもので、部下がやってみたいと言い出して、挑戦することになったんですよ。それで、無事に迎えた三周年祝いのイベントのためにあんな格好になってました」

「なるほど」

　悠馬の言葉に頷きながら、蘭は改めて今日の悠馬の装いを見た。

　ノーネクタイなのはお見合いの日と同じだが、今日の悠馬は黒のシャツに色味の違う黒のシャドーストライプのスーツを、粋に合わせていた。スーツはオーダーメイドなのだろう。鍛えられた悠馬の体に、よく馴染んでおり、大人の男の色気を感じさせた。

　──うん、どう見ても今日も出勤前のホスト！

　思わず蘭は心の中で、そう突っ込む。確かに今日の悠馬の格好は、世間一般で言えば、まともだ。しかし、いかんせん着てる本人の色気が尋常じゃない。見合いの時より落ち着いた色味のスーツ姿は、ストイックなフェロモンを垂れ流しているように見えた。

　しかし、それをそのまま悠馬に伝えるわけにもいかない。蘭が何と答えるべきかと迷ううちに、悠馬の車は目的地に到着していた。

「着きました。ここから少し歩きます」

　悠馬に言われて、蘭は辺りを見回す。駅から少し離れた住宅街の駐車場に車は停められていた。

「どうぞ」

　運転席から回って来た悠馬が、助手席のドアを開けて、エスコートするように手を差し出してきた。

　そんなことをされたのは人生で初めてで、蘭はどぎまぎとしながら、悠馬の手を取って、車から降りた。

　悠馬はそのまま自然な動きで、蘭の手を自分の肘に持っていき、歩き出した。

　流れるような悠馬の行動に、蘭は拒否する間も与えられなかった。

「あそこに見えるのがうちの店です」

　蘭は悠馬が示す先に、視線を向けた。悠馬の店は一見だけだと、オシャレな一軒家のように見えた。玄関先に看板がなければ、そこがお店だと気づけない人もいるだろう。

　悠馬は蘭を連れて、店のドアを開けた。

「おかえりなさい。オーナー」

　中に入ると、落ち着いたテノールの声に迎えられた。

　店員の方に視線を向けると、悠馬とはまた違った雰囲気のイケメンが、静かな佇まいで、レジカウンターの中に立っている。

　オールバックにした黒髪に、銀縁眼鏡をかけたその人は、蘭と目が合うと小さく微笑んだ。

「いらっしゃいませ。お待ちしておりました」

　微笑みかけられて、蘭は頬が熱くなるのを感じた。イケメンの微笑は蘭には眩しすぎて、思わず視線を伏せる。そんな蘭の様子に、悠馬がムッとした表情を浮かべた。それに気づいた銀縁眼鏡の青年が、面白そうに笑ったが、蘭は気づかなかった。

「席は？」

「オーナーのご指定だった個室を用意してあります」

「そうか。ありがとう。案内は俺がするから、料理の用意を頼む」

「かしこまりました。どうぞごゆっくり」

　頭を下げる店員を置いて、二人は店内に入った。悠馬にエスコートされながら、蘭は個室に向かう途中に、店の中に視線を巡らせる。

　店内は日の光がよく入る作りになっていた。飴色に磨かれた木製のテーブルと、清潔感のあるシックな内装に、センスのよさを感じた。中はさほど広くはなかった。入り口付近にテーブル席が五つ。奥にｂａｒカウンターが見えた。さらに奥には個室がいくつかあるようだった。

　悠馬はその個室に向かって歩いている。

　店内を流れる音楽は、それぞれの客が会話を楽しめるように、上手に音量が調節されていた。

　客席はほぼ満席だった。他の客の話し声が気にならないように、適度な距離を置いて配置され、その中をギャルソンスタイルのウェイターたちが、音を立てずに静かに行き来している。

　知る人ぞ知る大人の隠れ家的なお店なのだろう。

「蘭さん。こちらです」

　悠馬が個室の扉を開けて、蘭に中に入るように促した。個室の中は、アンティーク調の家具で揃えられ、ゆっくりとくつろげる内装になっていた。

　蘭は悠馬が引いてくれた椅子に座った。悠馬が向かいの席に着く。待つほどもなく水とメニューを持ったウェイターが入って来た。メニューが渡される。

「蘭さん、飲み物は何にしますか？」

　メニューを開きながら、悠馬が尋ねてくる。

「ノンアルコールのもので、お勧めはありますか？」

　せっかくなので、オーナーのお勧めを聞いてみる。

「では、こちらはどうでしょう？　ノンアルコールの白ワインです。フルーティーで飲みやすいと女性のお客様に評判です。口当たりも軽いので、食前酒としてお勧めできます」

　飲み物のリストを見せながら、悠馬が説明してくれる。

「では、それでお願いします」

「食べられないものや、アレルギーなどはありますか？」

「特にありません」

「デザートは多い方がいいですか？」

　悠馬の問いに、蘭は一瞬だけ迷う。

　──うーん、もう来ることもないだろうから、せっかくだし楽しんじゃおう！

「ぜひ！」

　前のめりな蘭の返答に、悠馬が柔らかく微笑んだ。

「では、デザートの盛り合わせが付いているコースにしましょうか」

「お願いします！」

「わかりました」

　頷いた悠馬が、ウェイターに飲み物とコースの注文をしてくれる。

「かしこまりました」

　そう答えるウェイターの声が、笑いを含んでいるように聞こえて、蘭は彼を見上げた。

　面白くてたまらないといった表情を浮かべて、ウェイターは悠馬を見ていた。蘭と目が合うと、彼はにこりと笑った。

「ごっゆっくりどうぞ」

　そう言って、ウェイターは個室を出て行った。その背が震えているように見えて、蘭は首を傾げた。

「すみません。うちの従業員が……」

　悠馬の謝罪の意味が解らなくて、蘭はますます首を傾げる。

「ここの店の従業員のほとんどは大学時代の仲間なんです。皆、今回の見合いの件を知っているもので」

　悠馬の言葉に、蘭は苦笑と共に納得する。

　──なるほど。これがオーナーを投げ飛ばした女かと、見られていたのね。

　それはあんな顔もするだろうなと思いながら、喉が渇いた蘭はグラスに手を伸ばして、水を飲もうとした。

「俺が蘭さんに一目惚れしたのを知って、面白がっているんです」

　照れたように頬を赤く染めた悠馬が続けた言葉に、蘭は飲みかけていた水を吹き出しそうになった。

「ぐふっ」

　辛うじて吹き出すことはなかったが、喉が変な音をたてた。水が気管に入り、蘭は激しくむせた。

「大丈夫ですか!?」

　驚いた悠馬が席を立ち、テーブルを回って、蘭の元にやって来た。大きな手が、蘭の背中を撫でてくる。

　蘭は手を上げて、大丈夫だと悠馬に伝える。ナプキンを口に当て、蘭は大きく息を吐く。

「失礼しました。もう大丈夫です」

「本当に大丈夫ですか？」

「ええ」

　心配そうな顔をした悠馬が、蘭の顔を覗き込んでくる。ごく間近に、悠馬の迫力のある美貌が迫って、蘭の鼓動が跳ねる。

　鼻先に悠馬が纏う香水の匂いがふわりと香った。甘苦いアーモンドのリキュールのような香り。

　二人の周りだけ、時が止まったような感覚に、蘭は陥った。

　──今、少しでも動いたら、何かまずいことが起こる。

　蘭の本能がそう告げていた。蘭は身じろぎひとつ出来ずに、悠馬と見つめ合う。

「蘭さん」

「……はい」

　蘭は悠馬の動向を注視しながら答える。悠馬はひどく真面目な顔をして身を乗り出した。

「好きです！　結婚してください！」

「いや、ちょっと、待って！」

　唐突な悠馬のプロポーズに、蘭は叫んだ。悠馬の瞳が、見合いの時と同じように、熱に浮かされた様に潤んでいる。

　──どうしてこうなった!?

「誰か付き合っている人がいるんですか？」

「いや、いませんけど！」

「だったら、俺と結婚してください！」

　交際をすっ飛ばして、結婚を迫る男に、蘭はパニックになる。

　吐息が触れる距離に迫ってくる悠馬の迫力のある美貌に、蘭は恐怖すら覚えた。

「朝倉さん！　ちょっと！　落ち着いてください！」

「俺は落ち着いています！」

「いや、絶対におかしいから！　結婚って、私たちまだ会って二回目ですよね!?」

　叫ぶようにそう言って、蘭は迫る悠馬の顔を両手で押しのけた。

　悠馬が少し引いた。何故か蘭に押しのけられて、悠馬が嬉しそうに笑った。

「ひっ！」

　蘭は悠馬の顔から慌てて手を放す。悠馬が少し残念そうな顔をしていることに、頬が引きつった。

　そんな蘭に、悠馬もまずいと思ったのか、身を引いて跪くと真面目な顔をした。

「おかしなこと言うやつと思われるかもしれませんが、お見合いの席で蘭さんを見た時、頭の中で鐘が鳴ったんです。これは運命だって思ったんです」

「いやいやいやいや、待て待て待て！」

　今どきの少女漫画でも使われないようなセリフに、蘭はいやいやと首を振る。

「それ！　絶対に気のせい！　お仕事で徹夜だったんですよね？　疲労のせいで聞こえた幻聴です！」

「そんなことありません！　今も、蘭さんを見ると胸がときめきます！」

「え、ちょっと病院行きましょう！　おかしいから！」

「俺は正気です！」

「どこが！」

　思わず突っ込む蘭に、悠馬が笑った。

「朝倉さん？」

「すみません。楽しくて。ポンポンと言い返してくる蘭さんも素敵です」

　蘭は何だか頭が痛くなってきた。目の前の男が蘭を見る瞳は、キラキラ輝いていた。そこには嘘も偽りも、こちらを揶揄おうとする意図も見えなかった。

　これで、蘭を揶揄うための演技だと言われたら、彼は主演男優賞を取れる俳優になれるだろうと思った。

「何をどう誤解しているのかわからないけど、私はあなたを投げ飛ばすような人間だよ？」

「強くてカッコいいと思います。投げ飛ばされた時、この人しかいないと確信しました」

「何で!?」

　悠馬の返答に蘭はぎょっとする。

「私、ヲタクの上に腐女子だよ！　何なら貴腐人だよ！」

　悠馬の目を覚ましたくて、蘭は自分の実情を披露する。

「趣味があるのは、いいことじゃないですか？　人生を楽しくしてくれます！　俺の趣味は筋トレです！　蘭さんは読み専ですか？　それとも書く人ですか？　書くなら漫画？　小説？」

「いや、今、君の趣味は聞いてないよ！　あと後半の質問何？」

　この手のタイプは腐女子と言えば引くと思ったのに、むしろ積極的にこちらの趣味の詳細を聞いてくる悠馬に、蘭は圧倒される。

「もし書く人なら、俺モデルもします！　好きなジャンルは何ですか？　最近はやりなのはオメガバース？　ケーキバースなんてものもあるんですよね？」

「何なの君？　何で、そんなこと知ってるの？　怖いよ？」

「年上の従姉がＢＬの漫画家です！　学生の頃は彼女のデッサンモデルとかしてました！　なのでＢＬジャンルに偏見はありません！　ちなみに従姉のペンネームは御みく厨りやかのこです！」

「え、御厨先生！　大ファンです！」

　大好きな漫画家の名前に、蘭に目が驚愕に見開かれる。そんな蘭の様子を見て、悠馬がにやりと笑った。

「では今度、紹介します。サイン本ももらって来ましょうか？」

「ぜひお願いします！　って違う！　そうじゃない！　待って！　本当におかしいから！」

　欲望に忠実に、悠馬の提案に飛びついてしまってから、蘭は我に返って叫ぶと、悠馬がひどく残念そうな顔をした。

　──そう言えば、十年くらい前に御厨先生の漫画に、彼に似たキャラが出てるわ。

　蘭は半分死んだ魚のような目をして、御厨かのこの漫画のキャラクターを思い出していた。

「一年」

　蘭がそんなことを思い出していると、悠馬がぼそりと何かを呟いた。

「はい？」

　うまく聞き取れずに、蘭は聞き返す。悠馬がバッと勢いよく顔を上げた。

「一年！　とりあえず結婚して、一年一緒に過ごしても、俺のことを好きになれないなら諦めます！　だから俺にチャンスをください！」

　──今度は何を言い出した⁉

「君、何を言ってるの？　結婚はとりあえずでするものじゃないよね？」

「絶対に幸せにします！」

「そう言うことじゃない！」

　──どうしよう。話が通じない。

　蘭は鈍く痛みだしたこめかみを揉んだ。悠馬が蘭の手をそっと取った。

「自分がおかしいのは自覚しています。でも、蘭さんとの出会いは運命だと思ったんです。この機会を逃したくありません。一年一緒に過ごして、それでも俺を好きになれないと言うのなら、諦めて離婚します」

　蘭は一度、天を仰いだ。この状況は一体何の冗談だと思うが、目の前の青年はどこまでも本気らしいから厄介だ。

　──でも、この先の人生で、ここまで私を求めてくれる人は現れないかもしれない。

　そんな想いが、不意に湧き上がり、蘭の心の振り子を激しく揺らす。

　──待て、待て。落ち着け。流されてどうする！　気をしっかり持て！

　蘭はぶるぶると首を振って、悠馬の情熱に押し流されそうな自分に活を入れる。

　気持ちを落ち着けるために、大きく息を吐いた。このまま悠馬と話していても、血圧が上がるだけだ。

　──うん。やっぱりこういう時は、これしかないよね。

　思い浮かんだ答えに安堵して、蘭は悠馬に視線を戻す。蘭の手を取る青年は、必死な顔をしてこちらを見ていた。そして、蘭はこういう場合の決まり文句を口にする。

「結婚はともかくとして、とりあえずなら友達から始めない？」

「嫌です！」

「ええええ────!!　ここは普通、『うん』っていうところじゃないの?!」

　蘭の提案に、速攻でＮＯを突き付ける悠馬に、蘭は絶叫する。

「蘭さんを誰かに奪われる可能性を、１％も残したくありません」

「ないから！　そんな可能性！　自慢じゃないけど、彼氏いない歴＝年齢だから！」

「じゃあ、俺が蘭さんの最初で最後の男になりたいです！」

　前のめりに迫ってくる悠馬に、蘭は椅子の上でのけ反る。

　──もうどうしたらいいんだこれ！　誰か助けて──！

「悠馬！　お前、怖いわ！　さすがに引くわ！」

　蘭の内心の叫びを聞いたかのようなタイミングで、個室に先ほど玄関先で出迎えてくれた銀縁眼鏡の青年が、飛び込んできた。

　そして、後ろから悠馬を取り押さえ、蘭から引きがした。

「何するんだ！　正まさ明あき！」

「正気に戻れ！」

「俺は正気だ！」

「どこが！」

　悠馬と怒鳴り合いながら、正明と呼ばれた青年は、背後から悠馬をずるずると引きずって、壁際まで下がった。

　悠馬と距離が出来て、蘭はホッと安堵の息を吐く。悠馬を取り押さえたまま、正明は困ったような笑みを蘭に向けて来た。

「蘭さん、すみません。今、こんな赤い布を見た闘牛みたいになってますが、こいつ普段はもっとまともなんです」

　──赤い布を見た闘牛……。

　言いえて妙だなと蘭は変な感心をする。

　──問題は、その赤い布が私だということだけど……。

「何でお前が蘭さんを名前で呼ぶんだよ！」

「今、そこに突っ込むなよ！　めんどくさい！　仕方ないだろ。お前が毎日、『蘭さん、蘭さん』しか言わないから、苗字知らないし」

　言い合う二人を見ながら、蘭はグラスに手を伸ばす。気持ちを落ち着けたくて、水を一気に飲み干した。

　柑橘系の果汁を垂らしてあるのか、口の中がさっぱりして、悠馬に付き合って上がっていた蘭のテンションも落ち着いてくる。

「とにかく落ち着け！　さっきから見てたけど、お前どうかしているぞ！　本当に！　この間の見合いの時のこと反省したんじゃないのか？　闘牛みたいに突っ込むなよ！　また怯えさせたいのかよ！」

　正明の言葉に、悠馬が蘭の方を見た。目が合って蘭が苦笑すると、悠馬が目に見えて大人しくなった。蘭は悠馬を取り押さえてくれている正明に、視線を向けた。

「えーと。正明君？　朝倉さんを、止めてくれてありがとう」

「いえ、こちらこそうちのオーナーがご迷惑をおかけして、すみません。本当に普段はこんな奴じゃないんですよ」

　二人のやり取りに、悠馬がショックを受けたように、がっくりと項垂れた。

「何で正明は名前呼びで、俺は苗字呼びなんですか……」

「いや、それこそ私、君が叫んでいた彼の名前しか知らないもの」

「じゃあ、俺も名前で呼んでください」

　──まだ諦めてないのか。

　呆れた蘭は、一つ大きく息を吐いた。

「悠馬君？」

「はい！」

　目を輝かせた悠馬が、正明の拘束を振りほどいて、蘭に近寄って来ようとする。蘭は思わず「とりあえずそこでステイ！」と叫んでいた。

「はい！」

　蘭の命令に、悠馬が大人しく動きを止めた。

「え？　お前何なの？　本当にどうしたの？」

　後ろで正明が、呆然とした様子で呟いている。

　──本当にどうしたらいいのこれ？




　そんな二人の様子を見て、蘭は再び天を仰いだ。答えはどこにも見つけられなかった──







２．猛獣夫との新婚初夜は終わらない？








「蘭さんって、本当に女神みたいですね。よくこんな闘牛みたいなやつとの結婚に頷きましたね。一歩間違えば、犯罪者ですよ」

　尊敬の眼差しでそんなこと言う正明に、蘭は肩を竦めることで答える。

　──本当にどうしてこうなったんだろう？　人生って何が起こるかわからないわー。

　正明の横で、婚姻届けの記入に不備がないかを念入りに確認する悠馬を見ながら、そう思う。

　あの見合いから三カ月がたっていた──季節は春から夏に移ろうとしていた。

　今日は、六月十八日。蘭の誕生日だった。大安吉日でもある今日、蘭と悠馬は入籍することになった。

　今、二人は正明に保証人欄の記入してもらうために、悠馬の店を訪れていた。二回目に会った時に、招かれた個室に、今日も通されている。

　これが終われば、蘭と悠馬は市役所に、婚姻届けを出しに行く予定になっている。

　──本当に、何というか、悠馬の情熱に流された。

　この三カ月を振り返って、蘭は遠い目になる。

　悠馬は蘭との結婚を諦めなかった。

『とりあえず一年でいいです！　絶対に幸せにします！』

　毎日のように送られてくる情熱的なメッセージに加え、休みのたびに悠馬は蘭に会いに来た。

　先月のゴールデンウイーク中も、会いに来てくれた悠馬に、蘭は思わず尋ねた。

『結婚じゃなくて、まずは付き合うってことじゃダメなの？　結婚しちゃったら、引き返せないよ？　わざわざリスクの高いことする必要なくない？』

　蘭の問いに、悠馬は困ったように笑った。

『自分でもおかしなこと言ってる自覚はあります。でも、本当にお見合いの時、蘭さんを一目見て、運命だって思ったんです』

　切なげな眼差しで、蘭を見つめる悠馬が、自分の胸の辺りに拳を当てる。

『今も会うたびに、蘭さんをどんどん好きになっていってる。蘭さんが怒ったり、呆れたり、笑ったりするたびに、俺は幸せな気持ちになります。俺はもっと身近で、蘭さんのいろんな顔が見たい。一緒に笑い合って、年を重ねたい。だから、恋人じゃなくて、あなたとは夫婦になりたい』

　悠馬のその言葉に、蘭の心が動いた。絆されたともいう。

　この先の人生、ここまで自分を好きだと言ってくれる人が、現れるとは思えなかった。

　もし、結婚して互いに後悔することになったとしても、今この瞬間、悠馬は確かに、蘭を愛してくれている。

『いいよ。わかった。結婚しよ。でも、あとで後悔しても、返品は不可だからね？』

　気づけば、そう答えていた。蘭の返答に、悠馬は一瞬だけ、ポカンとした顔をして、次の瞬間抱き着いてきた。

『蘭さん！　ありがとう！　絶対に幸せにします！　後悔はさせません！』




　交際０日、出会って三カ月でのスピード婚──




　悠馬とのお見合いの時には、想像も出来なかった未来だ。

　蘭が結婚を承諾してからの悠馬の動きは早かった。一時間後には、自分の両親に蘭との結婚を報告し、翌日には蘭の両親に結婚の挨拶にやって来た。

　そして、十日後には両家の顔合わせと、結納にまで持ち込んだ。

　まさに赤い布を見た闘牛さながらの、悠馬の突進ぶりは、誰にも止められなかった。

　そして、今日──蘭の誕生日に入籍する。

　結婚式は、これから一年かけてゆっくり準備することになった。新居となる悠馬の持ち家に、昨日のうちに、蘭の荷物を運び込んでいる。

「おかげで、うちはオーナーを犯罪者にしなくてすみました。本当にありがとうございます」

「おおげさ」

　丁寧に頭を下げる正明に、蘭は苦笑する。

「いやいや、あのままだったら、こいつ本当に犯罪者になってたと思います。蘭さんが悠馬をストーカーとして訴えなくてよかった……」

　心底ほっとした顔をする正明に、蘭は乾いた笑い声を漏らす。その隣で、婚姻届けを確認していた悠馬が、顔を上げた。

「蘭さん！　やっぱり念のために、もう一枚こちらにもサインしてください！」

「しつこい！　三枚も書いたんだからもういいでしょう！」

　悠馬が予備の婚姻届けにもサインを求めてくるから、蘭はその頭上にチョップを落として、制止する。

　この三カ月で、悠馬の扱いにもだいぶ慣れた。悠馬が暴走しそうな時は、鉄拳制裁も厭わずに止めることにしている。

「でも蘭さん、もし不備があったら……」

　頭を押さえた悠馬が、情けない顔でそう訴えてくる。

「その時は、市役所の人に、きちんと確認して、その場で書き直せばいいでしょう。同じ失敗したものが、三枚も四枚もあっても仕方ないでしょーが！」

「それもそうですね」

　やっと納得した様子の悠馬が頷いて、婚姻届けを大切そうに、茶封筒に入れた。

「いやー蘭さんさすがだわーあの闘牛をここまで手なずけられるなんて！　本当にこれからも、どうぞよろしくお願いします」

　正明が感心半分、茶化してるの半分で、そう言った。

「だから、お前は何で蘭さんの名前を呼ぶんだよ！　三石さんって呼べよ！」

　独占欲をむき出しにする悠馬に、蘭は呆れたため息を漏らす。

「私は今日から朝倉さんになる予定だけど？　今更、三石さんって呼ばれても困るわ」

「そ、そうですね。今日から、朝倉蘭さんですね」

　悠馬が嬉しそうに、朝倉蘭と言う名を、何度も繰り返し呟き始める。

　そんな悠馬を何とも言えない表情で見ていた正明が、視線だけで『こんなやつですけど、本当にいいんですか？』と問うてくる。蘭は苦笑して、肩を竦めると、「悠馬」と呼びかける。

「用意できたんなら、そろそろ区役所に行く？」

「はい！」

　その一言に、正気に戻った悠馬が席を立ったのに続いて、蘭も席を立つ。正明が尊敬の眼差しを向けてくる。

　──まあ、正明君の気持ちもわかる。自分でも、この三カ月で、猛獣使いにでもなった気分だもん。

「じゃあ、正明君、今日はありがとうございました。これからもよろしくお願いします」

　保証人になってくれた正明に、蘭は丁寧に頭を下げる。その横で、悠馬も一緒に頭を下げた。

「どういたしまして。こんなやつですが、どうぞ末永くよろしくお願いします」

　祝福を込めた微笑を向ける正明に、蘭たちも微笑みで返す。

「じゃあ、今日はこれで失礼するね」

「はい。今度ゆっくりご飯に来てください。蘭さんなら従業員一同、サービスしますよ！」

　正明に見送られて、二人はレストランの個室を出た。

　途端に、パンパーン！　と派手な音がして、紙吹雪が二人に降り注いだ。驚きに蘭と悠馬は足を止める。

「おめでとうございます！」

「末永くお幸せに！」

「うちのオーナーをよろしくお願いします！」

　店の授業員たちからのサプライズだった。個室の前には店中の従業員が集まり、クラッカーや紙吹雪を持って立っていた。皆が、満面の笑みで、二人の結婚を祝福してくれる。

　蘭と悠馬は顔を見合わせて、照れ臭そうに微笑みあう。

「皆、ありがとうな」

　照れたまま悠馬が皆に、礼を言うのに合わせて、蘭も「ありがとうございます」と、頭を下げる。

「不束者ですが、朝倉を支えられるように、精いっぱい務めさせていただきます。どうぞよろしくお願いします」

「いやいや！　蘭さん！　オーナーと結婚してくれただけで十分です！」

「うちのオーナーを引き取ってくれて、ありがとうございます！　犯罪者にならなくてよかった！」

　見合いからの顛末を知っている従業員たちからは、口々に感謝を述べられた。

　このレストランは、正明をはじめほとんどが悠馬の大学時代の同級生や後輩なこともあり、口調は気安いものが多い。けれど、皆が悠馬のことを慕っていることが、伝わってくる。

　彼らの仲のよさが、蘭には微笑ましく見える。

「蘭さん！　これどうぞ！」

　女性従業員の一人に、蘭の名前にちなんだ白い蘭の花束が渡される。

「ありがとうございます」

　白い胡蝶蘭を中心に淡いグリーン系のバラとまとめたその花束は、花嫁のブーケを思わせる作りになっていた。作ってくれた人のセンスのよさが、感じられた。

「綺麗で、嬉しい」

「よかったですね。蘭さん。綺麗で、可愛いです」

　喜ぶ蘭を見下ろして、悠馬がふわりと優しく笑った。蘭が可愛くてたまらないといった表情だった。彼のそんな柔らかな表情を見たことがなかった従業員たちは、驚きに息を呑む。

　悠馬が見合いの後に、『運命の人に会った。一目見た瞬間、頭の中で鐘が鳴った』と言い出した時は、彼を病院に連れて行くべきかと皆で相談し合った。

　その後の、正明曰く赤い布を見た闘牛さながらに、蘭に求愛を繰り返すさまに、悠馬が犯罪者になるのではないかと、本当にはらはらして見守った。

　けれど、奇跡的に蘭が悠馬を受け入れてくれたことで、悠馬はとても満ち足りた顔で蘭の傍にいる。

　そのことに従業員全員、言葉にならない感謝と祝福の想いを蘭に抱いていた。

　悠馬を見上げる蘭は、新妻らしい初々しい微笑みを浮かべていた。何もかもがちぐはぐで、相性がいいとは思えない組み合わせなのに、微笑みあう二人はとても自然だ。見ているこちらまで笑みが浮かぶような、幸福感を周囲に与えていた。

　『運命』──悠馬がそう言い張るのも、頷けると今では皆が思っている。

「じゃあ、区役所まで気を付けて行ってくださいね！」

「蘭さん、今度はぜひオーナーとご飯に来てください！」

「はい。ぜひ。また遊びに来ます！　ありがとうございました」

　外まで見送りに来てくれた従業員たちに、蘭は丁寧に頭を下げた。

　蘭たちは従業員たちの祝福に見送られて、区役所に向かった。




「はい。こちらで大丈夫ですよ。おめでとうございます」

　区役所の窓口の人が、二人が提出した婚姻届けを確認し、問題ないと微笑んだ。

「よっしゃあっ！」

　無事に受理されたことを知り、悠馬が雄たけびを上る。周りにいる人々が、何事かとこちらを振り向いた。戸籍課の前にいる二人に気づき、事情を察したのか、微笑ましそうに笑う。

「蘭さん！　写真を撮りましょう！　記念に一枚！」

　興奮した悠馬が蘭を抱き寄せた。ふわりと悠馬が纏う香水の匂いが、鼻先に香る。

　すっかりと馴染んだ悠馬の香りだった。

　ジャケットのポケットからスマートフォンを取り出した悠馬が、腕を掲げて頭上から抱き合う自分たちに向かって、カメラを構える。

「蘭さん。上を見て！　上！　撮りますよ！」

「わかった。わかったから、静かに！　他の人の迷惑になるから！」

　はしゃぐ悠馬を嗜めて、頬を寄せてくる男の言う通りに、寄り添った。悠馬の髭がくすぐったい。蘭はスマートフォンに視線を向ける。

　インカメラにしたスマートフォンには、満面の笑みを浮かべる悠馬とちょっと困った顔をした蘭が写し出されている。

　相変わらずホストのような派手な格好をしたイケメンと、ごくごく平凡な容姿をした蘭。釣り合わないなと思うが、悠馬はそんなこと気にもせずに、心底幸せでたまらないと言った顔をしている。

「蘭さん！　笑って！　笑って！」

　それに釣られるように、蘭も微笑を浮かべた。

「はい、チーズ！」

　スマートフォンがパシャリと音を立てる。

　幸せそうに頬を寄せ合い笑い合う二人の姿が、悠馬のスマートフォンに残された──




　区役所を出ると、悠馬が蘭の花束を持ってくれた。そして、花束を持っているのとは反対の手が差し出される。蘭はその手を取った。

　悠馬がそっと指を絡めてくる。一度、ぎゅっと蘭の手の感触を確かめるように握る。

　そして「うん」と嬉しそうに、一つ頷いた。この三カ月で、手を繋ぐことにも慣れた。

　悠馬は二人で、出かける時は手を繋ぎたがる。

　始めは恥ずかしさを覚えたものだが、今はこの大きな手に安心するようになったから、不思議だ。そして、悠馬は蘭が彼の手を取ると、いつも安心したように一つ頷く。

　そんな悠馬の頷きを見るのが、蘭は好きだった。

　蘭は隣を歩く男の顔を、見上げた。いまだ高揚したように笑う男の笑みに、蘭の心も甘く満たされる。

　──本当に結婚しちゃったんだな。

　じわじわとその実感が、蘭にも押し寄せてくる。

　喜びと期待そして、わずかばかりの不安が混じり合った感情が、蘭の胸に湧き上がる。

　悠馬の情熱に押し流されるように決めた結婚──不安が全くないと言ったら噓になる。

　一緒に暮らしていくうちに、互いの嫌なところも見つけるかもしれない。思っていたのと違うことも出てくるだろう。きっと喧嘩もする。

　それでも、こうして悠馬が手を握ってくれている間は、二人で何とか乗り越えていける気がした。蘭は悠馬と繋ぎ合った手に力を込める。

「これからどうする？」

「蘭さんはどうしたいんですか？」

「うーん。荷物の整理をしたいかな？　昨日は荷物を運び入れただけだし」

「じゃあ、帰りますか」

　悠馬の言葉に、蘭はくすりと小さく笑った。

「どうしました？」

「いや、今日からあそこが、私の家になるんだなーと思って」

「はい。今日からあそこが蘭さんの、俺たちの家になります」

　力強く頷く悠馬に、蘭はくすぐったさを覚える。

「じゃあ、帰りますか」

「うん」

　二人は手を繋いで、自宅に向かって歩き出す。





　☆






「はあぁぁぁぁ────」

　蘭は落ち着かない気持ちで、長いため息を吐いた。

　夕食も入浴も済ませて、時刻は午後九時になろうとしていた。

　寝室のキングサイズのベッドの上、バスローブを羽織った姿で、一人ポツンと座って悠馬を待っている。

　先ほどから、視線は落ち着かずにキョロキョロと寝室の中を彷徨っていた。

　モノトーンで配色された悠馬の家の寝室には、キングサイズのベッドとベッドサイドテーブル、昨日運び入れた蘭専用の鏡台のみしかなかった。鏡台は両親がせめてもの嫁入り道具として用意してくれたものだった。

　急すぎる結婚に、それでも両親はできる精一杯で、娘のために、色々なものを用意してくれた。

　一通り部屋の中を見渡して、蘭はもう何度目になるかわからないため息を吐くと、バスローブの胸元を掴んだ。真理乃から結婚祝いにと贈られたバスローブは、ふわふわと柔らかな触り心地で、騒めく蘭の気持ちを一瞬だけ沈めてくれる。

　それでも縋るものが欲しくて、蘭は枕を抱き寄せた。

　枕からは普段、悠馬が身に着けている香水の匂いがふわりと、立ち上った。

　──悠馬の匂い……。

　何度も身近で嗅いだことのある匂いは、普段であれば蘭に安心感を与えてくれるが、今は蘭の心を余計に搔き乱す。

　それでも蘭は枕を離せずに、ぎゅっとさらに力を込めて、抱きしめる。

　蘭がこうも落ち着かない理由は、今夜がいわゆる初夜だからだった。

　そして、蘭にとっては、初めての体験となる。

　おかげで、蘭はさっきから落ち着かない。胸の中で、期待と不安と、緊張が入り混じり、心を騒がせている。

　──こういう時、本当にどうしたらいいのかわかんない。

　悠馬は今、風呂に入っている。先に入浴を済ませた蘭は、寝室で悠馬を待っていた。

　結婚が決まってから今日まで、色々と怒涛の勢いで物事が進み、そう言った雰囲気にならなかった。

　──キスは何度かしたけどね。

　頬に、額に、唇に何度も触れた悠馬の唇は、柔らかく優しかった。

　蘭が好きだ、大切だと伝わってくるような触れ方を、悠馬はしてくる。

　思い出したキスに、蘭の頬は一気に赤く染まる。蘭の腕の中で枕が潰れる。

　その時、ガチャリと音を立てて、寝室のドアが開いた。

　蘭はびくりと肩を跳ね上げて、ドアの方を勢いよく振り向く。

　悠馬は蘭の勢いに驚いたように、足とタオルで髪を拭いていた手の動きを止めた。

　──水も滴るいい男。

　悠馬の姿に、蘭の脳裏にそんな言葉が思い浮かぶ。急いで上がって来たのか、髪はまだ濡れており、雫がたくましい首筋に滴り落ちている。その雫の流れを追うように、蘭の視線が動いた。

　とりあえず羽織って来ただけという感じで肌蹴たバスローブの合わせ目から覗く、男らしい鎖骨と鍛えられた胸元に、視線が吸い寄せられる。蘭の喉がゴクリと鳴った。

　蘭は慌てて、胸元から視線を引き剥がし、悠馬の顔を見上げた。そして、驚きに目を丸くする。

「髭……」

　蘭の喉から掠れた呟きが零れる。

「ん？」

　聞き取れなかったのか、悠馬は首を傾げた。

「髭剃ったの？」

　蘭の問いに、悠馬は照れ臭そうに、タオルを首にかけ、顎先に触れた。

「似合いませんか？」

「そんなことないけど……」

　見慣れない悠馬の顔を、蘭はまじまじと見てしまう。

　悠馬の耳朶が赤く染まった。ゆっくりと歩み寄って来た悠馬がベッドに上がって来た。

　近づいてきた悠馬が、「けど？　その先は何ですか？」と問うてくる。

　蘭は悠馬の顔に指を伸ばした。そっと男の肌に触れる。髭を剃りたての滑らかな感触が、少しだけ不思議で、蘭は指を滑らせる。

「見慣れない」

　蘭の返答に、悠馬がくすりと笑った。気づけば男の端整な顔が、吐息の触れる距離にまで迫っていた。

「悠馬？」

　悠馬が自分の顔を辿る蘭の指先を握った。手が顔から離され、悠馬の唇が近づいてくる。

　蘭はそっと静かに、目を閉じた。

　風呂上がりのしっとりとした柔らかな感触が、唇に触れた。壊れ物を扱うような慎重さで触れてくる悠馬の唇に、蘭の体から力が抜ける。

「……ふぅん」

　唇の形を確かめるように、悠馬の舌先が蘭の唇の表面を舐め、柔らかに噛んで、吸った。

　舌を入れた深いキスではないが、ひどくいやらしく感じた。

「蘭さん、可愛い」

「ふえ？」

　唇を重ねたまま囁かれ、蘭は驚きに瞼を開ける。至近距離で悠馬が笑った。どろりと滴るような男の色気に、蘭の鼓動が跳ねた。緩やかに体温が上昇していく。

「緊張してる？」

　少しだけ唇を離した悠馬が、そう問いかけてくる。蘭はおどおどと悠馬から目を逸らし、瞼を伏せた。その初心な反応が、男にどう見えているのか、わかってない。

　悠馬の瞳に獰猛な光が瞬く。

　蘭は手を伸ばして、悠馬のバスローブを握る。額を悠馬の肩に額を押し付ける。ぐっと近くに悠馬が身に纏う香水の匂いが強く香った。

「正直言って、ものすごい怖い」

　ぽつりと呟くように答えた蘭に、悠馬が深く息を吐く。

　そっと壊れ物に触れるみたいな慎重さで、蘭の体が抱きしめられる。

　こめかみに悠馬の唇が触れた。

「でも、俺は蘭さんに触れたい」

「……お手柔らかにお願いします」

　悠馬が小さく笑った。そのまま蘭はベッドに押し倒される。

「優しくできるように、努力します」

　覆いかぶさってきた男の誠実ではあるが不穏な言葉に、蘭は声にならない悲鳴を上げる。

　──そこは嘘でも、優しくすると言って！

　そう抗議したかったが、蘭の言葉は、悠馬の唇の中に呑まれた。

　触れてくる男の唇は、先ほどまでの優しさを忘れたように、ひどく獰猛だった。

　唇の合わせが深くなり、思わず開いた唇に、ぬるりとしたものが滑り込んでくる。

　蘭の口内に深く入り込んだ男の舌が、柔らかく淫猥に動く。唇の裏を舐められ、蘭の歯の形を一つ一つ確かめるような動きで、歯列を辿る。

「む、う、……んぅん……!!」

　舌が絡めとられて、根元から先端まで、余すことなく擦り合わされ、口内に互いの唾液が溢れた。

　つたない息継ぎの合間に、唾液を飲み込めば、よくできましたといわんばかりに、年下の男が蘭の髪を梳く。慈しむようにそろりと、髪を、頬を撫でられた。

　それでも飲み込み切れない唾液が、蘭の口角から溢れて、筋を作る。

　寝室の間接照明にオレンジに光る唾液の筋を追うように、悠馬の舌が蘭の首筋を舐めた。

　大きな手のひらが、バスローブ越しに蘭の乳房に触れる。その柔らかな感触に、悠馬が目を眇めた。

「蘭さん、ブラしてないの？」

　囁き声での問いに、蘭は小さく頷いた。

「えっと……つけない方がいいのかなって……」

　恥ずかしさに、蘭はぎゅっと瞼を閉じる。

「期待してた？」

「う──」

　答えにならない声を上げて、蘭は悠馬の肩を叩く。

　ただ、こういう時に、どうすればいいのかわからなかったのだ。下着を身につけた方がいいのか、何も着ない方がいいのか悩んだ結果、どうせ脱ぐことになるのだとバスローブの下は、パンツ一枚だ。

「蘭さんのそういう潔いところが好きですよ」

「ん……」

　悠馬の唇が、再び重ねられた。触れるだけのキスで、唇は離れた。悠馬の手がバスローブの腰紐に掛かる。蘭の体が緊張に強張る。腰紐が解かれて、バスローブが肌蹴た。

　悠馬が蘭の胸元をまじまじと見つめたまま、ごくりと喉を鳴らした。

「蘭さんって巨乳だよね」

　感嘆まじりの悠馬の言葉に、蘭の羞恥はさらに高まり、体温が上がった。全身が音を立てて色づいていく。

　男の眼差しに獰猛さが増した気がして、蘭は落ち着かない。

「何カップ？」

　悠馬の問いに、蘭はあまり答えたくなくて、口をもごもごさせる。

　大きすぎる胸は蘭にとって、コンプレックスだった。

　──胸だけでかくなってもろくなことがない。主に、痴漢とか痴漢とかだけど……。

　過去に味わった嫌な出来事を思い出して、蘭は眉間に皺を寄せる。

「蘭さん？」

　一瞬、意識が別の所にあった。答えを促す男の目が、ぎらついて見えて、蘭はため息を一つ吐く。

　同じ欲を孕んだ瞳なのに、目の前の男の視線を不快に感じないのが、不思議に思える。

　悠馬は蘭を傷つけない──その確信があるから蘭は悠馬に身を預けることが出来るのだろう。

「……Ｇ」

　ぽつんと呟くように答えると、「Ｇ！」と悠馬が興奮したように声を大きくする。

「形も綺麗だし、柔らかそう」

「ん……」

　その重量を確かめるように、悠馬の手が蘭の乳房を下から持ち上げ揺らした。男の手の中で蘭の乳房は重そうにたぷんと揺れた。

「柔らかい」

　悠馬の感嘆した声が耳に届く。乳房から手を離した悠馬が、蘭の胸に顔を埋めた。

　胸の谷間に悠馬の熱い吐息がかかって、蘭は身を震わせた。

「幸せだ……」

　胸に顔を埋めてそんなことを言う男に、蘭は悠馬もやっぱり男なんだなと、変な実感をする。蘭の胸の谷間に悠馬の鼻先が埋められ、頬ずりするように胸に顔を擦りつけられた。くすぐったさに蘭は逃げ出したくなる。しかし、上から押さえつけるように、悠馬が蘭を抱きしめているから、それも敵わない。速まる鼓動を持て余したまま、蘭は悠馬が胸の感触を堪能する様を、ただ見ているしかなかった。

　悠馬が不意に目線だけを上げて、二人の目が合った。

「髭を剃ったのは……」

「うん？」

「こうやって触れ合った時に、少しでも蘭さんに不快な感触を覚えて欲しくなかったからですよ」

「え？」

　唐突に、髭を剃った理由を教えられて、蘭は驚きに目を瞬かせる。

「あなたには、気持ちいいことだけを覚えていて欲しい」

　囁き声でそう言われて、蘭の素肌にざっと勢いよく鳥肌が立った。そして、我慢の限界を迎えた。

「そこで……そこでしゃべらないで！」

　悠馬が話すたびに、男の湿った吐息が胸の谷間に触れるせいで、くすぐったさを我慢できずに蘭は悠馬の後ろ髪を掴んで、自分の胸元から顔を引き離す。

　くすぐったさと羞恥に、蘭の顔が赤く色づいている。

　悠馬がおかしそうに笑い声を上げた。

「蘭さんのそういうところが、本当に好きですよ。嫌なことは嫌だと言ってくださいね」

　悠馬の言葉に、蘭は小さく頷く。悠馬の手が蘭の前髪を梳く。慈しむように触れる男の指の感触に、蘭はゆるゆると吐息を吐く。

　それが合図だったように、悠馬が再び唇を重ねてくる。

　キスに応えると、乱れたバスローブの隙間から、長い指が忍び込んできた。敏感な胸の頂に、指の腹が触れて、もどかしいような微妙な疼きが、背筋を滑り落ちていった。

「ん、……ん……ぅ」

　他人の指に触られたのは初めてで、痛いようなむず痒いような、なんとも言葉にできない感覚に、蘭は身を捩る。

　淫らな刺激を受けて、胸の頂が赤く色づいて、立ちあがり始める。

　その間にも、男の舌は淫らな動きで、蘭の唇の中を犯している。

　酸欠に意識が朦朧としてくる。酸素を求めて、息継ぎするたびに、漏れる声は甘ったるくも淫らに聞こえて、自分の声だとは信じられない。

「ン……ん……ああ！」

　小さな粒を摘まみ上げるように捻られた瞬間、痛みとも快感ともつかない衝撃に、蘭は悠馬の背中に縋りついた。

　蘭のつたない抱擁に、悠馬が嬉しそうに笑った。唇が離れて、酸素を求めて蘭は大きく息を吸った。

「やばい。興奮でくらくらする」

　身を起こした悠馬の言葉に、それは自分のセリフだと思った。

　悠馬が蘭の体の上で、バスローブを脱いだ。服を着ていても体を鍛えていると思っていたが、実際に見る悠馬の体に蘭は圧倒される。

「筋肉すごっ」

　無駄のない実質的な筋肉が全身を覆い、重厚なのにしなやかな印象を人に与える。

　──まるで彫刻みたい。

　見惚れるくらいにカッコいい体だと思った。思わず触れたくなって、蘭は男の体に手を這わせる。

　肩から鎖骨、その下に続く腹筋に指を這わせた。自分の体とは違う男の硬く滑らかな皮膚の感触が不思議で、蘭はあちらこちらと撫でまわしてしまう。男の呼吸に合わせて肌が動く。鼓動が皮膚を震わせていた。

　──悠馬の鼓動が速い。

　心臓の鼓動がひときわ強く感じられる左胸に手のひらを押し当て、蘭はこの年下の男が言葉通りに興奮しているのがわかって、不思議と安堵する。

「そんな触り方しないで」

「あ、ごめん。嫌だった？」

「違う。煽られて、我慢がきかなくなりそう」

　かぷりと耳朶を噛まれる。悠馬の表情から余裕が消えていた。

　いきなりのことに首を竦めると、耳朶を舐められた。

「んあ……だめ……耳、耳は……」

「感じちゃう？」

　ぞくりと背筋が震えるほどの甘い声が問うてくるのに、蘭は首を振る。

「くすぐったい！」

「蘭さん、それはね、感じてるってことだよ？」

　ぴちゃぴちゃと濡れた音が耳元でする。耳朶を舐めしゃぶる男の舌の動きに、体の震えが止まらない。

「い、嫌なことは……言って……いいって……」

「うん、言ったね。でも、これは嫌なんじゃなくて、慣れてないだけでしょう？　だったら、これが気持ちいいって覚えて……」

　しつこく耳朶を嬲られ、右の乳房が掴まれた。男の指先で乳首を摘ままれ、こねられた。普段、あまり意識することのないその場所が、性感帯へと変えられていく。

　指先で弾かれて、蘭の腰が跳ねた。

　最初はただくすぐったいだけだった。それが悠馬の言う通りに、徐々に快感なのだと、体が認識し始める。

　もどかしいような切ないような疼きが、腰のあたりから湧き上がってくる。

　悠馬の唇が耳朶から離れて、蘭の首筋を唇で辿り、指で嬲られ赤く色づいた乳首が、男の口に銜えられた。

「や、あっ、あ、あああ」

　びっくと体が跳ねて、蘭は足をばたつかせる。その動きを上手に利用した悠馬が、蘭の下着を下ろし、バスローブもはぎ取って裸にすると、足の間に体を割り込ませた。

　敏感な先端に、ぬるついて熱っぽい感触が、まとわりつく。軽く歯で先端を挟まれて、舌で弾かれる。男の舌が飴でも舐るように、蘭の乳首を舌で転がして弄ぶ。

「ん、ん、悠……馬……」

　肌が汗ばみ、体が緊張と弛緩を繰り返す。腿が引きつるように力が入って、挟み込んだ男の腰を締め付ける。

　重なった下肢に、男の熱い欲望がずっと触れていた。蘭はおずおずとした手つきで、悠馬の下肢へと指を伸ばした。先ほどから足に触れる熱いものの存在を、確かめたかったのだ。

　──何か……何か……やばい予感がする。

　存在を主張するそれが何か薄々と察していた蘭は、意を決してそれを確かめる。

「蘭さん？」

　先ほどはあえて見なかったものに触れる。熱く脈打つそれに触れて、一瞬気持ちが竦む。悠馬が驚きに蘭の名前を呼ぶ。

　蘭はそれには答えずに、悠馬の形と大きさを確かめるように、そっと握った。

　手の中でそれがびくりと跳ねて、さらに大きくなったような気がした。

　予感が確信に変わる。

　──いや、ちょっとこれは……。

　手の中の存在に、蘭の喉がひくりと鳴る。

「あの、あのね……」

　蘭は上目遣いで悠馬を見上げた。男がごくりと息を呑む。

　──ここに来て、これを言うのはどうかと思うけど……。

「これは入らないと思うの」

　蘭は恐る恐る悠馬の下肢へ視線を向けながら、そう告げる。蘭の手の中にある男の欲望は、大きく膨れ上り、先端はぬらぬらとした透明な先走りに濡れていた。

　悠馬のそれは、大柄な体格に見合って、大きく立派だった。子どもの手首くらいの太さがある気がした。

　蘭は自分の下腹部と、悠馬のそれを何度も見比べて、無理と決めつける。

　悠馬も蘭に釣られるように、自分のものを見下ろした。一瞬だけ、二人の間の時が止まった気がした。次に動いたのは悠馬だった。

「蘭さん」

　悠馬が顔を上げて、にこりと微笑んだ。微笑んでいるのに、その顔はひどく獰猛で、凶悪に見えて、蘭は咄嗟に手の中のものを離し、逃げるようにずり上がろうとした。けれど、それより早く悠馬の手が、蘭の足首を掴んだ。

「大丈夫です。ちゃんと濡らせば入ります」

　そう請け負った男が、蘭の足首を持ち上げて、大きく開いた。

　──その根拠は何だ！

　そう問いたかった。けれど、次の悠馬の行動に、蘭はそれどころではなくなった。

「いや！　ダメ！　悠馬！」

　蘭の足の間に陣取った悠馬が、そこに顔を埋めた。

　普段、秘められ、自分ですらまともに見たことのない場所に、男の顔が沈められている。

　その淫猥な光景に、蘭はパニックになる。足をばたつかせて逃げようとしたが、足を悠馬の肩に担がれて、うまくいかなかった。

　熱い吐息が秘所に触れて、胎の奥がカッと熱を持つ。悠馬の肉厚で長い舌が、蘭の秘所の合わせの形をねっとりなぞる。そのまま男の舌は、蘭の秘所の綴じ目に秘された花芯を探り当てた。

「やぁっ……！」

　ぞわぞわとした感覚が、下肢から這い上がってくる。

　濡れた舌先が、花芯の包皮を剥くと、音を立てて吸い付いた。

「やあぁあ！」

　今まで感じたこともない大きな波のような快感が襲い、蘭は体をのけ反らせる。

　卑猥な音を立てながら、悠馬の舌が花芯を執拗に弄ぶ。そのたびにじんと痺れにも似た鋭い快感が、つま先まで走り抜けていく。体が自分の意志とは関係なく、不随意に震えて、爪先が悠馬の肩の上で跳ね上がる。

「ん……っ……ふぅ……悠……ま……それ……いゃだ！」

　歯を食いしばり、大きすぎる快感を堪えようとしたが、鼻先からは熱い吐息が漏れた。男の動きを制止するために動いた手は、まるでもっと快楽をくれて言わんばかりに、男の後頭部を逆にその場所に押さえつけるような動きを見せる。

「大丈夫だよ。蘭さん、気持ちいいことをしてるだけだよ」

「そこでしゃべっちゃダメ！」

　濡れて蜜を溢れさせたその場所に、男の熱い吐息が触れる。敏感になったその場所は、たったそれだけの刺激にも堪えきれないと蜜を零れさせた。

「そのまま何も考えないで、気持ちよくなっててね」

　悠馬の指が濡れた秘所を開き、長い舌が押し込まれる。濡れた粘膜同士が触れ合った。

　大きな獣に食べられている。そう感じてしまえば、何故か余計に感じて、蘭は体をくねらせる。

　粘着質な水音が、下肢から聞こえてきた。その音があまりに嫌らしく聞こえて、蘭は思わず自分の耳を両手で塞ぐ。しかし、そんなことをしても意味はなかった。男が舌を蠢かすたびに、蜜音は大きくなり、同時に蘭の快感も煽られる。

　蜜口で蠢く男の舌の感触に、柔らかな内腿が引っ切り無しに震えが走る。

　抵抗がなくなったことで、悠馬はより大胆に動き出す。

　彼の唾液と蘭の愛液が混じったものを指に纏わせて、ぐちゅりと音を立て蘭の秘所に潜り込ませた。

　彼の長い指がゆっくりと泥濘の中に沈められる。初めて押し開かれるその場所は、男の指を呑み込んで、凄まじい違和感を訴える。

「蘭さん、大丈夫？」

　ぎゅっと体を縮める蘭に、悠馬が心配そうに問いかけてくる。

「わ……かん……な……い」

「痛い？」

　蘭は首を横に振る。

「痛くはない。だけど……」

「だけど？」

　違和感はどうしても拭えなかった。息を切らして、そう説明すれば、悠馬は一つ頷いた。慎重に蘭の言葉を見定めるように、悠馬の瞳が細められる。

「じゃあ、続けるね」

「やぁ！　待って！」

　悠馬が手首を回転させて、蘭の蜜襞を指の腹でぐるりと撫でた。蘭の中を傷つけないように、未通の隘路を開くために指を出し入れし始めた。

　男の指が怯えて萎縮する蜜襞を宥めるように、丁寧に撫でまわし、念入りに蘭の感じる場所を探しては動き回る。

　蜜を吹き零し、柔らかに蕩けるまで、丹念に悠馬は指を動かした。

　最初、感じていた違和感は、悠馬の執拗な指の動きによって、快楽に塗り替えられていく。

　──何これ……何これ……っ！

　指が増やされ、蜜襞を開く行為が繰り返される。腹側のざらざらした襞を指の腹で撫で上げられると、花芯を嬲られる時とは違った快感が蘭の中で膨れ上がった。

　胎の奥からごぼりと音を立てて蜜が溢れだし、悠馬の手首を濡らす。

　自分のそこが柔らかく拡がって、男を受け入れる準備が整えられていくのがわかる。

「ん、ん、……溶けちゃ……う！」

　自分の体がとろとろに甘く溶けていくような錯覚を覚えた。

「うん、そのまま溶けて、気持ちよくなっていて」

　そそのかすように囁いた男が、指腹で花芯を押し潰した。その瞬間、バチンと音を立てて快楽が弾けた。

「きゃあうん！」

　子犬のような鳴き声を上げて、蘭は体を跳ねさせる。一瞬で、快楽の頂点に押し上げられて、蘭はカッと目を見開いた。視界が白く染まり、星がちかちかと瞬いた。

　貧血を起こした時のように、目が回っている気がした。全身が小さな痙攣を繰り返し、足がびくびくと跳ねている。

　体に残る甘すぎて強い官能に、多分、意識が一瞬遠のいていた。

　次に、蘭が気付いたのは、濡れて綻んだ秘所に、何か強烈な存在感のあるものが擦りつけられたからだった。

　ハッとして、自分の下腹部を見れば、大きく開いた足の間に陣取った悠馬が、蘭の秘所に己の欲望を擦りつけていた。

「いや、何それ……待って！」

　伸し掛かってくる男を咄嗟に押し返したのは、防衛本能だったのだろう。蘭の秘所に押し付けられていたそれは、先ほどよりもずっと雄々しく天を向いて、大きくなっているように見えた。

「ごめん、蘭さん、もう待てない」

　悠馬の息がさっきよりも荒い。言葉通りに余裕がないのだろう。両手で蘭の足をぐっと開いて、さんざん指で解して蕩けた蘭の秘所に押し付けてくる。どちらの体液かわからないものでぬめり、ひくりと蠢く男の露骨な欲望に、蘭は脳が煮え立つ気がした。

「あ、あ、ダメ……！　擦りつけないで！」

　ろくに呂律の回らない口調で、蘭は必死に悠馬の動きを阻もうとする。

　しかし、蘭の秘所は言葉とは裏腹に、食むものを求めるようにひくついて、涎を垂らしている。

「やだ、おっきい……怖い」

「蘭さん、それ、男を煽るだけだよ」

　駄々っ子のように首をいやいやと横に振る蘭に、悠馬が伸し掛かってくる。

　秘所にぐっと圧力がかった。本能的に上にずり上がって逃げようとした蘭の背中に、悠馬が腕を回した。逃がさないと言うようにがっちりと上から抑え込まれる。

「ちょっとだけ我慢して……」

　蘭の目尻に口づけた悠馬が、腰を推し進めてくる。丸くぬめったものが、狭い場所をこじ開けるように、ゆるゆると進んでくる。

「ひゃあ……ん……痛ぅ……」

　──想像よりも痛い！

　悠馬によってとろとろに解されても、みっしりとしたそれは蘭の処女地に入れるには大きすぎる。

　苦しいし、裂けてしまうのではないかと言う恐怖に蘭の体が竦む。それがますます悠馬の侵入を阻む。

「ごめんね。蘭さん……」

　切なそうな声で、悠馬が謝る。けれど、彼がこの行動を止める気がないのも、伝わってくる。腰を前後に動かして、躊躇いもなく自身の分身を蘭の蜜壺に沈めにかかる。

　ここで止まれないのも、蘭もわかっている。けれど、未知の感覚が蘭の体を委縮させる。

　痛みを逃すために、蘭は口を開けて息を吐く。力を抜くように努力するが、浅い呼吸は悠馬が動くたびに何度も途切れてしまう。

　悠馬が蘭の内腿を大きな手を宥めるように、撫で上げた。

「あ……あーっ、あ」

　濡れた蜜襞は、男の楔によって押し開かれて行く圧迫感と、破瓜の痛みに軋んだ悲鳴を上げていた。

　ぞくぞくと背筋を悪寒にも似たものが這い上がり、蘭は体を震わせた。

「ごめんね。痛いよね」

　蘭を気遣い謝る悠馬は眉尻を下げて、冷や汗で額に張り付く蘭の前髪を梳き上げる。

　けれど、その唇は笑みの形を取っていた。それは愛おしい女の体を征服する時の、男特有のサディスティックな独占欲がむき出しになった顔だった。

　蘭は男の顔に手を伸ばす。髭を剃った見慣れない顔──今日から蘭の夫になった男の顔を撫でる。顎の所に、髭で隠れていた黒子を見つけた。

　まだ自分はこの男のことで、知らないことの方が多いのだと、こんな時に実感する。

「悠馬……」

　名前を呼べば、悠馬が互いの鼻先を擦り合わせてくる。獣っぽい仕草に蘭は大きく息を吐く。体の力が抜けたのを見逃さずに、悠馬が腰を動かした。ずるんと引っかかっていた膨れ上がって硬くなった切っ先が入って来た。

　体を二つに割くかのようなそれが、胎の奥へ入り込んできて、蘭は小さく呻く。

「く、う……あ、ああ」

　痛みに蘭は悠馬の背中にしがみ付く。悠馬はもう言葉もなく、ぐっぐっと腰を押しいれていく。疼痛を走らせる蜜襞を押し開き、棒状の熱が蘭の蜜壺に沈められた。

「全部……入った」

　悠馬が感極まったようにそう呟いた。それで蘭はようやく悠馬の全てを受け入れられたことを知った。

　自分の胎の中を埋める圧倒的な質量に、蘭は胸を大きく上下させて息を吸い、眩暈にも似た感覚を耐える。

「これで全部俺のだ」

　陶酔まじりの男の言葉に、蘭は目線を上げる。二人の視線が絡んだ。

　悠馬は笑っていた。世界中で、今の自分が一番幸せだと言わんばかりの顔に、蘭は腹立たしさを覚える。

　──私はこんなに痛くて、苦しいのに……。

　けれど、同時にこんな顔をされてしまえば、何もかも許したくなってしまう。

　──反則だ。こんなの。

　詰るような上目遣いで悠馬を見上げていると、夫はちょっとだけ困ったように眉間に皺を寄せた。

「蘭さん、大丈夫？」

　悠馬は蘭の汗で湿った髪を梳きながら、問いかけてくる。

　声を出す余裕もないままに、蘭はかぶりを振る。

　──苦しい。

　内臓全てを持ち上げられているような圧迫感があった。

　散々濡らされていたにも関わらず、初めて開かれた粘膜はいまだに固く、じんじんとした痛みを訴えている。

「そうだよね。でも、俺はいまとっても幸せで、気持ちいいよ」

　柔らかに甘いのはいつも通りなのに、熱と隠し切れない情欲が混じった声で、悠馬が囁き落とす。快感に上ずった声が、艶めかしく蘭の耳を打った。

　いつもは後ろに流して整えている髪が乱れて額にかかり、髭も剃った男はまるで見知らぬ男のように見えて、蘭はそっと男の前髪を後ろに流す。

「キス……」

「ん？」

「キスして……悠馬」

　この男が自分の夫なのだと確かめたくて、蘭は悠馬にそうねだる。悠馬は、嬉しそうに笑って、唇を重ねてきた。

　男の太い首に腕を回して、蘭は互いの舌を絡める。

「ねえ、蘭さん……動いていい？　もう我慢できない」

　キスの合間に、悠馬が許しを求めてくる。まだ、待ってとそう言いたかった。けれど、蘭を切実に求める男の瞳を見てしまえば、頷くしかなかった。

　蘭の許しを得た途端に、悠馬の動きに遠慮がなくなった。抜き出す動きに、全身が総毛立つ。

　──何これ！

　目を見張っていると、胎の奥深くを押し上げられた。

「やあ……ん、ん！」

　その衝撃に、蘭の体が大きく跳ねた。最初はゆっくりとした動きだったものが、次第に速くなっていく。息を荒らげた悠馬が腰を振り続ける。

　硬く膨れ上がった肉棒に蜜襞を擦られ、胎の奥を突かれるたび、疼くような痺れが蘭の全身に広がり始める。

「蘭……蘭さん……っ！」

　悠馬が何度も蘭の名前を呼ぶ。痛みに悶える蘭の胸を掴み、淫らな手つきで、揉みしだく。忙しない吐息を悠馬の唇に吸い上げられた。

「んふぅ……」

　唇と似た動きで胎の奥を犯される。行き場をなくした快楽が、蘭の中で濃度を増す。

　送り込まれる律動に感覚の全てを浚われて、痛みがぼやけていく。

　のたうつ腕が縋る先を求めて悠馬の背に縋った。悠馬の背中を抱くと熱く、汗に濡れていた。打ち付ける男の腰の律動が、手のひらに伝わってくる。

「ゆ……ぅま……」

　もうやめてとは言えなかった。広い背中に腕をきつく縋らせて、振り落とされてしまわないように、男の動きに必死について行く。

「お……かし……くな……る」

「蘭さん、そういう時は、いい、って言って」

　荒い呼吸で切れ切れに、悠馬がそそのかしてくる。

「ん、ん、い……ぃ？」

「そう。もっと、おかしくなって……」

　言葉と同時に男の腰の動きが激しさを増す。口を閉じることも出来ずに、蘭は男にそそのかされるままに、この行為が気持ちいいのだと言わされる。

　言葉にすることで、より一層快楽が脳裏に刻み込まれる。

　視界に星が瞬きだす。蜜襞が自分の意志とは関係なく、激しく蠕動し中にいる男を締め付けた。

「ああ、すごい」

　悠馬が感嘆したように呟く。

　──ああ、奥。奥が痛いのに、気持ちいい……。

　胎の奥を激しく突き上げられて、腰から下がドロドロに崩れていくような錯覚を覚えた。

　痛みと快楽が蘭の中で入り混じり、その境界を曖昧にする。

　蜜を吹きこぼす襞が、男のものにみっちりと絡みついて、締め上げ始める。

　シーツの上に落ちて、悶える足首を悠馬が掴み、高く持ち上げる。肩に担がれ、繋がりがより深いものになる。

　膝が胸に着くほど体を折り曲げられて、上から突きこまれた。

「あ、あ、頭……おかしくなる！」

「うん、なって……もっと、もっとおかしくなって」

　激しく上から責め立てる悠馬が、嬉しそうに蘭をそそのかす。

「イぃ……気持ち……い……ぃ！」

「俺も気持ちいいよ」

　胎の奥をひときわ強く深く、突き上げられて、視界が真っ白に染まった。

「やあぁぁ……!!」

　まるで悲鳴のような長く尾を引く声を上げて、蘭は絶頂を迎えた。

　足のつま先から脳天まで、一気に快楽が走り抜けた。どっと汗が吹き出し、蜜襞が不規則に激しくうねって、男の精を搾り取ろうとする。

「くっ……蘭さん……」

　悠馬が苦し気に息を乱す。そうして大きく膨れ上がったものから、白濁とした飛沫が、蘭の中で吐き出された。

「あ。あ、ぁ……！」

　胎の奥が熱く濡れる感触に、蘭の意識が唐突にぷつりと切れた──





　☆






　──本当になんでこうなった？

　翌朝──というか、カーテンの隙間から差し込む光はすでに昼──に目覚めた蘭は、ベッドの下で正座してこちらを窺うように見る悠馬を見下ろして、げっそりと疲れたため息を吐く。

　蘭のため息に、悠馬がびくりと肩を跳ね上げた。その姿はご主人に叱られるのを待つ大型犬のように見る。

　──垂れた耳と尻尾が見える。

　声を掛けるのすら億劫で、ただ無言で悠馬を眺めていると、悠馬の頭が徐々に下がっていった。そのまま床に手を着いた悠馬が、がばりと頭を下げた。

「ごめんなさい！　途中で、理性が吹っ飛びました！」

　土下座で謝罪する男に、蘭は再びため息を吐く。

　──でしょうね。

　やっと終わったという実感と共に、蘭は濃すぎた自身の初体験を振り返る。しばし意識を飛ばしていたが、次に目覚めたのは胎の中に受け入れているものが元気に動かされている衝撃のせいだった。

　驚きに逃げを打つ体は、上から押さえつけられ、頭の先から爪先まで、悠馬が触れない場所はないほどの愛撫が施さる。

　『もう無理！』と泣きだした蘭を、悠馬は何度も追い上げ、焦らし、長い、長い時間をかけて、貪りつくした。

　他人の手を知らなかった体に、快楽が刻み込まれた。過ぎた快楽は、苦痛にもなるのだと身をもって教えられた。

　どこをどう言う風にしたら感じるのか──力強い腕にころころと転がされ、体位を幾度も変えて、揺さぶられ続けた。

　キャパオーバーな快楽に意識を飛ばし、揺さぶられる衝撃に目を覚ますということを、何度も繰り返した。

　喘ぎ過ぎたせいで、気管と肺のあたりまで、痛みを覚えている。

　──なんか今も悠馬が中にいる気がする。

　腰なんて、言わずもがなで、何かが挟まったような爛れた違和感が残っている。

　今は全身の感覚が麻痺したようになっているが、明日にはきっと全身筋肉痛だろう。

　──有休をもらっておいてよかったわ。

　昨日から結婚休暇で、五日間の休みに入っている。どのみちこの状態であれば、仕事に行くことは無理だっただろう。

　泣き続けたせいで、瞼は腫れぼったく重いし、半分くらいは目が開いていない気がする。

　ひどい顔は、きっと化粧でも誤魔化せない。新婚早々の爛れた夜を想起させる顔を、人様にさらさなくて済んでよかったと心の底から思う。

　──それなりに体力はある方だと思ったんだけどなー。

　幼い頃から祖父の柔道教室に通い、今も体を動かすことが嫌いじゃない。けれど、悠馬の暴走した性欲には敵わなかった。初夜からこれだと先が思いやられる。

　──いやー若者の体力を舐めてたわ。

　そんなおばさん臭いことを思いながら、ほぼ同年代の三歳年下の夫のつむじを見下ろす。

　悠馬はいまだに土下座したまま顔を上げない。

　蘭が何も返事をしないことに、怒っていると感じたのだろう。悠馬の頭がますます下がり今にも床に額がつきそうだ。ついでに広い肩もしょんぼりと落として、その大柄な体を縮めている。

　蘭は小さく笑った。自分でも甘いと思うが、反省する夫の姿が、可愛いと思ってしまったのだ。

「ゆ……ぅ……ま」

　夫の名を呼んだはずの声は、音にならずに掠れた吐息にしかならない。

　それでも悠馬には蘭の声が聞こえたのか、彼は勢いよく顔を上げた。

　声を出しただけで咳込み始めた蘭を見て、悠馬は立ち上がると、ベッドに乗りあがってくる。喉の痛みに顔を顰める蘭の背中に、枕やクッションを入れ、ベッドヘッドにもたれかかれるように態勢を整えてくれた。

「ゆず茶です！　はちみつたっぷり入れてあるので、喉にいいと思います！」

　そして、いつの間に用意したのか、お盆に乗ったマグカップを差し出してきた。

　カップからは柑橘系特有の爽やかさと仄かに甘い匂いが、立ち上ってくる。

　その匂いに誘われるように、蘭はカップを受け取った。震えて力が入らない両手で、カップを持つ。程よく冷めたカップが、蘭の指先を温めてくれた。

　蘭はカップに口を付ける。はちみつがたっぷりと入ったゆず茶は、とろみがついていて飲みやすかった。痛めた喉を慰撫するように、胃に滑り落ちていく。

　胃の奥が温まって、蘭はホッと息を吐き出した。同時に自分がひどく空腹であることに気づいた。

「お腹空いた」

　ぼそりと呟くと同時に、蘭の胃がきゅううと情けない音を立てた。

「はい！　ただいま！」

　お腹が鳴って羞恥で赤く染まる蘭の顔を見た悠馬が、居酒屋の店員のような歯切れのよい返事をすると、寝室を飛び出していった。

　呆気に取られていると、悠馬がベッドテーブルを手に寝室に戻って来た。

　ベッドテーブルには俵型のおにぎりが二個と味噌汁、だし巻き卵、小鉢に入ったきんぴらごぼう、ほうれん草のお浸しが載っていた。

　まるでホテルの朝食のような和食に、蘭の目が輝く。もうすでに昼近い今は、朝食と言うよりもブランチと言う方が正しい時間だったが、そんなことは気にしない。

「どうぞ。おにぎりは梅と鮭です」

「わー美味しそうーありがとう」

　蘭が食べやすいようにベッドテーブルをセットしてくれた悠馬に礼を言う。

　あまりの空腹に、蘭はおにぎりに手を伸ばす。ちょっと武骨な形のおにぎりに噛り付く。

　手にしたおにぎりの中身は、鮭だった。程よい塩味がきいたおにぎりは美味しかった。

「美味しい……」

「よかった」

　ベッドの端に腰かけた悠馬は、蘭の食事をする様を見てホッとしたように微笑んだ。

「これどうしたの？」

「作りました。口に合ってよかった」

「悠馬は料理も上手なんだね。この出汁巻き卵もすごい美味しい。作り方知りたい」

　感心する蘭に、悠馬は慌てた様子で首を振った。

「あ、作ったのはおにぎりと味噌汁だけです！　だし巻き卵とかきんぴらごぼうは、ハウスキーパーの北きた原はらさんが作り置きしてくれてたものなんです！」

「そうなんだ。さすがプロだね。美味しい。今度作り方を聞いてみよ」

　蘭は悠馬が用意してくれたブランチを堪能する。悠馬の家には、週に三日ほど通いのハウスキーパーさんが入っている。先日紹介してもらったが、六十代の穏やかな男性だった。

　蘭は結婚後も仕事を辞めるつもりはなく、そうなるとこの広い家を維持するには、二人では難しいということで、北原さんには引き続き仕事をお願いすることにしていた。

　ブランチを食べ終えて、蘭は「ごちそうさま」と手を合わせる。

「おそまつさまでした」

　悠馬が頭を下げ、後片付けのためにベッドテーブルを手に、寝室を出て行った。

　空腹が満たされ、落ち着いた蘭は、改めて自分の体について確認する。

　素肌に真新しい大きめのシャツを身に纏っていた。一番上までボタンを留めていても、ぶかぶかのそれは悠馬のものと思われた。

　──うわーこれがいわゆる彼シャツかー悠馬ってこういうの好きなのかなー？

　自分の格好を見下ろして、蘭は苦笑する。少女漫画とかでよく見る格好ではあるが、まさか自分がするとは思わなかった。

　二人分の体液で汚れていたシーツや肌は、さらりと乾いていて、綺麗になっている。

　──悠馬が綺麗にしてくれたのかな？

　全く身に覚えがないのだが、きっとそうなのだろう。

　蘭は悠馬がベッドサイドに置いて行ってくれたゆず茶が入ったカップを手にした。

　すっかり冷めてしまったそれを、一気に飲み干す。

「ふはー」とおっさん臭いため息が漏れた。

　──お風呂に入りたいなー。

　蘭がそう思っていると、悠馬が寝室に戻って来た。蘭はその顔をじっと見て、うんと一つ頷いた。何も言わない蘭に、悠馬の顔が再び心配そうなものへと変わる。

「蘭さん大丈夫？　まだ調子悪い？」

　そう問うてくる年下夫を、蘭はちょいちょいと近くに来るように手招く。悠馬が大股で蘭の元にやってきた。

「悠馬、もっとこっちに来て？」

　蘭の言葉に悠馬は心配そうな顔のまま、ベッドの端に腰かけて、蘭の顔を覗き込んでくる。

「何？　蘭さん。どうしたの？　何かして欲しいことがあるの？」

　その顔に微笑みを向けながら、蘭はおもむろにその額に指を伸ばした。悠馬は蘭の意図が読めないのか、きょとんした顔のままでいる。蘭はその秀麗な額を、思い切り指で弾いた。

　ぱちんといい音が鳴って、悠馬は驚いた様に目を瞬かせる。

「蘭さん!?」

　驚きに声を上げる悠馬をそのままに、蘭は「悠馬に大事な話があります」と告げ、床を指さす。

「……はい」

　悠馬が神妙な顔をして、床に再び正座をした。肩がしょぼんと落ちる。

　──本当に大きな犬みたいだな。

　内心で苦笑しながらも、蘭はここで甘い顔を見せるわけにはいかないと、心を鬼にする。

　──何事も初めが肝心！

　そう自分に言い聞かせないと、つい悠馬を許してしまいたくなるのだ。蘭は咳ばらいを一つする。悠馬の肩がびくりと跳ねる。

「とりあえず君との夫婦生活は休みの日の前に、限らせてもらいます」

　真面目な顔をして言うことじゃないと思うが、これだけは言っておかないと自分の身が持たないと思ったのだ。

「そんな蘭さん！」

　蘭の宣言に、悠馬がガバリと顔を上げた。

「考え直してください！　俺たち新婚ですよ！　俺は毎日でもしたい！」

　欲望に忠実過ぎる悠馬の言葉に、蘭は「無理！」と叫ぶ。

「体が持たない！　慣れるまでは、休みの日の前のだけ！　じゃないと仕事行けない！」

「じゃあ、慣れたらいいんですね?!」

　悠馬がベッドの上に手をついて身を乗り出しながら、確認を取ってくる。

「慣れたらね！」

　思わずそう返事すると、悠馬が本格的にベッドに乗りあがって来た。

「じゃあ、一刻も早く慣れましょう！　慣れるためには経験が必要です！」

　悠馬が蘭を押し倒した。近づいてくる悠馬の顔を、蘭は両手で押しのける。

「何でそうなるのよ！　ちょっとは落ち着け！」

「俺たちは新婚です！　蘭さんも俺も昨日からハネムーン休暇中です！」

「あ、こら、どこ触ってるのよ！　馬鹿──！　さっきの反省はどこ行ったのよ！」

　悠馬の手が蘭の太ももの上を這う。その熱い手の平の感覚に、蘭の肌が騒めいた。

「本当に嫌？　どうしてもダメ？」

　足をばたつかせて、抵抗する蘭の顔を悠馬が覗き込んでくる。

　──ずるい……。

　懇願を滲ませる年下の夫の表情に、蘭は唇を尖らせる。

　多分、蘭がここで嫌だと言えば、悠馬は引いてくれるだろう。それがわかる。

「蘭さん」

　ただ一途に自分を恋い慕う男の声に、抗えるほどに蘭の心は強くない。

「お風呂入りたかったのに……」

　言葉だけの抵抗に、ほぼ意味はない。悠馬もそれをわかっているのだろう。蘭のぼやきに、瞳の熱っぽさが増した。悠馬が艶治に微笑んだ。

「後で入れてあげます」

「これ以上したら、本当に動けなくなる」

「蘭さんが動けないなら、責任をもって俺がずっと世話をします。移動も抱いてします」

　甘い囁き声に、誘惑される。

　いまだに不思議に、思うことがある。この男をこんな風に惹きつけるものが、自分のどこにあるのか──

　彼が向けてくる愛情は肌をひりつかせるまでに甘く濃厚で、蘭はいつも困惑させられる。

　けれど、それが嫌かと聞かれれば、そんなことはなく、むしろその甘さに溺れてしまいたくなるのが問題だった。

　──いつか悠馬の目が覚めた時が怖い。

　今は蘭に夢中に見えるが、結婚して一緒に暮らし始めれば、互いの嫌な部分も見えてくるだろう。彼の理想と違う姿を見せた時に、悠馬の愛がさめるのではないかと、思っている。そうなった時に、今の愛情深い姿の反動で、一気に嫌われそうで怖い。

　悠馬から際限なく注がれる愛情を、手放したくないと思い始めている自分がいた。

　──でも、それは今、考えても仕方ないこと……。

「蘭さん」

　悠馬が甘えるように蘭の名前を呼ぶ。

　──でも、何かちょっとムカつく！

　蘭の葛藤など知らぬげに甘えてくる夫に、理不尽な怒りを感じながら、蘭はいまだ見慣れぬ髭のない悠馬の顔に、両手を伸ばす。

　その顔をそっと包んで持ち上げると、悠馬の高い鼻先に噛みつく。

「蘭さん!?」

　驚く悠馬に、蘭はくすりと笑い声を漏らす。

　──何事も初めが肝心なのに……でも、悠馬の言う通りに、私たちは新婚だ。

　今は余計なことを考えず、この肌の熱に溺れても、誰にも文句を言われないはずだ。

「動けなくなったら、ちゃんと責任を取ってよね」

「喜んで」

　急くような仕草で、男の指が蘭の肌を辿り出す。昨晩の名残でとろりと蕩けたままの秘所が、再び蜜を零し出す。

　悠馬が唇を重ねてくる。それに応えて、蘭が男の首に両腕を回した。

「ん……んん」

　急くような仕草で、含まされた指に反応して、蘭は背をのけ反らせる。

「蘭さん……」

　愛撫もそこそこに、飢えた熱を散らしてくれと言わんばかりの悠馬の動きに、蘭は求められている実感に、ひとり赤くなる。

　着ていたパジャマの上着が肌蹴られ、きつく抱きしめられた。

　乳房に触れる男の指はひどく熱い。まるで餅でもこねるように、蘭の乳房が男の手で揉みしだかれ、柔らかに形を変えた。

　足が開かされ、伸し掛かって来た男の重みを受け止める。すぐさま濡れた秘所にあてがわれた悠馬の熱に、蘭の喉がこくりと鳴った。

　それが合図だったように、悠馬の熱が蘭の中に入ってくる。昨晩というか明け方まで、蕩かされていた粘膜は、甘いばかりの抵抗で、あっさりと悠馬を受け入れる。

　もう痛みは感じなかった。ただ、甘いだけの悦楽がそこにはあった。

「はっ……あ、あぅ……ん」

　上擦った声をあげて、首をのけ反らせると、明るい昼の日差しが視界に飛び込んでくる。

　──昼間なのに……。

　真昼の日差しの下で、大きく足を開いて男を受け入れている自分がひどく淫らな女に思えて、蘭は今更の羞恥に身悶え、声にならない悲鳴を上げる。

「どうしたの？　やっぱりつらい？」

　すぐに気づいた悠馬が、心配そうに声を掛けてくるのに、蘭は強く瞼を閉じたまま首を振る。

「は、恥ずか……しくて……」

「何が？」

「明るいから……」

　蘭の答えに悠馬がくすりと笑い声を上げた。

「今更？」

「だって……！」

「蘭さん。可愛いね」

　悠馬が蘭の顔中に、キスの雨を降らす。

「明るいと恥ずかしいの？」

　耳朶に男の問いが落とされる。蘭は目の上で両手を交差させて、視界を塞ぐ。

「だって……なんか……やらしー」

　呟くような蘭の答えに、何故か胎の中に受け入れてる男が、さらに質量を増した。

「ふぇ……？　何で……おっきく……」

「うちの奥さんが可愛すぎて、俺はおかしくなる！」

「悠馬!?」

　顔を隠す蘭の両手が取られて、悠馬によってベッドに縫い付けられる。

「ねえ、どうしたらいい？　どうしたらいいの？」

　そんなことを問われても知らないと、蘭は赤く染まった顔を背ける。それを追った悠馬が蘭の首筋に口づけ、耳朶に吸い付く。

「やらしーことは、悪いことじゃないですよ。だって、俺たちは夫婦だもの」

　悠馬が堕落を誘う悪魔のような声で、耳朶に囁きを落とす。

「ううー」

　蘭は低く唸って、全身を赤く染める。上目遣いで、自分に伸し掛かる夫を見上げた。

「だったら、余計なことを考えられないようにして……」

「お望みのままに」

　どろりと滴るような色気を孕んだ微笑を蘭に向けた悠馬が、体を繋げたまま蘭の上半身を起こした。

「ふあ……んん！」

　そのまま悠馬の上に座り込む形になって、自重でさらに深く悠馬のものを受け入れることになった。胎の奥を突きあげられる衝撃に、蘭は甘い悲鳴を上げる。

　苦しくて、つらいのに、それが気持ちいいと思った。

　寝ている時よりも体の密着が増した。蘭は悠馬の体に手足を絡みつかせて、抱きつく。

　下から忙しない動きで、蘭を揺さぶり、小さく息をついた悠馬が、「たまらないな」と呟く。

「気持ち……いい？」

　蘭の問いに、「とてつもなく」と悠馬が答える。夢中で蘭の体を貪るような余裕のない動き、欲望に掠れた声。それだけで、全身がぞわっと粟立つような疼きが、体中に広がった。

「んっ、んあっ、……あっ！」

　激しい腰遣いで、蜜襞を擦り上げられる。濡れて綻んだ場所が、男に擦られて、淫猥な水音を立てている。

　触れ合わせた胸から、互いの鼓動が混じり合う。濡れた音が明るい寝室内に響き、身悶えながら、蘭は拙い動きで、悠馬に合わせて腰を揺り動かす。

　言葉のない悠馬の荒れた吐息が、耳朶に触れると、それだけで胸の奥に愛おしさが募るから不思議だ。

　揺らされながら、濡れた瞳を合わせて、男の広い背中を抱きしめる。

　張りつめる男の肌の感触を楽しみながら、蘭は一気に快楽の頂点に駆け上がる。

　一瞬、目の前が白く弾けた。歓喜に震えた蜜襞が、悠馬の欲望を舐めしゃぶる。悠馬の腰を挟む腿に力が入って、湧き上がってくる大きなうねりに身を任せた。

「はぁ……ああ！」

　蘭が達したとほぼ同時に、悠馬も小さく呻いて、その熱を蘭の中に吐き出した。

　胎の奥を熱く濡らされる感覚に反応して、淫猥な腰の動きが止まらない。

　抱きしめている悠馬の背中が、びくびくと震えている。掌の下に感じる男の筋肉の動きが、ひどく卑猥に感じられた。

　悠馬の腰の動きが止まった。ようやく出し切ったと言うように、悠馬が長い息を吐きだした。快楽の余韻に、蘭は脱力して悠馬に、全身を預ける。

　悠馬が蘭の背中を、気遣わしげに撫でた。その手が気持ちよくて、蘭はホッと長く息を吐く。

　浮かされたような熱は徐々に静まりつつある。けれど、互いに離れがたくて、抱き合ったままで、ただ互いの鼓動の音を聞いている。

　疲れ切った蘭は、とろりとした眠気が襲ってくる。

「大丈夫？」

「お風呂……入りたい」

「うん。もう少ししたら入れてあげる。疲れたなら少し、寝てもいいよ。あとで、お風呂の用意が出来たら起こしてあげる」

「うん……」

　悠馬の提案に頷いた蘭は、そのまま微睡みに身を委ねた。




　昼からの行為で、案の定蘭は動けなくなった。

　そんな蘭を悠馬は嬉々として、世話を焼き始めた。

　風呂の用意が出来たと起こされ、お姫様抱っこで浴室まで運ばれる。悠馬の手で髪から足の先まで丁寧に洗われ、肌の手入れまでされてしまった。

　夕食の用意も悠馬がしてくれた。悠馬が用意してくれたワインを、二人で少し飲んで、色々な話をした。その合間に、目が合ってはキスを繰り返す。

　休暇中、二人が家を出たのは、注文していた結婚指輪を二人で取りに行った時だけだった。それ以外は、ずっと家の中に籠って、甘く怠惰な時間を過ごした。

　目が合って、キスをして、肌を重ね合う──まるでタガが外れたような時間にはきりがない。

　際限なく求められ、求められるままに、蘭もぐずぐずに蕩けて、乱れた様を悠馬に見せた。

　──まさか、自分がこんな風になるとは思わなかった。

　意味もなく叫びだしたくなりながら、蘭はソファの上に倒れ込む。下半身は甘怠い疼きを覚えて、痛みを訴えた。こんな感覚は、今までに知らないものだった。

　今日は休暇の最終日。お昼近くに目覚めて、悠馬に風呂に入れてもらったところだった。悠馬は今、シャワーを浴びて、ついでに風呂場の掃除をしてくると、言っていた。

　吹き抜けの日当たりのいいリビングのソファで、蘭はそんな悠馬を待っている。

　日当たりのよさに、再び眠気が襲ってくる。疲れた体は休息を欲しがっていて、抗うのが難しい。

　──眠い。でも、このまま寝ちゃうのはもったいない。悠馬がご近所の案内をしてくれるって言ってた。だから、寝るなー。

　きっとこのまま蘭が寝てしまっても、悠馬は笑って許してくれるだろう。でもそれではいけないと思う。

　悠馬は、際限なく蘭を甘やかす。大事に、大切に、蘭を慈しむ男の手に、自分がどんどんと堕落していく気がして怖い。

　こんな甘く怠惰な時間を知ってしまえば、明日から仕事に行けなくなりそうだった。

「あーダメになる。このままだと本当に！」

　クッションを抱えて、思わず呟く。

「何がですか？」

　それに返答が返されて、蘭は閉じかけていた瞼を開いて、目線だけを声のした方に向けた。

　シャワーを浴びて、浴室から出てきた悠馬が、グラスを両手にリビングに入ってきたところだった。

「はい。アイスティーです」

　悠馬が手にしていたグラスを、蘭に差し出してくる。

「ありがとう」

　礼を言って、蘭はのろのろと体を起こすと、グラスを受け取った。ストローに口を付ける。ほどよいはちみつの甘さが喉を潤した。

「美味しい」

「よかった」

　悠馬がふわりと柔らかに微笑んで、蘭の前の床に直に座って、自分もアイスティーを飲み出した。

「悠馬、髪がまだ濡れてる」

　見下ろした夫の髪は濡れていた。蘭は悠馬の肩に掛けられたタオルに手を伸ばす。

「風邪ひくよ」

「今日は暑いくらいだから、濡れてるくらいが丁度いいんですよ」

　そう言いながらも、蘭が髪を拭きだすと、悠馬は気持ちよさそうに目を細めて、蘭の好きにさせてくれる。

　──こういうところは本当に大型の犬みたい。

　蘭は小さく笑いながら、丁寧な手つきで悠馬の髪を拭く。

「それで？　何がダメになりそうなんですか？」

「ん？」

　悠馬に問われて、蘭は咄嗟に質問の意味を掴み損ねて、首を傾げる。

「さっきダメになりそうって言ってたじゃないですか？」

「ああ」

　悠馬の言葉に、先ほどまで考えていたことを思い出す。

「悠馬がものすごく甘やかしてくるから、このままだと悠馬なしで生活できなくなりそうだと思って……」

　悠馬が蘭の膝に頭を乗せて、甘えるように蘭を見上げてきた。

「むしろもっとなってください。俺がいないと息もできないくらいになればいい」

　こういう時だけ、年下の特権とばかりに甘えてくる悠馬のずるさに、蘭は呆れたため息を吐く。

「悠馬はダメ女製造機だね」

「何ですかそれ？」

　悠馬が面白そうに笑った。悠馬の頭が乗った太ももに、男の笑い声が振動となって伝わってくる。

「だってそうでしょう？　こんな風に甘やかされて、大事にされたら、本当にダメになっちゃいそう。悠馬が今まで付き合ってきた女の子たちが、今どうしているのか心配になるよ」

「大丈夫じゃないですか？　俺がここまで大切にしてるの蘭さんだけですから」

　けろっとした顔でそんなことを言う夫に、蘭は目を丸くする。

「ダメになるくらい、甘やかしたいって思った人は、蘭さんが初めてですよ。ここ数年は、私より仕事が大事なの！　って切れた彼女に、別れを切り出されてました」

「嘘でしょ？」

「本当ですよ。俺なりに恋人を大切にしてきたつもりですが、俺がいないと生きていけなくなればいいって思ったことはありません。まあ、向こうもそれは一緒だったんだと思います」

　どういうことだと問えば、悠馬は苦笑する。

　ワイルド系な見た目と飲食店のオーナーと言う立場に、寄ってくる女性は悠馬のお金目的か、危険な火遊び的な恋愛を求めてくる人間ばかりだったらしい。

「どこそこの有名なデートスポットに連れて行けとか、私が大切ならもっと何かを買ってくれとか言われるばっかりで、それに応えなければ、私より仕事が大事なんでしょう！　ってぶち切れられることも多かったですよ。それで俺より条件がいい相手の所に行ってしまって終わり。蘭さんの前に付き合ってたのは、俺の仕事の忙しさを言い訳に、あっちこっちの男と浮気されて終わりましたよ」

　淡々とした悠馬の説明に蘭は呆気にとられる。

「それは女運が悪すぎない？」

「かもしれません。でも、いいんです。俺の女運は蘭さんに出会うために、あったと思うことにしたので！　お見合いの日、本当に頭の中で鐘が鳴ったんですよ。絶対にこの人が運命だって思いました」

　幸せそうに笑ってそう言う悠馬に、蘭の胸は甘く揺らされる。

　ただ単に悠馬の女性を見る目がなかっただけの気もするが、それよりは蘭が悠馬にとって特別だったと思う方が、ずっと気分がよい。

　浮かれてバカみたいなことを考えても、ぐだぐだに蕩けていても、蘭と悠馬は新婚だ。

　こんな風に緩んでいたところで、誰に文句を言われる筋合いもないかと、思うことにして、蘭は膝の上に頭をのせている夫の髪を梳く。

　悠馬が気持ちよさそうに目を細めて笑った。

　──これが幸せじゃなければ、何が幸せなのかな？

　この時、初めて蘭は悠馬が言う二人は運命だという言葉を、信じてもいいのかなと思うようになった──







３．猛獣夫の事情








　あの日、蘭に出会うまで、『一目惚れ』なんて、ただの都市伝説だと思っていた──




　遅れて行った見合いの席で、蘭と目が合った瞬間、頭の中で鐘が鳴った。

　誰一人、この話を信じてくれない──蘭本人ですら、気のせいと言い切っている。

　──でも、本当に鐘が鳴ったんだ。絶対にあれは運命の鐘の音だった。

　今でも悠馬はそう思っている。

　結婚休暇が終わり、久しぶりの出社のため、車で職場に向かう途中──信号待ちをしている車内で、悠馬は蘭に出会った見合いの日のことを思い出す。





　☆






　あの日、悠馬の機嫌は最悪だったと言ってもいい。

　前日、経営するクラブの三周年記念イベントで、未成年者を巻き込んだ事件が発生。浮かれた大学生のサークルメンバーが、クラブの個室で、未成年者に飲酒をさせた挙句、強姦しようとして事件になった。そのせいで、オーナーである悠馬はもちろんのこと、関わった従業員も含めて、警察署で朝まで事情聴取などの対応に追われた。

　幸い事件は、クラブの女性従業員の機転により未遂で済み、犯人グループ全員を警察に突き出すことは出来た。

　酒を出す店で、未成年者が事件に遭ったということで、警察には痛くもない腹を探られ、イライラとさせられた。むしろこちらが被害者だと言いたかった。せっかくの記念イベントで、とんでもない事件を引き起こしてくれた大学生グループを、許されるならしばき倒したかった。事件を未然に防いだこともあり、店へのお咎めはなく、被害者の子の両親にも感謝はされたが、胸にすっきりしないものが残った。

　警察からようやく解放されたのは翌日の午前中。疲れてイライラとしながら事務所に戻れば、正明たちが安堵の表情で迎えてくれた。

「あ、そう言えば、お前、今日見合いだったよな？　おふくろさんたちに、ちゃんと連絡したのか？」

　不意に思い出したように正明が問うてくるのに、悠馬はハッとして時計を見た。両親との待ち合わせの時間は、とっくに過ぎていた。

　──ああ、くそ。着替えてる時間もないな。

　自分の派手な格好を見下ろして、悠馬は舌打ちする。

　イベントのためにいつも以上に派手な格好をしていた。

　──これじゃあ、ホストだな。まあ、この格好で行った方が、見合い相手も断りやすいか。

　皆が止めるのも聞かずに、悠馬はその足で見合い会場であるホテルに向かった。

　そもそも悠馬はこの見合いに、あまり乗り気ではなかった。

　キャリアウーマンの母が、取引先から持ち込まれた話で、義理を果たすためにも会うだけ会ってくれと、頼まれたものだった。

『写真を見せてもらったけど、悠馬好みの可愛いお嬢さんよー私も孫の顔は早めに見たいから、会うだけ会ってみたらー？　あ、あんたの写真は成人式の時に撮った、七三分けの瓶底眼鏡のコスプレ写真を送っておいたわ。この手の真面目そうなお嬢さんだと、普段のあんたの写真を見せたら、絶対に会う前に断れるから』

　けらけらと笑ってそう言う母親に、悠馬は呆れた。

　会うだけならと了承したものの、最近別れたばかりの恋人とのいざこざに、疲れ切っていた悠馬にとって、恋愛も結婚も正直今は考えたくないものだったのだ。

　だから、母から渡された写真も、釣り書きもまともに見ていなかった。

　けれど、ホテルに辿り着き、座敷に入った瞬間、蘭と目が合って、悠馬は頭の中で、鐘の音が響いた。同時に胸の鼓動が、一気に速くなった。

　──ああ、彼女だ。自分はきっと彼女と結婚する……。

　これが世にいう一目惚れなのだと、今まで感じたこともない胸の高鳴りと共にそう確信する。

　母の言う通りに、蘭の見た目は悠馬の好みのど真ん中だった。ワイルドな見た目のせいか、誤解されがちだが、悠馬は可愛いものに目がなかった。

　赤いフレームの眼鏡の向こうで、驚きに目を瞬かせる蘭は、まるで子ウサギのように可愛らしく悠馬の目には映った。

　見合いの席だからか、華やかな赤い振袖姿。今まで染めたこともないような綺麗な黒髪を結い上げ、古風なバチ型のかんざしを挿している。白くすっきりと伸びた首筋は、大人の女性の色気があった。

　そんな彼女が身を震わせていることに気づいて、悠馬は内心で首を傾げる。

　──一体、どうしたんだろう？　寒い？　まさかな。

　そう不思議に思いながら、悠馬はハッと自分の格好を思い出した。

　──しまった……。

　悠馬は自分の見た目について、よく知っていた。玄人や肉食系のお姉さんにはよくモテるワイルド系な見た目は、蘭のような真面目で大人しそうなお嬢さんには、ひどく怯えられる。しかも今日は、イベントのためとはいえ、ホストも真っ青な派手ないでたちだ。普通、見合いにこんな格好で来ないと気づいて、後悔しても遅かった。しかも、大遅刻だ。蘭の悠馬に対する印象は最悪と言ってもいいだろう。

　──皆の言うことを聞いて、着替えてくればよかった。

　そう思っても、何もかもが遅かった。

　せめてこれ以上はマイナスの印象を与えたくないと、悠馬は礼儀正しく遅刻を詫び、席に着いた。

　仲人により互いの紹介がすまされ、知りたかった彼女の名前を知ることが出来た。

　──三石蘭さん。名前も可愛い。三歳年上？　見えないな。可愛い。

　蘭は全国に支店を持つ生活雑貨を売る企業に勤めており、今年三十歳になるらしい。

　童顔なのか、言われなければ、年下だと思っただろう。

　──もう一度、こちらを見て欲しいな。やっぱり、俺のこと怖いのか？

　悠馬は食事をする蘭の姿をじっと見つめていたが、蘭は最初に目が合ってから、悠馬に視線を向けてくることはなかった。

　伏し目がちに食事をし、仲人からの質問に、穏やかな声で、答えている。

　──少し低くて、優しく響く声だな。もっと聞いていたい。蘭さんは何が好きなんだろう？　趣味は？　普段は何をしているんだ？

　聞きたいことは山ほどあるのに、なかなか弾まない会話に、悠馬は焦燥にも似た感情を覚えていた。

　──まずは連絡先だけでも教えて欲しい。できれば、次に会う約束も取り付けたい。初めはオーソドックスに水族館とかか？　それとも無理に会話しないでいい映画のほうが、気楽でいいか？　でも、それだと蘭さんと話ができない。

　目の前に座る蘭をじっと食い入るように見つめ、次に自分が取るべき行動を、色々とシミュレーションする。横で母が、いつにない息子の反応を、面白そうに見ていることにも気づかない。

　──お見合いって言うことは、これは結婚を前提にしている出会いってことで、間違いないよな？　蘭さんも結婚を考えている。蘭さんと結婚……。

　『結婚』──その二文字に、悠馬の胸は激しく高鳴った。

　──家に帰って、蘭さんが出迎えてくれたら、仕事の疲れも吹っ飛ぶな。あの声で、「悠馬」って呼ばれたら、それだけできっと元気になれる。子どもは、二人は欲しいな。一人は絶対に、蘭さんに似た女の子がいい。

　言いたいことも、聞きたいことも、たくさんあるのに、ありすぎるせいで、言葉にならず、思考は一人暴走していく。

　何ともぎくしゃくとした空気感に堪えられなくなったのか、仲人に『あとはお若い二人で──』と言う定番の言葉と共に、二人でホテルの庭園に送り出された。

　横を歩く彼女は、とても小柄だった。身長は悠馬の肩まで届くか、届かないかくらい。蘭の歩幅に合わせて、ゆっくりと庭園の中を歩く。

　──全力で抱きしめたら、潰れちゃいそうだな。でも、きっと柔らかい。抱き心地がよさそうだ。抱きしめてみたいな。いや、待て！　いきなりそんなことしたら嫌われる。落ち着け！

　欲望に忠実に蘭に向かって伸びそうな手を、理性で押しとどめて、拳を握る。悠馬はそっと蘭の横顔に視線を向けた。

　──やっぱり可愛い。

　蘭の顔立ちは美人と言うよりも、可愛らしく、小動物めいた印象があった。頬は丸くて、ふっくらと柔らかそうだ。風に舞う桜の花びらを追う瞳は、何を考えているのか、キラキラと輝いている。

　──母親の目は侮れないな。まさに俺の好みそのものだ。

　蘭は人によっては、年齢よりも幼い印象を与えるかもしれないが、振袖の衣紋から覗く白い首筋には、年相応の色気が漂っていた。横を歩くだけで、悠馬は緊張し始める。

　蘭は相変わらず悠馬の方を見ない。しかし、伏し目がちに周囲を眺めるその横顔は、庭園の桜を眺めて、柔らかに綻んでいた。

　──今どき、お見合いだからと言って、振袖を着てくる人は少ない。蘭さんは着物が好きなのか？　だったら結婚式は、ウェディングドレスよりも色打掛とかの和服の方がいいだろうか？　蘭さんならどっちも似合うだろうな。披露宴でどっちも着てもらえばいいか。

「結婚式はいつがいいですか？」

「はあ？」

　思わず零れた言葉に、蘭が足を止めた。呆気にとられたように、悠馬を見上げてくる。

　やっと蘭の視線がまともに、悠馬に向けられた。こてんと蘭の首が傾げられた。

　──可愛い！

　そのまま無言の時間が、二人の間に流れる。

　あれほど、焦がれた眼差しが自分に向けられているのに、今度は急速に照れくささが募った。頬が熱くなってきて、悠馬は思わず視線を俯かせる。

「そんなに見つめられると、照れます」

「……それは失礼しました」

　蘭が少し困ったように、悠馬から視線を外した。その眼差しが風に舞う花びらに、向けられた。

　彼女の意識が、自分から逸らされた。それがひどく残念で、もどかしい。

　──できれば俺だけを見て欲しいと思うのは我儘か──

「蘭さん」と名前を呼べば、「はい、何でしょう？」と彼女がこちらを向く。それが嬉しくてたまらない。

　それが刺激になったのか、昂った感情が一気に溢れ出した悠馬は、自分の行動を止められなくなった。





　☆






　──あの時の蘭さんはカッコよかったな。

　信号が青に変わり、車を発進させながら、悠馬は見合いの結末を思い出してクスリと笑い声を上げた。

　暴走する悠馬を、蘭は一本背負いで、投げ飛ばすことで、止めた。

　──あの時、頭の中で二回目の鐘が鳴ったんだよな。蘭さんに言ったら、きっとまたドン引きされるだろうけど。

　地面に投げ出され見上げた空に、桜の花びらがひらりと一枚、風に舞った。その光景を悠馬はきっと一生忘れないだろう。

　それくらい綺麗で、衝撃的な光景だった。

　──ああ、早く帰りたい。蘭さんの顔が見たい。さっき別れたばかりなのに……

　蘭のことを思い出してしまえば、仕事など放り投げて、今すぐ家に取って返したくなる。一分でも一秒でも長く、蘭の傍にいたいと思ってしまう。

　今までの人生で、自分がこんな風に誰かに恋をするなんて想像したこともなかった。

　だが、そんな自分の変化が嫌いではなかった。むしろ、蘭と出逢ったことで、世界が輝きを増した気がしている。

　見合いの後、悠馬は蘭に向かって猛烈なアプローチを繰り返した。

　それは正明曰く、赤い布を見た闘牛さながらの勢いだった。学生時代から悠馬を知る仲間たちは、悠馬のあまりの変わりように驚愕し、ドン引きしていた。

　そして、周囲はこのままでは、いつか悠馬が蘭に焦がれるあまりに犯罪者になるのではないかと、危惧していた。それもあながち間違った心配でもなかったと、悠馬は知っている。

　──蘭さんに結婚を断られたら、ストーカーになっていた自信がある。

　中学二年の時、大学生の彼女で童貞を卒業してから、恋人は途切れたことがほぼなかった。彼女がいない時期でも、そういう欲を発散する相手はいた。

　恋人がいる間は浮気や二股をしたこともなく、それなりに相手を大事にしていたつもりだ。しかし、去る者は追わず来る者は拒まずの典型のような恋愛ばかりを繰り返していて、自分は恋愛に対しては淡白なのだと、悠馬自身も周囲もそう思っていた。

　蘭にも言ったが、ここ数年は、複数の飲食店を経営するオーナーと言う立場と、ワイルドな見た目のせいか、悠馬の金か、火遊び的なスリルを求めてくるような相手ばかりが寄って来てうんざりしていた。もう当面は恋愛する気も失せていたのだ。

　けれど、それが本気で好きになれる相手がいなかっただけなのだと、蘭に出会って知った。一目惚れだ。蘭の性格も何も知らないのに、結婚するならこの人だと確信した。最初は、見た目に惚れただけかと思ったが、そうではなかった。会えば、会うほどに、悠馬は急速に蘭に惹かれていった。

　蘭は見た目通りに大人しい人ではなかった。悠馬が何か馬鹿なことを言えば、ポンポンと言い返してくるし、暴走がひどい時は、容赦なく手も出てくる。

　けれど、悠馬がどんな馬鹿なことをしても、呆れた顔はするが、蘭は悠馬の言葉をきちんと受け止めて、話を聞いてくれる。

　真面目で、しっかりしているように見えて、時々びっくりするくらい大雑把。人の悪口は聞いたことがなく、穏やかで、優しい。

　蘭と一緒にいるだけで、悠馬は幸せだった。その瞳が自分を見つけて、ふわりと綻ぶたびに、どうしようもなく胸が高鳴る。女性にしては少し低い声で、「悠馬」と名前を呼ばれるたび、心が幸福感に満たされる。

　これが運命でなければ、何が運命なのだと思う。

　事務所を兼務している店に到着し、悠馬は車を駐車場に止めた。

　結婚休暇後の初めての出勤ということで、浮かれた気持ちを引き締めて車から降りる。

　車を降りた悠馬は、足早に店に向かった。裏口から店に入る。

「あ、オーナー！　お久しぶりです……」

　悠馬の姿を見て、裏口付近にいた従業員が、何故か挨拶の途中で顔を赤らめる。

　──何だ？

　内心で首を傾げながら、それを問うこともなく、悠馬は蘭に持たされた手土産の入った紙袋を掲げて見せる。

「お疲れさん。休みありがとうな。これ、後でみんなで食べてくれ」

「ありがとうございます！」

　紙袋を受け取った従業員は、真っ赤な顔で紙袋を受け取った。

「正明は？」

「事務所の方にいます」

「わかった。ありがとう」

　悠馬は短く礼を言って、廊下を進み事務所の扉を開けた。

「お疲れさん」

　デスクに座っていた正明が、悠馬の声に顔を上げ、ぎょっとした顔をする。

「うわーお前、いくら新婚でも、その顔はやばいと思うぞ？　よくそんな顔で仕事に来たな！」

「それが五日ぶりに出てきた雇い主に向かって、開口一番に言うことか？」

　呆れた悠馬は、器用に右眉だけを上げて、大学時代の悪友でもある正明をじろりと見やる。

　しかし、正明は堪えた様子もなく、盛大に顔を顰めて文句を言い出した。

「いや、本当に、その垂れ流してるフェロモンなんとかしろよ。周りに対するセクハラでしかないわ！　朝までやってました！　って雰囲気を職場で出すな！　新婚バリバリの幸せオーラを出すな！」

　正明の言葉に、悠馬は肩を竦める、自席についてパソコンを立ち上げた。今日から蘭も仕事に復帰するため、朝までということはなかったが、結婚休暇中、二人で甘く怠惰な時間を過ごしたのは、確かだ。まさにハネムーンと言う名にふさわしい時間だった。

　その余韻が表に出ていると言われれば、悠馬に反論の余地はない。

「悪いな。新婚なもんで」

「うわー！　ムカつく！　なんかすごいムカつくわー」

　悪びれもせずに謝罪した悠馬に、正明がドンと机を叩いた。

「羨ましいなら、お前もさっさといい人を見つけろよ」

　ここ数年、恋人ができないと嘆く友人を、煽るようなことを言えば、案の定で正明は眦を釣り上げた。

「やかましいわ！　蘭さんの前にいる時の忠犬ぶりはどこ行ったんだよ！　バラすぞ！　お前のそのふてぶてしい本性を！」

「別に構わない。蘭さんなら受け入れてくれるさ」

　悠馬の答えに、正明ががっくりと疲れたように肩を落とした。

「もうお前、本当に何なの？　変わりすぎじゃね？　昔のお前はどこ行ったの？」

　正明の言葉に、悠馬は肩を竦めることで、答える。

　──それは俺にもわからないな。

「そんなことより、休暇中の報告をくれ」

　悠馬の返事に、正明は大きく息を吐きだすと、表情を仕事モードに切り替えた。

「お前が休んでいた間の各店の売り上げなんかはメールで送っていた通りだ」

　休暇中も、各店舗の日報は毎日メールで送られてきたが、経過の報告を改めて、店舗の統括部長である正明から受ける。

　各店舗の売り上げは順調で、大きなトラブルもないことに安心する。

　正明と手分けして、午前中は事務所で休んでいた間にたまっていた仕事を片付け、午後からは各店舗を回る。日報だけではわからない店の実情を確認するためのものだ。

　巡回して三件目の店舗に向かう。

　駐車場に車を止めると、悠馬は駅前にある昔ながらの商店街の中に向かって歩き出す。

　『洋食屋　まことのキッチン』という店のドアを開ける。腕時計を見れば、時刻は十六時を過ぎたところだった。

　店は十八時から再開店するディナー前の、束の間の休憩時間に入っていた。客席はがらんとしており、電気も消されている。窓から入る日差しの下で見る店内は、清掃もきちんとされ、家庭的で温かい雰囲気が保たれていた。

　厨房の方から賑やかな声が聞こえ、悠馬はそちらに足を向ける。

「誠まことさん。お邪魔しますよ」

「お、悠馬か！　久しぶりだな！」

　声を掛けると、正明の兄でありこの店の料理長、そして、悠馬に今の立場を押し付けた張本人である誠が振り返った。

「あ、お疲れ様です！　オーナー！」

　誠とまかないを食べていたバイトや従業員が、悠馬の姿に気づいて、立ちあがり挨拶してくるのに、軽く手を上げて答え、食事の続きを促す。

「今日はどうした？　何かあったのか？」

「いつもの店の巡回点検ですよ。最近は売り上げも順調みたいで、安心してます」

「ああ、もうそんな時期か」

　誠は頷くと、立ち上がった。

「珈琲でも淹れるよ。何か食べてくか？」

「いえ、大丈夫です。珈琲だけ下さい」

「そうか。悠馬や正明のおかげで、俺は料理に専念出来てるし、店の運営も順調で助かってるよ。それに紹介した店主たちも、売り上げ伸びてるって喜んでたわ」

　にこにこと笑う誠に、悠馬は苦笑する。

　悠馬が今の仕事を始めたきっかけは誠だ。せっかくの料理の腕が、杜撰すぎる経営のせいで、潰れてしまうのがもったいなくて、正明と奔走したのが始まりだ。

　大学の経済学部を出たと言っても、飲食店の経営などずぶの素人と言っても過言ではなかったが、正明と二人で綿密に立てた経営戦略が当たり、店は順調に客足を伸ばすようになった。そのうちに、誠は店の経営よりは、料理に専念したいと言い出し、二人のどちらかに店のオーナーになれと言い出した。

　最初は誠の弟である正明こそがオーナーになるべきだと訴えたが、正明は早々に『俺は参謀役の方が性に合っている。オーナーとか社長とかは、悠馬みたいなリーダータイプの人間の方が向いている』と、兄弟揃って、悠馬にオーナーの役割を押し付けてきた。

　そうして、祖父の遺産の資産運用で得ていた金で、誠の店を買い取り、この店のオーナーになった。

　自分の店が順調に業績を伸ばし始めると、誠は今度、知り合いを連れてくるようになった。腕は確かだが、経営が下手というレストランやｂａｒの店主を連れてきては、彼らも自分と同じように助けてくれと言い出した。

　そうなってくると正明と二人では手に追えず、大学時代の友人やサークル仲間などを引き入れて、会社を立ち上げた。

　誠の店を始め、イタリアンレストラン、和食レストラン、ｂａｒ二店舗、正明がやりたいと言い出したクラブを合わせると、七店舗の店を経営するオーナーになっていた。

　どの店も順調に売り上げを伸ばし、最近になってようやく経営が安定してきたところだった。

　悠馬自身、よくここまでこれたものだと、遠い目になる。

　──多分に運に助けられている部分もあったな。俺は人に恵まれていた。

「そういえば、お前、結婚したんだろ？　噂の嫁さんは？　連れてこなかったのか？」

　悠馬が過去に思いを馳せていると、誠が思い出したようにそう言った。

「正明が、悠馬は嫁さんの前で、物凄く豹変するって言うから、どんな子なのか楽しみにしてたんだが……」

　わざわざ客席の方まで、探しに行こうとする誠を、悠馬は呼び止める。

「妻は連れて来てませんよ。今度連れてきますよ」

「何だ。残念だな。あ！　そうだ！　だったら、今日の夕飯は？　結婚祝いに俺がご馳走してやるよ！」

　いいことを思いついたと目を輝かせる誠に、悠馬は苦笑する。

　──こういうところが誠さんの憎めないところだな。

「彼女も仕事の都合があるので、今度改めて予約を取りますよ」

　悠馬の言葉に、誠はがっかりしたように肩を落とす。

「まあ、今日の今日じゃあ無理か。でも、そのうち、絶対に連れて来いよ！」

　念を押されて、悠馬は頷く。今度改めて蘭を紹介する席を設けると約束すると、やっと誠は落ち着いた。

　日報を読んで気になった点など、店の経理担当者を含めて誠と話し合い、店を出たのは十八時過ぎだった。

　誠の店を出ると、丁度、プライベート用に使っているスマートフォンに、メッセージが届いた。確認すれば、蘭からのメッセージが画面に表示されている。

『仕事は遅くなりそう？　夕飯どうする？』

　猫が腕を組んで首を傾げているスタンプが一緒に送られてきて、その可愛らしさに悠馬は表情を緩めた。

『蘭さんの仕事は終わりですか？　今、どこにいますか？』

　メッセージを送りながら、駐車場に停めてある車に向かう。

『無事に終わったよ。疲れたー』

　先ほどと同じ猫のキャラクターがぐでっと横になっている姿のスタンプが送られてくる。

　その可愛らしさに、悠馬の心が和む。

『今、駅に向かって歩いてるところ』

『じゃあ、迎えに行くので、駅にいてください。夕飯は外で食べましょう』

　悠馬の送ったメッセージに、猫がＯＫと書かれた札を上げるスタンプが送られてくる。

　たったそれだけで心が浮き立つ。今すぐ飛んで行って、蘭の柔らかな体を抱きしめたいとまで思う。

　今までも時々に、恋人はいた。仕事が忙しい時は、数週間単位で会えないなんてこともざらな話だったのに、蘭に対してだけは我慢がきかない。

　朝晩、顔を見て、「おはよう」と「おやすみ」を言い合うだけで、心が満たされるのだ。

　むろん、そこは新婚夫婦だ。新婚らしくアレコレしたいし、実際にやりすぎて、蘭を怒らせてもいる。けれど、それを抜きにしても蘭は、悠馬にとって何より大切な存在だ。

　今日はこのまま直帰することを正明に送れば、向こうからも『了解』と短い返事が来た。

　ちょうど駐車場に到着し、車のドアを開けようとした時だった。

「やっぱり悠馬だ！」

　車の陰から飛び出してきた誰かに抱き着かれた。

　鼻腔に届いた独特な甘ったるい香りに、悠馬は顔を顰める。

「会いたかったよ！　悠馬！」

　左腕に女性の柔らかな胸の感触が当たる。それと同時に聞こえてきた声に、悠馬は自分の腕を乱暴に引き抜く。抱き着いてきた女性が、バランスを崩してよろけた。

「あん！　もう！　悠馬ったら！　久しぶりに会った恋人に対して、ひどくない？」

　悠馬の車に手をついて、転倒を防いだ女性は、恋人をなじる口調で、上目遣いで悠馬を睨みつけてくる。

　その顔を正面から見下ろして、悠馬は大きなため息を吐く。

「胡桃くるみ。どうして日本にいるんだ。カナダに留学したんじゃないのか？」

　約一年ぶりに会うかつての恋人に、悠馬はうんざりする。

　──これから蘭さんを迎えに行かないといけないのに、何でここに胡桃がいるんだ……。

「そんなの飽きたから、帰国したのよ。それで今日、ここに悠馬の車が停まっているのを見つけたから、きっと誠さんのところに、来たんだと思って待ってたのよ！」

　悠馬の疑問を察したわけでもないだろうが、にこにこと笑ってそう説明する元恋人──前まえ原はら胡桃の様子に、悠馬の心の中に嫌悪感が沸き上がる。

　──なんてタイミングだ。くそっ！

「待ち伏せみたいな気持ち悪いことはするな」

「気持ち悪いって、ひどくない？　せっかく待ってたのに！　それとも、まだ邦くに親ちかたちのことを怒ってるの？　あんなのただの遊びよ？　悠馬が仕事で忙しくしてたから、ちょっと遊んでいただけなのに！　怒って、別れるとか言うから、悠馬も冷静になる時間が必要かと思って、時間をあげたのに、まだ怒っているなんて信じられない！」

　──信じられないのはこっちだ。何がちょっと遊んでいただけだ。

　胡桃と別れる原因になった出来事を思い出して、悠馬の表情が険しくなる。

　前原興産と言うリフォームやインテリアを請け負う会社の社長令嬢だった胡桃とは、蘭と見合いをする半年ほど前まで付き合っていた。

　胡桃は左目尻の下に二つ並んだ泣き黒子があるのが特徴の儚げな見た目の美人だった。肩先まである髪をミルクティーカラーに染め、インナーカラーにグレージュカラーを入れた髪が柔らかく卵型の顔を彩っている。黒目勝ちの瞳は、いつも濡れたような輝きを宿し、男なら守ってやりたくなるような雰囲気を持っていた。悠馬も最初は、その見た目に引っかかったが、胡桃はその容姿とは裏腹に、激しい気性の持ち主だった。

　誰よりも自分が優先されなければ気が済まない。お姫様気質な彼女は、自分は傅かれて当たり前の存在だと思っている。

　見た目の儚さと、娘には甘い両親から渡されている多額の小遣いによって、彼女は自分の周りに、従弟の邦親を始め、幾人もの信奉者を侍らせていた。

　ずっと悠馬の前でだけは、清純で、可愛らしい女の姿を演じていたし、悠馬もその姿を信じていた。

　しかし、悠馬が新たな店の立て直しに奔走し始めると、胡桃は徐々にその本性を露にし始めた。

　自分より仕事を優先する悠馬を詰り、騒ぎ立てた。最初の頃は、それすらも可愛い我儘だと思っていたが、胡桃の行動はどんどんとエスカレートしていった。

　悠馬が女性従業員と話しているだけで、烈火のごとく怒り狂い、相手の女性に危害を加えるような行動に出始める。

　そのせいで、胡桃との関係は急速に悪化していった。別れる、別れないで揉めた挙句、胡桃は悠馬にあてつけるために、当時悠馬が住んでいたマンションに従弟の邦親や遊び相手を連れ込んで、乱交まがいのパーティーを開いてくれた。

　仕事で疲れて帰宅したら、恋人だと思っていた相手が、複数人を相手にセックスしている姿を見た時の、言葉にできないどす黒い感情はなかなかに忘れられない。

　すぐにその場にいた全員を放り出し、マンションは売り払った。

　何でこんなことをしたんだと怒った悠馬に、胡桃は『仕事を優先して、私を放っておいた悠馬が悪い！　仕事なんて私のパパの会社を継げばいいじゃない！』と言い放った。

　寂しさゆえの行動だとしても、悠馬は胡桃のことが理解できなかった。

　後々に、周りから聞けば、悠馬が仕事で忙しい間の胡桃は、悠馬の行動を責める割に、自分は奔放に信奉者たちと遊び歩いていたことを、教えられた。

　一応、胡桃の中では悠馬が本命の彼氏ではあったらしい。顔が好みだったのと、付き合った男の中で、悠馬との体の相性が過去最高に抜群だったからというのが、理由だった。

　そんなくだらない理由で、こうも長く執着されるとは思わなかった。他に相手がいるなら別れると言っても胡桃は納得せず、本命は悠馬だと喚き散らした。そのうちに自分の信奉者をけしかけて、悠馬がオーナーを務める店に対する嫌がらせを始めた。

　繰り返される度を越した嫌がらせに、悠馬はその証拠と胡桃のご乱行の証拠を集め、彼女の両親に突き付けた。

　これ以上、娘の行動を止められず店に被害が出るのであれば、これを公表すると言った悠馬に、胡桃の両親はそれだけはやめてくれと謝罪した。

　これ以上、胡桃を悠馬や悠馬の周辺に関わらせないと約束し、慰謝料と言う名の示談金も支払われた。

　そして、胡桃は両親の手によって留学と言う名のもとに、海外に出されたはずだ。

　──一年も持たずに帰国を許すな！

　娘にとことん甘いあの両親のことだ。一年も経てば、ほとぼりも冷めただろうと、胡桃を帰国させたのが、簡単に想像がつく。

「ねえ、もういい加減、機嫌を直してよ。久しぶりに会ったんだし、もっといいことしよ？　今日なら悠馬のやりたいこと何でも、させてあげるよ」

　胡桃が悠馬の腕を取り、その胸を押し付け、耳朶に誘惑の言葉を注ぎ込んでくる。

　ねっとりと甘い花の香りと共に、胡桃が媚を含んだ眼差しを向けてくるが、悠馬にとってそれらは不快なものでしかなかった。

「いろんな男と寝たけど、やっぱり悠馬が一番いい。あ、それにね、いいものがあるんだよーすごく気持ちよくなれるもの。一緒に使おう？」

　蠱惑的に微笑む胡桃は、ぐっと胸を悠馬に腕に押し付けてくる。

　胡桃に抱き着かれている左腕から、鳥肌が立つ。悠馬は再び、胡桃を振り払った。

「あん！　もう！　悠馬！」

　甘えを含んだ女の声には、嫌悪感しか覚えなかった。

　──ああ、早く蘭さんに会いたい。

　柔らかな体を抱きしめて、あの豊かな胸に顔を埋めたい。こんな独特な甘ったるい匂い

　ではなく、蘭の肌から香る優しい果実のような甘い匂いを嗅ぎたい。

　若干、変態染みたことを考えながら、胡桃から距離を取る。嫌悪感に表情が歪む。

「お前の遊びに付き合うつもりはない。そもそも、俺は結婚した。もうお前の恋人でも何でもない」

　悠馬の言葉に、胡桃が驚愕にその瞳を見開く。

「結婚!?　何よそれ！　どういうこと!?」

　胡桃が咄嗟に悠馬の左手の薬指に視線を向けた。悠馬は結婚指輪がよく見えるように、手を掲げて見せる。

　指輪を確認した胡桃の表情が一変した。目を限界まで見開き、指輪を凝視し、顔を歪めてぶるぶると震え出す。顔を真っ赤にし、唇を噛むさまは、本当に鬼のようだった。

　綺麗な顔をしているだけに、迫力のある表情だった。

「信じられない！　私がいない間に浮気するなんて！」

　──どの口が言っているんだ。

　悠馬は呆れた表情を隠しもせずに、「好きに思えばいい。お前との関係は終わっている。もう俺に付き纏うな」と、胡桃を拒絶する。

「悠馬！」

　胡桃が地団駄を踏む。まるでお気に入りのおもちゃを取られた子どものよう行動に、悠馬は自分の女を見る目のなさを実感する。

　──胡桃が可愛いと思っていた頃の俺の目は、腐っていたな。

　そう思いながら、素早い動きで車のドアを開けて、乗り込む。

　それに気づいた胡桃が、悠馬に追いすがろうとしたが、構わずに車を発進させた。

　胡桃が何かを叫んでいるが、悠馬はそれを無視した。





　☆






　自宅の最寄駅の駐車場に車を停め、悠馬は足早に駅構内の蘭との待ち合わせ場所に向かった。

　帰宅ラッシュで多くの人が行きかう中、いくつもの紙袋を手に通行の邪魔にならないように壁際で佇む蘭をすぐに見つけた。どんな人混みの中だろうと、悠馬は蘭を見つける自信があった。

　蘭のいる場所だけ、まるでスポットライトが当たっているように、見えるのだ。

「蘭さん！」

　呼びかければ、蘭がハッとしたように顔を上げた。悠馬を認めた蘭の表情が柔らかに綻んだ。その笑みを見た悠馬は、一気に最後の距離を詰める。

「すみません！　遅くなりました！」

「大丈夫だよ。でも、迎えに来てくれて助かったー」

　蘭は手にしていた紙袋を掲げると、ホッとしたような表情をみせた。大きな紙袋からはアレンジフラワーが覗いている。

「今日、職場に行ったら結婚祝いに、いろいろと貰って、どうしようかと思ってたの。お鍋とかもあるの」

　結婚祝いの定番ブランドのホーロー製の鍋のショッパーまであった。

「これは重かったですね」

　悠馬はすぐさま蘭の手から荷物を受け取った。

「ありがとう」

　ふわりと笑って礼を言う蘭を見ていたら、我慢できなくなった。

「え？　ちょっと？　悠馬!?」

　悠馬はここがどこかも忘れて、伸し掛かるように抱き着いてしまった。蘭が驚きの声を上げる。その柔らかな体を抱きしめると、胡桃の毒気に当てられた心が癒される気がした。

　鼻腔に蘭が愛用する香水の淡い匂いが届いた。瑞々しい果物の香りを深く吸い込む。

「悠馬！　ここ駅！　人前！」

　焦る蘭が可愛らしくて、悠馬は我慢できずに、素早くキスをする。途端に、蘭の顔が真っ赤に染まった。

「悠馬！」

　抗議の声と共に、肩を叩かれた。

「蘭さん、痛い」

「自業自得でしょ！　いきなり、なんなの！」

「え？　ただいまのチュー？」

「バカ！　ここは駅！　家じゃない！」

　怒った蘭が悠馬の腕の中から抜け出して、逃げていく。後ろから見る蘭の耳朶が真っ赤に染まっていた。

「あ、蘭さん！　待って！」

　悠馬は笑いながら、蘭の後を追いかける。

　──こんな風に心が浮き立つのは、蘭さんしかいない。俺たちの出会いは、絶対に運命だった。

　改めて、蘭に出会えたことが奇跡に思えて、悠馬はその幸せを嚙み締めた──







４．猛獣夫との新婚生活は波乱万丈？








　昼休みになり、スマートフォンを取り出した蘭は、メッセージが届いていることに気づく。

『今、蘭ちゃんの会社の傍の取引先にいるから、時間が合うならランチを一緒にしない？』

　それは悠馬の母親の絵え美み里りからのメッセージだった。時間を確認するとメッセージが来たのは、五分程前だった。

『今、お昼休憩に入りました。どちらにいますか？』

　すぐに返信すれば、『駅前のお店で珈琲を飲んでるわ』というメッセージと共に、ランチが美味しいと有名なカフェの名前が一緒に送られてきた。

『今から行くので、十分程、待っててください』

　蘭のメッセージに、絵美里から了解とうさぎのスタンプが送られてくる。

　絵美里を待たせないように、蘭は外出するために、手早く荷物を纏めて、会社を出た。

　ランチを求めて、近隣の会社の社員たちが、一斉に動き出していた。

　その人混みの中を縫って、蘭は絵美里が待つカフェに辿り着く。ランタンの椅子や大きな葉の観葉植物で彩られた店内は、南国の雰囲気を味わえるアジアンテイストの造りだった。

「いらっしゃいませ！　申し訳ありません。今、満席なので、そちらにお名前を書いてお待ちください」

　店に入るとレジカウンターにいる店員にそう声を掛けられた。

「すみません。待ち合わせなんです」

「蘭ちゃん！」

　蘭が店員と話していると、窓際の席に座っていた絵美里がすぐに気づいて、手を振って合図してくれた。蘭はレジカウンターにいる店員に会釈をして、絵美里の元に足早に向かった。

「すみません。お義母さん。お待たせしました」

「大丈夫。こっちこそ急に呼び出して悪かったわね。座って」

　絵美里に促されるまま、蘭は彼女の向かいの席に座った。

　対面する絵美里は、さすが悠馬の実の母親だけあって、迫力のある美女だった。

　──本当に悠馬にそっくり。

　見合いの時も思ったが、三十歳近い息子がいるようには、とても見えない。悠馬の姉だと言っても通じてしまうほどに、年齢を感じさせない美しさを保っていた。

　外資系企業の営業部長で、バリバリのキャリアウーマン。ざっくばらんな性格で、人との距離感をとるのがうまいため、蘭も付き合いやすかった。

「急にごめんね。取引先と打ち合わせが終わった後に、そう言えば、蘭ちゃんの会社はこの辺だったなって、思い出したのよ。せっかくなら可愛いお嫁さんとランチでもしたいなって思って。大丈夫だった？　無理してない？」

「大丈夫です。ここのランチ、美味しいから、誘ってもらえてラッキーでした」

「それならよかったわ。じゃあ、先に注文しちゃお？　話はご飯を食べながらゆっくりしたいわ」

　ちょうど、店員が蘭の分の水とメニューを持ってくる。

「私はこの日替わりランチセットのエビのトマトクリームパスタにしようかな」

「じゃあ、私はガパオライスにします」

　注文を済ませると、絵美里が真面目な顔をした。

「元気そうでよかったわ。うちの暴走列車みたいな息子とはうまくやれてる？　あの子、ちゃんと優しくしてくれてる？」

　──暴走列車……。

　悠馬の顔を思い浮かべて、蘭は思わず笑ってしまう。母親のならではの、ピッタリな表現に思えたのだ。

「悠馬さんはとっても優しいです。大切にしてもらってます」

　蘭が悠馬と暮らしはじめて、そろそろ一カ月が経とうとしていた。生活習慣の違いで戸惑うこともあるが、そこは二人で出来るだけ話し合って、すり合わせている。出会って半年の二人にしては、概ね順調な新婚生活と言っていいだろう。

　ただそれとは別に、蘭には少し気になっていることがあった。

　──ここ二週間くらい、帰って来た時に、すごい疲れた顔をしてるんだよなー。

　仕事の方で、何かトラブルがあったのか、たまに苛立って尖った雰囲気を纏わせたまま帰ってくるのだ。ただ、蘭の顔を見ると、ホッと安堵に似たため息を吐いて、抱きしめてくる。やけに独特な甘ったるい匂いを纏いつかせたまま──

　──まあ、それは、お義母さんに、言うことじゃないかな。

「そう？　よかったわ。お見合いからこっちあんなに猪突猛進に突き進むあの子を見たことなかったから、心配だったのよね。正明君が言う通りに、本当に赤い布を見た闘牛みたいなんだもの」

　絵美里はそこで一度言葉を切ると、悪戯っ子のような笑みを浮かべた。

「まあ、でも、蘭ちゃんなら、あの子が暴走しても、実力行使で止めてくれるかなとは思ってる。頑丈に産んだ自信はあるから、あの子が暴走するようなら、遠慮なく投げ飛ばしてね」

　絵美里の言葉に、蘭は顔を赤くして、体を小さくする。

「あの時は本当にすみませんでした」

　見合いの席でのことを蘭が謝罪すると、絵美里は声を立てて笑い出した。

「あはは！　責めてるわけじゃないのよ！　むしろそれぐらい逞しい方が、私は安心だわ。うちのお嫁さんが強くて、可愛い子で嬉しいのよ」

　その言葉が本心であるとわかるような、柔らかな眼差しが向けられる。

「色々と欠点もある息子だけど、蘭ちゃんのことは本当に好きだと思うの。だから、これからもあの子のことをよろしくお願いします。もし何か問題を起こしたら、製造責任者として、きちんと、対処するわ。今日はそれを伝えたかったのよ」

　そう言う絵美里は優しい母親の顔をしていた。蘭の胸に温かいものが満ちて、蘭は頭を下げた。

「こちらこそふつつかな嫁ですが、末永くよろしくお願いいたします」

　顔を上げると絵美里と目が合って、二人は同時に笑い出す。

　話に区切りがついたタイミングで、注文していた料理が届いた。

「あら、美味しそう！　冷めないうちに頂きましょう」

　二人はそれぞれにランチを堪能し、他愛ないおしゃべりを楽しんだ。

「今日はごちそうさまでした」

　店を出たところで、ランチを奢ってくれた絵美里に、礼を言う。

「どういたしまして。私も楽しかったわ。また今度、誘っていい？」

「もちろんです」

　まだ休憩時間の終わりまで余裕がある。駅まで戻ると言う絵美里を、改札まで送ることにして、二人は一緒に駅に向かって歩き出す。

「あの、すみません」

　二人で並んで歩いていると、不意に女性に声を掛けられて、蘭たちは足を止めた。

「はい？」

　道でも尋ねられるのかと思った。この辺のオフィス街は、似たような建物が多く、道に迷いやすい。蘭はたまに道を尋ねられることがあった。

　──綺麗な人だな。

　ミルクティー色に染めた髪に、グレージュカラーのインナーカラーを入れたその女性は、小さく華奢で、守ってあげたくなるような雰囲気を持っていた。

「あなたが三石蘭さん？」

「え？　そうですけど……」

　旧姓で名前を確認されて、蘭は驚く。

　──誰？　こんな美人の知り合いはいないはずなんだけど……。

　蘭の返事に、目の前に立った女性は、蘭のことを頭の上から爪先までを眺めおろした。品定めするような不躾な視線に、蘭は戸惑う。

「本当に信じられない。何でこんなのが……」

　ぼそっと目の前の彼女が何かを呟いた後に、勝ち誇ったような笑みを浮かべた。

　にこりと笑うさまは本当に美しいと思ったが、蘭に向けられる眼差しは、こちらを見下しているように感じられた。絵美里が眼差しだけで、『知り合い？』と尋ねてきたのに、蘭は首を傾げることで答える。

「初めまして、前原胡桃です」

　彼女の言葉にやはり初対面の人かと思う。同時に、何故彼女が蘭のことを知っているのか疑問に思った。

　──ん？　この甘い匂いって……。

　胡桃の方から風に乗って香ってくる独特の甘さを孕んだ匂いに、蘭は眉を寄せる。

　この独特な甘ったるい香りには覚えがあった。悠馬が疲れて、尖った雰囲気を纏わせて帰って来た時に、仄かに香ってくるものと同じに思えた。

「お時間もないでしょうから、単刀直入に言いますね」

　にこりと笑った胡桃が、挑発的な眼差しを蘭に向けてくる。

「悠馬を返してください」

「は？」

　一瞬、彼女が何を言い出したのか理解できずに、蘭は思わず間抜けな声を出す。

「私と悠馬は愛し合ってます」

　思わぬ言葉に、蘭は目を瞬かせる。胡桃はその綺麗な瞳に、涙を滲ませた。

　──これってあれかな？　よく少女漫画とかで見るやつ──

「悠馬とは一年前まで、付き合ってました。お互いの両親にも紹介済みで、結婚も真剣に考えていました。けど……」

「え？　知らない。会ったことないけど？」

　胡桃の言葉に、絵美里がぼそりと横で呟く。ちらりと絵美里の方に視線を向ければ、怪訝な顔で胡桃の顔を見ていた。

　何かを言いかける絵美里を、蘭は目線だけで制する。胡桃が何を言うのか興味があった。

　──最近の悠馬が、疲れてるのはきっとこの子が原因だろうな。

　最近、疲れた顔をする夫に何が起きているのか、知りたかった。

　胡桃がどんな話をしたところで、蘭は悠馬の浮気や心変わりを疑うつもりはなかった。

　──まあ、疑う余地がないんだけどね……。

　悠馬が蘭に向けてくる愛情は日々、その濃さを増し、大きくなってきている。

　真っ直ぐに注がれる愛情の中に、蘭への疚しさや罪悪感があるとは思えない。

「小さな誤解がもとで別れて、ずっと後悔してました。やっぱりもう一度、悠馬とやり直したいんです！　悠馬も私と別れたショックで、あなたと結婚してしまったって……勢いで結婚して、後悔しているって……でも、籍を入れて一カ月で離婚するのは世間体も悪いし、あなたに申し訳ないって踏み切れないんです。だから、だから、悠馬を解放してあげてください。私に悠馬を返してください！」

　涙ながらに訴える胡桃の様子は、真に迫っていた。知らない人が見たら、胡桃の話を信じてしまいそうだ。絵美里が一歩前に出て、胡桃に何かを言いかける。蘭はその手を掴んで制すると、一つ大きく息を吐いた。蘭は胡桃の目を真っ直ぐ見つめて、微笑む。

「お断りします」

　そして、きっぱりと胡桃の要求を拒否した。蘭の返事に、胡桃が驚きにその瞳を見開いた。

　──そもそもそんな話を何故信じると思った。もし、真実であっても、簡単に頷くわけないじゃない。

　蘭は若干呆れながら、胡桃の反応を見ていた。

「え？　私の話を聞いてました？」

　怪訝そうな顔で問うてくる胡桃に、蘭は内心で呆れたため息を吐く。

「はい。聞いてましたよ。でも、そういう話は、あなたとではなくて悠馬とします。これは夫婦の問題ですから」

　蘭の落ち着いた態度に、隣で絵美里が面白いものを見たという顔で笑う。

「だから、悠馬が言えないから、私がこうして話に来たんです！」

　途端に、それまでの泣き顔が嘘のように、胡桃の表情が一変する。蘭を睨みつけてくる表情は、美人なだけに迫力があった。

　──やっぱりウソ泣きか。

　妙に冷静に胡桃の表情を観察していた蘭は、落ち着いた態度で微笑を浮かべる。

「たとえそうであっても、真実かどうかはわからないあなたの話ではなく、私は悠馬の口から真実を聞きます。お話はそれからにしましょう。仕事があるので、失礼しますね」

　何かを言いかける胡桃を置いて、蘭は絵美里を促して、歩き出す。

「ちょっと！　まだ、話は終わってないわ！」

　胡桃が蘭の手を掴もうとするのを、横にいる絵美里が制した。

「初めましてお嬢さん」

「は？　何？　誰？」

「悠馬の母親よ」

　絵美里の自己紹介に、胡桃が驚いたように、まじまじと絵美里の顔を見る。嘘だと言うには、悠馬と絵美里はそっくりだった。

「うちのバカ息子から、あなたの話を聞いたことも、紹介されたこともないわよ」

「え……あの……」

「嘘をつくならもうちょっと上手につきなさい」

　にこりと微笑んだ絵美里の迫力に、押されたように胡桃が一歩引く。その隙を逃さないように絵美里が蘭の腕をとって、足早に駅に向かって歩きだした。

　胡桃は追いかけてこなかった。駅の改札の前まで辿り着いて、胡桃が追いかけてこないことを確認した絵美里が、蘭の手を離す。

　そして、おかしくてたまらないといった顔で、笑い出した。

「いやー蘭ちゃんすごいね！　あの状況で、お断りしますって言えるのカッコいいわ!!」

　涙まで浮かべて笑い出した絵美里に、蘭は力なく笑い返す。

「いや、だって、その……悠馬の気持ちを疑う要素がなくて……」

　蘭の返事に、絵美里はさらに爆笑し始める。美女が涙を流してまで笑う様に、人々の視線が集まる。絵美里は気にした様子もなく、目じりに滲んだ涙を、指先で拭った。

「……はー笑ったわ。本当にうまくやっているのね」

　蘭の返事に、絵美里がホッとしたように、笑いを収める。

「ものすごく安心したわ。この先も、あのバカ息子のことをよろしくね。何か問題が起こったら、いつでも相談に乗るわ」

　軽やかにそれだけを言って、絵美里は改札を抜けていった。その後姿を見送って、蘭は大きく息を吐く。

「さて、今晩はうちの旦那様とじっくりと話をしないとね」

　そう決意して、蘭はスマートフォンを鞄から取り出した。悠馬に素早く、メッセージを送る。

『今晩、大事な話があるので、早く帰ってきてね♡』





　☆






　仕事を終えた蘭が帰宅した時、悠馬はまだ帰ってきてはいなかった。

　蘭は部屋着に着替えて、夕飯の準備に取り掛かる。とはいっても、ハウスキーパーの北原さんが作り置きしてくれた総菜があり、料理の下ごしらえも済ませてくれているので、それを温めたり、火を通すだけだったりするから、さほど手間でもない。

　ご飯はタイマーがセットされていて、もうすぐ炊き上がるところだった。今日は蘭のリクエストでアジの南蛮漬けと揚げ出し豆腐、サラダが用意されており、あとは温めるだけで済むように、冷蔵庫に入っている。

　蘭はそれに味噌汁と卵焼きが食べたくなって、冷蔵庫から材料を取り出した。

　料理がほぼ出来上がった頃に、「ただいま」と玄関の方から悠馬の声が聞こえてきた。

「おかえりーいいタイミング。ちょうど夕飯できたよ」

　玄関まで出迎えに行くと、悠馬がひどく疲れた顔をして、靴を脱いでいた。

「疲れてるね。大丈夫？」

「ものすごく疲れてます。蘭さん甘やかしてください」

　がばりと抱き着かれて、その大きな背中をぽんぽんとなだめるように叩く。

　蘭の体をぎゅっと抱きしめて、悠馬が「ふーー」と大きなため息を吐き出した。

「癒される」

「それはよかった」

　悠馬が蘭の首筋に顔を埋め、蘭の匂いを確認している。動物めいた仕草に、くすぐったさを感じるが、蘭は悠馬の好きにさせていた。

　こういう時は満足するまで放っておくに限る。そのうち、勝手に落ち着くと、短い結婚生活の間で学んでいた。

　──前原さんの香水の匂いはしないけど、やっぱり仕事で何かあったのかなー。

　好きなだけ蘭を堪能した悠馬が、顔を上げた。

「そうだ。蘭さん、大事な話って何ですか？」

　悠馬の言葉に蘭はにこりと笑う。

「お腹減ってるから、それはご飯の後に話すわ。とりあえず、着替えて、手洗いとうがいしてきて。私はその間に、夕飯の準備しておくよ」

「わかりました」

　素直に頷いた悠馬が、洗面所の方に向かうのを見送って、蘭はキッチンに戻った。

　準備していた夕食をテーブルに並べる。用意ができたところで、着替えを済ませた悠馬が、やってきた。

「あ、今日は南蛮漬けですか？　暑くなってきてるから、いいですね」

「そう。さっぱりしたものが食べたくて、北原さんにリクエストしたの」

「なるほど。あ、蘭さん。今日は飲みますか？　スパークリングの日本酒とかどうですか？」

　キッチンに入ってきた悠馬の問いに蘭は頷く。

「あ、いいね。飲みたい！」

「了解。じゃあ、用意しますね」

　悠馬が食器棚からグラスを二つ出し、冷蔵庫からスパークリングの日本酒を出してきた。

　食事の用意が整って、二人は食卓テーブルに座った。

「いただきます」

　二人揃って、頭を下げて、食事を始める。

「うーん。北原さんはやっぱり料理上手！　南蛮漬け美味しいー！」

　リクエストしていたアジの南蛮漬けに、真っ先に箸をつけた蘭は、その美味しさに思わず感嘆の声を上げる。そんな蘭を見つめて、悠馬は柔らかな微笑みを浮かべ頷いた。

「本当に美味いですよね」

「やっぱり今度、北原さんに料理習おうかな」

　一人暮らしが長かったから、蘭もそれなりに料理もするが、やはりプロの腕はさすがだと感心することが多い。せっかく身近にいい先生になってくれそうな人材がいるのだし、料理を習うのもいいかもしれないと、最近思い始めている。

「ああ、じゃあ、俺も一緒に習いたいな」

「悠馬も？」

「せっかくなら、二人で習った方が楽しくないですか？」

　悠馬の提案を、想像してみると、確かに楽しそうだとは思った。

　──でも、悠馬だからなー。

　最近は、この夫の思考パターンが、だいぶ読めるようになってきた。

「で？　その本意は？」

　蘭の問いに悠馬がばれたかと言う風に、肩を竦める。

「蘭さんが、北原さんとだけ仲良くなるのは面白くありません！」

　きっぱりと宣言されて、蘭は呆れた笑いを漏らす。

「まあ、二人で楽しめるのって大事だよね。今度、北原さんに料理を習えるか、聞いてみようか」

「そうですね」

　食事をしながら、今日あった出来事など、他愛のない話をする。こんな風に悠馬と過ごす時間が、蘭は好きだった。

　夕食の片づけは、悠馬がしてくれた。蘭はソファに座り、テレビを見るとはなしに見ていた。悠馬が用意してくれたチョコをつまみに、スパークリング日本酒を飲む。

　──んー美味しいー。

「洗い物、終わりました」

「ありがとう」

「いいえ。夕食の準備は蘭さんがしてくれたので、これくらいは当たり前です」

　悠馬が蘭の横に座った。蘭は悠馬のために、グラスに日本酒を注いで渡す。受け取った悠馬が蘭の肩を抱き寄せた。蘭は悠馬の肩に自分の頭を持たせかけた。悠馬の指が蘭の黒髪を梳く。

「それで、蘭さん、話って何ですか？　実はメッセージをもらった時から、気になってたんですけど……」

　落ち着かない様子の悠馬を見上げて、蘭はにこりと微笑む。

「今日ね、悠馬のお義母さんとランチしたの」

「おふくろと？　何かご迷惑をおかけしたんですか？」

　悠馬が心配そうな顔になるのに、蘭は首を横に振る。

「うちの会社の近くの取引先に来たからって、ランチをご馳走になったの。美味しかったし、楽しかったよ」

「そうですか……それならよかった」

　悠馬がほっとした顔をする。だったら何が問題だ？　と言う表情で、悠馬がグラスに口を付けた。

「それでね、ランチの帰りにお義母さんと駅まで歩いてたら、前原胡桃さんって女の人に、声を掛けられたの」

　蘭の言葉に、悠馬が激しくむせた。

「ごほっ……！　なっ！　ら、蘭……さ……ん！」

　むせこみながらも、言葉にならない悲鳴を上げた。そんな夫の背を蘭は優しく撫でた。

「前原さんのお話だと、悠馬は私と離婚して、前原さんとやり直したいってことらしいんだけど、それを相手の女性に言わせるのは卑怯者のすることじゃない？」

　蘭はさして表情を変えず穏やかなままそう言えば、その穏やかさこそに焦ったのか、悠馬が手にしていたグラスをテーブルに置き、慌てた様に蘭の手を掴んで、必死な顔で否定する。

「な！　違う！　それは絶対に違う！　誤解です！」

「うん。それを含めて、お話し合いをしましょうか？」

　にこりと微笑んだ蘭に、何が怖かったのか、悠馬がごくりと息を呑んだ。

「えーと、蘭さん、怒ってますか？」

　悠馬が恐る恐ると言った顔で、問いかけてくる。

　──怒ってる？　怒ってるのかな？　私？

　悠馬に問われて、蘭は首を傾げる。そんなつもりはなかったが、どうやら自分はかなり怒っているらしいと、この時になってようやく自覚する。

　胡桃との間に何があったのか知らないが、知らない匂いを纏い、疲れて尖った顔をする悠馬のことが、心配だったのだ。それでもこれまでは、仕事の事かと思い、余計な口出しをしてこなかったが、原因が胡桃とのトラブルだと言うのなら、もう黙っている必要はない。

「そっか。私。怒ってるんだ」

　納得したように頷くと、悠馬の顔が悲壮なものへと変わった。

「蘭さん！　あの、胡桃の言ったことは、全部嘘です！」

　叫ぶようにそう言う悠馬に、蘭は再びにこりと笑みを見せた。

「うん。だから、それを含めて、お話し合いをしようか。悠馬？」

　蘭がそう答えた瞬間、何故か悠馬が床に正座した。

　そうして、蘭は悠馬から胡桃についての事情を聞かされた。

「じゃあ、一年前まで、前原さんと付き合ってたのは本当なんだ。それで？　最近では復縁を迫ってきて、ストーカーじみた行動にも出ている上に、お店にも被害が出ていると」

「はい。でも、胡桃とよりを戻すつもりは、断じてありません！」

　蘭の確認に悠馬は神妙な顔をして頷いたが、すぐさま胡桃との復縁を否定した。

「ふーん」

　蘭は床に正座する悠馬の顔を、黙って見下ろした。正直に話をしてくれたのには、ホッとしている。けれど、心情としては複雑で、蘭は微妙な顔にならざるを得なかった。

「蘭さん？」

　悠馬が恐々と蘭の名前を呼ぶ。蘭は深いため息を吐いた。悠馬の肩がびくりと跳ねた。

「……怒ってますか？」

「というか、ちょっと呆れてる。よくそんな経験をしていて、一目惚れで私と結婚しようと思ったなって……悠馬って案外ギャンブラーだよね」

「そんなことはありません！　蘭さんは胡桃とは違います！　結婚するならこの人だって、一目見て、そう確信しました！」

　──また、始まった。悠馬の運命論……。

　勢いで抱き着いてこようとする夫を、蘭は手を前に出して制した。

「事情はわかった。それで？　悠馬はどうするつもりだったのかしら？　このまま黙って一人で解決するつもりだったの？」

　じっと悠馬の顔を見ての質問に、悠馬は思わずと言ったように蘭から視線を逸らした。

「……蘭さんに心配をかけたくありませんでした」

「ふーん？　もし、事情を知らないまま前原さんの言葉を私が信じたらどうなってたと思う？」

　蘭の問いに、悠馬はその状況を想像したのか、顔色が見る見る間に青くなっていく。

　恋愛漫画や小説ではよくあるパターンだ。平凡な女性のイケメンの彼氏（もしくは夫）を好きだと現れる美しい恋敵。そこで、引いてしまう彼女をヒーローが追いかけるのは、王道だろう。

　ただ、蘭の性格的に、それで『やっぱり私なんて彼に相応しくない』と引いてあげるほど、優しくも、繊細でもない。

　──一体、何を想像しているのやら。

　蘭は苦笑して、悠馬の額を爪先で弾く。

「わかった？　私がもう少し気が弱かったり、お義母さんが一緒にいてくれない状況だったりしたら、今頃実家に逃げ帰っていたかもよ？」

「……ごめんなさい」

「反省したら、次からはちゃんと話をして。隠し事は好きじゃない」

「蘭さん！　好きです！」

　突然叫んだ悠馬に抱きつかれた。

「え、ちょっと！　悠馬!?」

　そのままソファに押し倒されて、蘭は驚きの声を上げる。

「蘭さん、ごめんなさい」

　鼻先を擦りつけて、ギューギューに抱き着いてきたまま謝る悠馬を、蘭はため息ひとつで受け入れる。癖のある髪を優しく梳けば、首筋に吸い付かれた。

「悠馬？　見えるところに痕付けないでよ?!」

　顔中に音を立ててキスをされた。先ほどのまでの反省に態度はどこに行った？　と思うが、蘭は悠馬の手を拒まなかった。

　だからこそ悠馬は勢いづいたのか、じゃれるように藻掻く体をひと際強く抱きしめた後に、耳朶に熱を孕んだ囁きを落とされた。

「今日は金曜日です」

「だから？」

「あなたが腕の中にちゃんといるってことを、確認したいです」

　──本当に何を想像したのやら……。

　蘭が離れていく未来でも想像したのだろうか──縋る強さで抱き着いてくる年下の夫の背を蘭は抱きしめる。

　──私はここにいる。ここが私の居場所。だから、あの人に譲る気はない。

　そう強く思う。誰かにこの腕を、奪われる未来なんて欠片も想像したくない。

　悠馬の情熱と勢いに引きずられるように始まった関係だ。けれど、いつの間にか、この年下の夫を好きになっていた。

「今日は暑かったら、汗かいてるし、先にお風呂に入りたい」

「蘭さんは汗もいい匂いです」

「バカ……」

　罵る言葉すら嬉しいと言った顔で、キスをした。

　触れ合わせた唇から甘い吐息が零れて落ちて、キスに夢中になる。

　すぐに絡み合わされた舌が、キスを深くする。互いの舌を深く絡ませ、歯列をなぞる。

　淡い快感が、蘭の背筋を滑り落ちて行った。

　飲み込み切れない二人分の唾液が、顎を伝って落ちていく。それを追って、顎を舐める仕草がやけに、生々しくて、蘭の情欲を煽った。

「うん。やっぱりお風呂に入りましょうか」

　悠馬がスマートフォンに手を伸ばして、アプリを起動し、遠隔操作でお風呂を入れた。

「お湯が溜まるまで、イチャイチャしたい」

　そう言いながら、悠馬が蘭の胸に顔を埋めた。深く大きなため息を吐き出す悠馬に、蘭は苦笑する。

「好きだよね。私の胸」

「大好きです！」

「そうですか」

　──なんか本当にこういうところは、犬みたいだな……。

　胸元に頬をすりすりと擦りつける夫に、蘭は若干複雑な想いを抱く。

「柔らかくて大きいし、触ってるだけで幸せになります！　できれば俺のナニを挟んで欲しい！」

　先ほどまでの殊勝な態度はどこへやら、いきなり欲望に忠実になった夫の言葉に、蘭は思わずその秀麗な額にチョップを食らわせた。

「痛い！　っ蘭さん！」

　情けない声を上げる夫を、蘭はジト目で睨みつける。

「反省が足りないみたいだね？」

「そんなことはありません。これは男のロマンです！」

「何が男のロマンだ！」

　悠馬が望んでいることが何なのかはさすがに、理解している。

　いい年して、処女ではあったが、ヲタク歴の長い蘭は、それなりに耳年増で、エロ系のそういう知識だけは、豊富だったりする。

「ダメですか？」

　──本当にこういう時だけ、ずるいな！

　まるで叱られた子犬のような顔をする悠馬に、一瞬だけイラっとする。

「何をしたいのかはわかるけど、そもそもやりかたしらないもの」

　それでも、こんなこと言ってしまう自分はきっと、どうしようもなく目の前の夫に弱い。

　恥ずかしさにプイっと顔をそらす蘭に、「じゃあ、俺が教えます！」と悠馬が言い放った。

　呆れながらも蘭は悠馬の好きにさせた。部屋着にしているワンピースを脱がされ、ナイトブラも取られる。重量感をもってふるりとゆれる乳房に、悠馬の目じりが下がる。

　蘭をソファの上に押し倒した悠馬は無言で、自分のボトムを下した。

　すでに起ち上がりかけているものを取り出し、蘭の手に握らせた。

　たったそれだけで、手の中のものは大きく硬くなる。

　──本当にいつみてもでかいな。よくこんなものが……。

　悠馬のものを手で擦りあげながら、蘭は自分の下腹部がかすかに疼くのを感じた。

　毎度思うが、本当に規格サイズが自分の体と合っていない。でも、すでにこれが自分を気持ちよくさせてくれるものだと、体は理解している。

　先走りに濡れ始めたそれを蘭の手から取り戻した悠馬が、十分に硬くなっていることを自分の手で確認し、蘭の胸元に跨った。

「蘭さん、手で胸を寄せてください」

　悠馬に言われるまま、蘭は胸元を寄せる。できた谷間に、悠馬が欲望を差し込んだ。

　熱い肉棒が蘭の胸の狭間で、先走りで溢れた蜜を潤滑剤にして、ずりずりと動き始める。

　自分の胸の谷間から、先端が突き出て、引っ込むが繰り返される。視覚的にエロいのに、何とも間抜けな様子に、蘭は複雑な気分に陥った。

　──ここで正気に返ったら負けだ……。

　蘭は自分に言い聞かせる。

「蘭さん、もっと胸を動かせますか？」

　荒い息を吐く男に言われるまま、蘭は自分の胸元を動かす。むにゅむにゅと自分の胸を揉むように動かすと、胸元の欲望がびくびくと跳ねるように蠢いた。

　悠馬の顔どころか全身が、興奮で赤く染まっている。

「これ、気持ちいの？」

　思わず尋ねれば、「最高です！」と返事が返ってくる。

「柔らかいし、気持ちいい！　そして、蘭さんがエロ可愛いです！」

　興奮した口調の悠馬に、蘭の胎の奥が疼き出す。いつも悠馬の手管に翻弄されるばかりだが、今なら自分もこの男を悦ばせることが出来る。

　蘭は耳年増な知識を総動員して、首を持ち上げると飛び出してきた悠馬の先端に、舌を伸ばして亀頭をねっとりと舐め上げた。

「蘭さん?!」

　悠馬が驚きの声を上げる。蘭は乳房を動かしながら、先端の丸みを口に含んで、強弱をつけて刺激する。慣れない姿勢に窮屈さを感じるが、我慢できないほどではない。

　そのまま蘭は悠馬のものを、口で愛撫する。唾液を溜めた舌を絡めて、胸の谷間で男のものを扱く。

「あ、あ、蘭さん！」

　切羽詰まった悠馬の声に、終わりが近いことを感じ、蘭の舌使いに熱が入る。

　派手な音を立てて、舐めしゃぶると、ものすごい力で引き剥がされた。

　同時に、蘭の胸から腹に悠馬の飛沫が掛けられる。どろりと熱い感触に、蘭は目を丸くする。ムッとするほどの雄の匂いが鼻腔に届く。

「危なかった」

　悠馬がほっとしたように呟いて、シャツを脱いで、蘭の体を濡らしたものを拭いてくれた。

「別に口に出してもよかったのに……」

　蘭の呟きに、悠馬がカッと目を見開く。

「それは後で……後でしてください！　さっきの態勢だと蘭さんが窒息してましたよ」

　悠馬の言葉に蘭は、なるほどと納得する。

　ちょうど、悠馬のスマートフォンに、入浴の準備が出来たと知らせる通知が届く。

「続きはお風呂場でしましょう」

　悠馬が軽々と蘭を抱き上げた。そのまま二人は、汚れた体を綺麗にするために風呂場に向かった──

　風呂場まで運ばれて、脱衣所を兼用している洗面所に降ろされる。

「蘭さん、先に入っててください。俺はちょっと先に居間を片付けてくる」

「はーい」

　よい子の返事をした蘭は、下着だけを脱いで、先に風呂場に入った。沸きあがったばかりの風呂が湯気を立てている。事後に何度か一緒に入浴したことがある浴槽は、悠馬が足を伸ばしても、ゆったりと入れるように拘って作られたもので、二人で入っても窮屈さを感じたことはない。

　蘭はシャワーコックを捻って、お湯を出す。掌でお湯を受け止めて、温度を確認する。丁度いい湯温になったところで体、特に胸元を中心に、湯をかけ流す。

　背後で、風呂場のドアを開ける音がして、悠馬が入って来た。背後から抱きしめられた。

　先ほど一度、射精したはずなのに、既に硬くなっているものが、背中に触れた。

　胸が悠馬の両手に下から包むように、掴まれる。夫の手の中で、蘭の乳房がたゆんと揺れる。その感触を楽しむように、乳房が揺らされる。

「……ん」

　蘭はのけ反り、背後にある悠馬の肩に、後頭部を押し付ける。耳朶に吸い付かれて、蘭は背筋を震わせる。

「お風呂場でするの？」

「嫌ですか？」

　耳朶を口に含んだままの悠馬の返答に、蘭はくすぐったさに、首を竦めた。

「んー？」

　返事に迷いながら、蘭はくるりと体の向きを変えて、悠馬と向き合う。指を伸ばして、既に臨戦態勢になっている悠馬のものを掴む。蘭の手の中で、びくりと跳ねたそれが、さらにその質量を増す。丸みを帯びた先端部分を、親指の腹でやわやわと擦り上げると、悠馬が息をつめた。眼差しで、もっととねだる夫の顔を見上げて、蘭は行為を続ける。

「のぼせたら嫌だなって」

「大丈夫です。蘭さんが動けなくなったら、俺が世話をします！」

　そういう問題じゃないと思いながら、蘭は息を乱す夫を見上げて、しゃがみこむ。膝立ちになって、逞しく成長したそれに舌を這わせる。

「はっ……」

　頭上で悠馬が息を呑む。上目遣いで、悠馬の様子を確認しながら、ゆっくりと口腔の中に迎え入れる。

「う、お……」

　珍しく悠馬が声を上げた。気を付けたつもりだが、歯が当たったのかと、蘭は口に含んだものを離そうとした。だが、それよりも早く、悠馬の手が後頭部に回され、ぐいっと押された。喉奥を突かれて、えずきそうになる。

「……そのまま、そのまま続けてください！　ビジュアルがやばい」

　興奮に顔を赤く染める夫の言葉に、蘭は呆れた眼差しを向ける。けれど、行為は中断することなく、小さな舌で鈴口を突き、重くなった付け根の膨らみを手のひらに包んで、優しく揉む。体を重ねるようになってから、悠馬に教え込まれた、彼の好きな方法で、口淫を続ける。

　悠馬の形を辿るように舐め、剥き出しになった先端部分を舌の先で弾く。

　悠馬の息がどんどん荒くなっていく。見下ろしてくる眼差しも、欲情に鋭くなっている。

　壮絶な色気を纏う夫に、蘭の体の奥が切なく疼く。

「蘭さん！」

　悠馬が切羽詰まったような声を上げる。悠馬の両手が蘭の頭を押さえつける。ゆっくりと腰を使い出した。奥まで突き入れられて、呼吸が苦しくなる。飲み込み切れなかった唾液が、口端からたれ流れる。顎が疲れてだるい。

　蘭は眉間に皺を寄せて、それに耐える。

「ああ……蘭さん……ごめんね……苦しいね」

　そう言いながらも、快楽には逆らえないのか、悠馬の動きが止まることはない。

　蘭は悠馬の引き締まった脚に手をかけてしがみ付き、口をすぼめて悠馬のものに吸い付く。

「あ、ああ……出る。蘭さん、出る！」

「ん、んん！」

　口の中で、膨らみ跳ねるものに、蘭は懸命に吸い付いて、射精を促す。

　低い唸り声を上げた悠馬のものから熱い迸りが、蘭の口の中に放たれる。

　どろりと青臭い味が口の中に広がって、蘭はむせこむ。悠馬が焦ったように、自身を引き抜き、屈みこみ蘭の顔を覗き込んでくる。蘭は口の中のものを、吐き出さないように手で、口元を覆った。

「蘭さん！　無理しないで！　ぺってしていい。出していい」

「……んぅ」

　蘭は眉間に皺を寄せ、顔を顰めながら、口の中のものを飲み下す。蘭の喉が動いたのを見て、悠馬が目を剥いた。

「……美味しくない」

「当たり前です！　何で飲んだんですか!?」

　思わず漏れたひどい感想に、悠馬が蘭の肩をがっしりと掴んで、質問してくる。

　口淫は何度かしたことがあるが、そう言えば飲めと言われたことはなかったなと、蘭は思う。

「……勢い？」

　小首を傾げながらの返答に、悠馬は脱力する。喜びたいのに、素直に喜んでいいのか測りかねたような、何とも言えない表情を浮かべている。

「無理しないでください！」

「さっきは口に出したいって言ったくせに……」

　風呂に入る前の会話を思い出して、唇を尖らせる蘭に、悠馬の眉尻が情けない形に下がる。

「でも、あんなものを飲めとは言ってません！」

「嫌だった？」

「とっても嬉しいです！」

　吠えるように欲望に忠実な言葉を返す夫に、蘭はにこりと笑う。素直でよろしいと、悠馬の頭をポンポンと撫でると、悠馬が深いため息を吐いた。

「とりあえず今すぐに、うがいしてください！」

　そう言った悠馬が風呂場を出て、洗面所から歯磨きコップを持ってくる。

　蘭は促されるままに、素直にうがいをした。一息つくと、悠馬が蘭の腕を引いて、立ち上がらせる。

「ねえ、蘭さん。もう疲れた？　のぼせそう？」

　今度は蘭さんの中に入りたいと、情欲を孕んだ声で囁かれ、蘭の腰が砕けそうになる。危なげなくそれを抱きとめた男に、蘭は「元気だなー」と思わず呟く。

「まだまだ若いので……」

　艶治な表情で笑う夫に、蘭は呆れた眼差しを向ける。ここでこの夫を甘やかさない方が、今後のためだと理性は囁く。けれど、体は目の前の夫を欲して疼いている。

「のぼせたら責任を取ってよね」

「喜んで」

　そう言った悠馬が、蘭の体を反転させて、壁に手を突かせる。背中を広く逞しい胸に包まれ、ぴったりと体を重ねたまま、項に唇が寄せられる。

「……んぅ」

　背後から下腹に回された男の指が、蘭の秘所に忍び込んでくる。夫への愛撫で、既にぬかるみ始めていたその場所に触れてくる。一度、二度、入り口の状態を確かめるように触れ、三度目に人差し指がゆっくりと差し入れられた。男の指を受け入れた蜜襞が、待ちわびた刺激に、うねり出す。

「もう濡れてる。俺の口でしながら、感じてた？」

　耳朶に吸い付きながらの問いに、蘭は羞恥に瞼を閉じる。

「……聞かないで……」

「可愛いな。蘭さん」

　ぬち、ぬち、と水音を立てながら、悠馬の指が蘭の秘所を寛げようと動く。

「ふ……ぅ……ん」

　乳房を掴まれ、快感に立ち上がっていた胸の頂を指の腹で撫でられる。摘ままれた後に、指の先で小刻みに弾かれる。

「あ、んぅ……」

　濡れた鳴き声を上げると、周囲の肉ごと乳首を指で挟んで捻られた。鋭い快楽が全身を貫いて、がくんと膝の力が抜け、崩れそうになる体を、強い腕が支えた。

　そのまま腰が引き寄せられて、尻のあわいに熱く硬いものが押し付けられた。

　期待に蘭の喉が鳴った。ぐっと腰を前に突き出した悠馬が、蘭の秘所に潜り込んでくる。圧倒的な質量を持つものが、体の中を割り開く感覚に、蘭の全身の肌が粟立つ。

　ゆっくりと動くそれに、堪らずに蘭は自分から腰を揺すって、夫を受け入れる。

「んーっ、ん、はぁ……」

「すごい……中がうねって、搾り取られそう」

　満足そうに息をついた悠馬が、蘭の首筋を舐め上げる。それだけの刺激にすら、体は震えて、受け入れた夫のものを締め上げる。

　悠馬が蘭の顎を持ち上げて、蘭はのけ反ったまま悠馬と口づけを交わす。ひどく苦しい。なのに、やめたくなくて、蘭は必死に悠馬の舌に吸い付いた。けれど、結局息苦しさを我慢できずに、蘭は口づけを解く。

「はぁ……はぁあ」

　悠馬がゆっくりと腰を使い始めた。胎の奥を強く叩かれて、反動で足を滑らせかけた蘭の腰をしっかりと掴んだ悠馬が、小刻みな動きで蘭のいいところを擦り上げてくる。

「んーあ、ゆぅ……ま……」

「気持ちいい？　蘭さん、気持ちいいの？」

　容赦ない律動に、ふうふうと息を切らせていると、悠馬が耳朶に噛みついてきた。

「ああ、すごく、締まって……俺は気持ちいいよ」

　快楽に歪んだ悠馬の声に、蘭の中の快楽も煽られる。

　悠馬の大きな手が蘭の下腹部を押した。内と外から圧迫されて、蘭の目の前に火花が散った。体が不随意に痙攣する。体内で悠馬のものがさらに膨らんだ気がした。

「はぁ………ゆ……ぅま……！」

　項に男の舌が這い、ざわりと背筋がうねるような快感が走り抜けて、蘭は快楽の頂点に昇り詰める。

　深く結び合った場所が、男の精を搾り取ろうと、激しく蠕動する。

「……うっ」

　堪え切れないような呻きを発して、悠馬が蘭の胎の奥に熱を放つ。きゅうと子を孕むための場所が収縮して、男の精を飲み込んでいった。





　☆






　蘭と甘ったるい週末を過ごした悠馬は、週が明けると同時に動き出した。

　胡桃が蘭の前に現れた以上、放置はできなかった。

　──蘭さんに何かあってからじゃ遅い。あいつは何をするかわからない。

　本当は店への嫌がらせや、ストーカー行為の証拠をもっと集めてから、詰めるつもりだったが、それでは遅いと判断した。

　顧問弁護士の八や幡はたに相談したところ、今の証拠だけでも十分だと太鼓判を押されたこともあり、悠馬は動くことを決めた。

　蘭や母にやり込められたくらいで、胡桃が大人しくなるとは悠馬には思えなかった。

　最近は、悠馬がオーナーを務める飲食店への嫌がらせも始まっている。

　店の前にごみをまかれるなんてものは可愛いもので、店の中に石を投げ入れられたり、ガラス窓が割られたりする被害も出ている。

　それらに関しては、警察に被害届を出している。いずれ、胡桃との関りが明らかになるだろう。だが、胡桃が蘭の前に現れたと聞いてしまえば、悠長に捜査が進むのなんて待っていられなくなった。

　以前、別れる別れないで揉めた時も、悠馬の周りの女性に、危害が加えられそうになったことがある。

　蘭に被害が出る前に、何としても胡桃のことを片付けたかったのだ。

　まずは胡桃の父親に会うために、顧問弁護士の八幡を伴い、彼が経営する前原興産に向かっていた。

　前原興産は主に建物のリフォームやインテリアを手掛ける会社で、胡桃は父親の会社でインテリアコーディネーターとして働いていた。

　新店舗のリフォームの際に、前原親子に出会った。胡桃の父親の前原には、店のリフォームなどで、いろいろと世話になった恩がある。だから、あまり責めることもしたくないのだが、こうなってしまえば仕方ない。

　アポイントメントは八幡が取っていてくれたおかげで、胡桃との父親との面会はスムーズだった。

　前原興産に着くとすぐに、社長室に通された。

「久しぶりだな。朝倉君。どうぞ座ってくれ」

「ご無沙汰しております」

　悠馬は促されるままに応接ソファに八幡と一緒に座った。

「今日はどうしたのかね？　新しい店のリフォームの依頼なら大歓迎だよ」

　にこにこと笑う様子に、やましいところは全くないと言った感じで、悠馬は内心で盛大にため息を吐いた。

　眼差しだけで八幡に合図を送る。

「今日は、お嬢さんの胡桃さんの件でお伺いしました」

　八幡の言葉に、前原の顔からすとんと表情が抜ける。

「胡桃がどうしたのかね？　あの子は今頃、カナダにいるはずだが……」

　そう誤魔化す前原の声は、上擦っていた。

「誤魔化さなくても、結構です。胡桃さんが帰国されていることは知っています。それで、こちらがお嬢さんから朝倉さんへの最近のストーカー行為の証拠です」

　八幡が淡々とした様子で、胡桃のストーカー行為の証拠写真と書類を応接テーブルの上に並べた。

　一日、何十件とくる復縁を願うメッセージ、電話の着信、贈り物、付きまとい、待ち伏せの様子を撮影した動画……etc

　前原の顔色が青くなっていく。

「これだけあれば、ストーカーとして、警察に被害届を出すには十分です」

「なっ！　それは、胡桃を海外に出したら、訴えないと言ったじゃないか！」

「それは朝倉さんに、これ以上お嬢さんが付き纏わないということが条件でした。しかし、お嬢さんも前原社長も破られた。一年前の誓約書もありますし、こちらとしてもこれ以上の被害は看過できません」

「それは！　仕方ない理由があったんだ！」

　言い訳するように、前原が声を張る。

「お聞きしましょう」

　八幡が穏やかな声で、前原に話の続きを促す。前原は深刻な表情を作り、悠馬に向かって縋るような目を向けてきた。

「胡桃は朝倉君と別れて、一人海外に行ったことで、心を病んでしまったんだ！　だから、治療が必要で、呼び戻すしかなかったんだ」

「それはお可哀そうに。ですが、それとこれとは、話が別です」

　──胡桃がそんなことで精神を病むような性格か……。

　横で八幡が同情を示すのを聞きながら、内心で呟く。だが、それを表に出すことはなく悠然と前原の様子を眺める。前原は悲壮な表情で、俯くと一瞬だけ黙り込んだと思ったら、そのまま応接テーブルに手を着いた。

「朝倉君！　この通りだ！　頼む！　胡桃とやり直してやってくれないか！　君と別れてからあの子はどんどんとおかしくなっていった。君とやり直せたら、きっと元の優しいあの子に戻れる」

　頭を下げる前原に、悠馬は天井を仰ぎ見る。

「申し訳ありませんが、それは出来ません」

「あの子は心が弱いところがあるが、心根は優しいいい子なんだ。君もそれはわかっているだろう？　だから、頼む！　もう一度、あの子にチャンスをやってくれ」

　必死な様子の前原に、悠馬は気持ちを落ち着けるために、大きく息を吐く。

「前原社長の娘さんへの愛情には感服しますが、それは無理です。私は先日結婚しました」

　悠馬の言葉に、顔を上げた前原が驚愕にその瞳を見開く。

「何だと?!　胡桃と別れて一年もたってないじゃないか！　どういうことだ！」

　さっきまでの殊勝な態度はどこへやら。表情を豹変させて、食って掛かってくる前原の様子は、さすがに胡桃の父親だと納得できた。

「はっ！　まさか！」

　前原が何かに気づいたと言う顔で、悠馬の顔を睨みつけてくる。

「こんなに早く結婚するなんて、胡桃と付き合ってる時から、二股をかけていたのか？　だから胡桃はあんなにおかしくなったのか!?」

　──親子揃って、自分の意見が受け入れられないと逆切れを始めるのは、本当にそっくりだ。

　悠馬は呆れたため息を吐いた。

「ありえません。妻とは胡桃さんと別れて半年後に、お見合いで出会いました」

「だったら、なんでそんなに早く結婚したんだ！」

「運命だと思ったんですよ。出会ってすぐにわかりました」

　堂々と言ってのけた悠馬に、隣で八幡がむせた。ちらりと横目で見れば、笑いをこらえるように肩が震えている。前原は呆気にとられたような顔をしているが、悠馬は気にしない。悠馬は横目で八幡を睨みつけて、話の先を促した。

「お話はこれだけではありません。最近、朝倉さんが所有される飲食店への嫌がらせが始まっています。一年前の時と同じように……」

　八幡が意味深に言葉を切り、テーブルの上にさらに書類を乗せる。

「証拠！　胡桃がやったと言う証拠はあるのか！」

　書類に目を通した前原が、苛立ったように声を張り上げる。

「グルメサイトの悪質レビューに関しては、情報開示請求が間に合わなかったのですが、他のものについては、防犯カメラなどに犯人が写っています。こちらの石を投げ入れる、扉を破壊する等の被害に関しては、既に警察に被害届を出しています。犯人の特定まではもうすぐでしょう」

「それはその犯人が、勝手にやったことだろう！　お前のことだ！　胡桃と同じように弄んだ女性に、逆恨みされているんじゃないのか？」

　前原が悠馬を指さして、怒鳴り声をあげる。

「悪質レビューの情報開示請求が叶えば、その身元を特定します。胡桃さんと何らかの繋がりがあることが証明されれば、こちらも容赦はしません」

　淡々とした口調で、警告する悠馬に前原の顔色が変わっていく。

「な、何をしようと言うんだ？」

「もちろん、法的な手段に訴えると言っているのです。今日のこれは警告です。胡桃さんの暴走を止められないと言うのなら、仕方ありませんよね？」

「そんなことをしたら、胡桃の将来が台無しになるじゃないか！」

　その発言は胡桃がやっていると告白しているようなものだが、前原には自覚がないらしい。

　前原は、世間一般では愛情深いいい父親なのだろう。しかし、その愛情と甘さが、娘をダメにしていることに気づいていない。

「私たちだって、こんなことはしたくありません。前原社長にはお世話になりましたから」

「だったら！」

　何かを言いかける前原を、悠馬はひと睨みで黙らせる。迫力のある悠馬の眼光に、前原は息と一緒に言葉を呑み込んだ。

「警告はしました。あとは前原さんの誠意に期待してますよ」

「それはどういう意味だ！」

「言葉のままの意味ですよ。警告はしました。用件はこれだけです。今日は失礼しますね」

　悠馬と八幡は席を立った。

「ああ、そうだ」

　悠馬は思い出したことがあって、身を屈めて前原に顔を近づけた。

「わざわざ呼び戻したのなら、きちんと胡桃さんのことは管理してください。あんな特徴的な匂いをさせていたら、私たちが動く前に、警察が動きそうですよ」

　囁いた悠馬の言葉に、前原がまるで化物を見るような目で、悠馬を見た。

　──そんな顔をされる謂われはない。

「では、そういうことで」

　悠馬はにこりと微笑むと、前原興産を後にした──
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　週明けの月曜日、蘭はいつものように仕事をしていた。

　昼休みになり、スマートフォンを取り出した蘭は、その画面を見てぎょっとする。

　ＳＮＳのＤＭの着信が百件近くになっていた。それでもまだ続々と着信が続いている。

　──え？　何これ？

　蘭は目をぱちくりとさせながら、スマートフォンを操作し、メッセージを確認する。

『悠馬と今すぐ離婚しろ！』

『ブスが思い上がるな！』

『おばさんが若い男に夢中になってみっともない！』

　要約するとそんな感じの言葉が、バリエーション豊かに、書き連ねられていた。中には今どきのギャル言葉なのか、解読不明なものもあるが、おおよその雰囲気として、読み取れるのは蘭への罵詈雑言だった。

　──わーすごい語彙力ーてか、これが前原さんの本性？

　蘭は思わず感心してしまった。大人しそうな見た目に反して、並べられる言葉の数々は非常に攻撃的で下品だ。

『大人しく悠馬と別れないなら、どうなっても知らないからね』

　そして、最新のメッセージに画像まで添付されていた。

　どこかで隠し撮りした蘭らしき女性の写真がダーツの的に貼り付けられ、そこに何本ものダーツの矢が刺さっている。

　──えー？　今どきの子って、こんな古典的な嫌がらせするの？　写真は警告？　私をつけ回してるし、いつでも危害を加えられるって？　なんか漫画みたい。そして、どうやって私のアカウントを特定したの？

　あまりに非現実的で、思わず蘭は笑い出したくなる。

　そのまま蘭は、スマートフォンを操作して、悠馬に電話をかけた。

　待つほどもなく、『蘭さん？　どうしました？』と悠馬が電話に出た。

「悠馬？　今、大丈夫？」

『はい。大丈夫ですよ』

「あのね。さっきからＳＮＳのＤＭにすごい数のメッセージが来てるのよ。多分、前原さんから」

『は？　蘭さん大丈夫ですか？』

　悠馬が焦った声を出す。

「うん？　それは大丈夫。今のところ、メッセージが来てるくらいだから。バリエーションがすごい」

『感心してる場合ですか！』

　悠馬に怒られて、蘭は苦笑する。

　──まあ、そうだよね。普通なら怯えるのかな？

　異常な状況だとは思うが、そこまでの危機感はあまりなかった。

「あ、それでね。これどうしたらいい？　悠馬に転送した方がいい？　保存しておくだけでいい？　それとも破棄しちゃったほうがいい？」

　悠馬に聞いたストーカー行為の証拠集めの方法を思い出した蘭は、どうすればいいのかを悠馬に相談したかったのだ。

　──これも前原さんからのストーカー行為の証拠の一つにならないかな？

　蘭の言葉に、悠馬は隣の誰かと話し始めた。

『あー、転送してください。それも十分、証拠になります。あと今日、仕事が終わったら、迎えに行きます。何かあったら大変だ！』

「大袈裟だなー」

『何も大袈裟じゃないです！　蘭さんは胡桃の怖さを知らない！』

　悠馬の大声での注意に、蘭は思わずスマートフォンを耳から離す。

「悠馬、落ち着いて。耳が痛い」

『あ、すみません。でも、迎えに行くので、仕事終わったら、電話ください！』

「うん。わかった。電話する。とりあえず、着ているメッセージは転送するね」

『お願いします』

　悠馬との通話を終了し、蘭は胡桃から送られてきたメッセージを悠馬に転送する作業に取り掛かった。




　定時に仕事が終わった蘭は悠馬に、メッセージを送った。

『あと十分ほどで到着します。できれば、俺が到着するまで、会社から出ないでください。それか、人目のあるところで待っててください』

　メッセージを確認した蘭は、悠馬が来るまでどこで待っていようかと悩む。

　悩みながらＳＮＳのメッセージがどうなっているのか確認する。昼からＳＮＳの通知を切っていたのだ。開いたＳＮＳのＤＭのところに＋９９のマークがついている。つまり、百件以上のＤＭが来ているということだ。

　──すごい執念。これは悠馬が心配するわけだ。

　余計なお世話な自覚はあるが、こんなことをしていて、胡桃はまともな生活を送れるのだろうかと心配になってしまう。

　中身は悠馬と一緒に確認した方がいいだろうと、蘭はとりあえず荷物をまとめた。そこに、蘭のデスクの内線電話が鳴った。こんな時間に誰だろうと思いながら、蘭は電話を取った。

『三石さんですか？　受付の上うえ野のですが、下にお客様がお見えです』

「え？　私に？」

『はい。前原さんとおっしゃる方です』

　──うわー来ちゃったよ。

　受付の女性の言葉に、蘭は唖然とする。

『三石さん？』

　返事をしない蘭を不審に思ったのか、受付の女性が呼びかけてくる。

「あ、すみません。今降ります」

　そう答えて、蘭は通話を終了した。

　──すごい行動力……。

　蘭は唖然としたまま、

『前原さんが会社に来ちゃった。今、ロビーにいるらしい』と悠馬に返信して、会社のロビーに向かった。

　ロビーは仕事が終わり、退社する人間で、それなりに賑わっていた。

　──これだけ人がいれば、そうそう変なこともできないでしょう。

　蘭はロビーの中をきょろきょろと見渡しながら、胡桃の姿を探す。彼女の姿は、受付横の来客スペースに見つけることが出来た。

　視線を感じたのか、胡桃がこちらを振り向いた。途端に、その表情が般若もかくやと言うものに変わった。

　連れの男性を後ろに連れて、ずかずかとした勢いで、胡桃が蘭の元にやってくる。

「なんでＤＭ無視するのよ！　あんた何様よ！」

　いきなり怒鳴りつけられて、蘭は面食らう。

「仕事中でしたので、お返事が出来ませんでした」

「そんなこと聞いてないわよ！　私がわざわざメッセージを送ってやったんだから、ちゃんと答えろよ！」

　子どもが駄々をこねるように地団太を踏む胡桃に、蘭は「わーお」と思わず口の中でだけで呟く。

　──やっぱりこっちが本性？　それにしても言動が幼いよね？　大丈夫か彼女？

「それにパパに何を言ったのよ？」

「パパ？」

「そうよ！　私のパパに何を言ったのよ！　いつもは優しいパパが、急にカードもお小遣いも止めて、家から出るなっていいだしたのよ！　あんたが何かしたんでしょう！」

　──今日、悠馬が前原さんのお父さんに会いに行くって言ってたのと関係がある？

「それに関しては、私は何も知りません」

「嘘つかないでよ！　あんたのせいで私の生活がめちゃくちゃよ！　責任取って悠馬を返しなさいよ！」

　──言ってることがめちゃくちゃだな。

　支離滅裂な胡桃の言動に、蘭はどうしたものかとあたりを見渡した。

　仕事終わりの同僚たちが、一体何事かとこちらに注目していることに気づいて、蘭は内心で頭を抱えたくなる。

　──明日からの会社の噂話が怖い。

　胡桃の見た目の美しさも相まって、その言動の異様さが際立って見えた。彼女は周囲の注目を集めていることに、気づきもせずに蘭を罵倒している。

「ちゃんと聞いてんのかよ！　ババアは耳も遠いのかよ！」

　耳がキーンとするほどの声量で怒鳴りつけられて、蘭は思わず耳を押える。

「いや、普通の声で聞こえますよ。さすがにそこまで年でもないので」

　思わず反論すれば、「なら、何で返事しないのよ！　あんたはただうんって言えばいいだけなのに！」と怒鳴り返された。

「それは出来ません」

「何でよ！　悠馬を私に返すだけなんだから簡単でしょ！　ブスでデブのくせに頭も悪いの？　さっさと離婚しなさいよ！」

「それは以前も言いましたが、悠馬とわたしの問題なので、前原さんに口を出されるいわれはありません」

「何ですって！　あんた本当に生意気なのよ!!　どんな汚い手を使って悠馬と結婚したのか知らないけど、いい加減悠馬を解放しろよ！」

　それはこちらのセリフだと蘭は思った。一つ大きく息を吐いて、蘭は胡桃の目を真っ直ぐ見つめて、にこりと微笑む。

　──案外、私って図太いな。

　そんなことを思いながら、蘭はきっぱりと告げる。

「お断りします。悠馬と別れるつもりはありません」

　蘭が断った途端に、胡桃の顔色がどす黒いものへと変わった。蘭は会社の出入り口の方向に視線を向けた。

　──そろそろ悠馬が来ると思うんだけど……。

　人の波に逆らって、血相を変えた悠馬が走ってくるのが見えた。その後ろには警察官らしき制服の姿も見える。

　──これで何とかなるかな？

　蘭がホっと安心した途端に、胡桃が何かを叫んだ。

　うまく聞き取れずに蘭は、胡桃の方に視線を戻して、ぎょっとした。胡桃がいきなり泣き出していたのだ。

「ムカつくのよ！　もう我慢できない！　邦親やっちゃってよ！　この女をぼこぼこにして！」

　胡桃が叫んだその途端、横に立っていた男性が、動き出した。

「てめえ！　よくも胡桃を泣かせたな！　覚悟はできてんだろうな！」

　そう言いながら男が蘭に掴みかかろうと手を伸ばしてくる。面白半分で様子を見ていた社員たちから悲鳴が上がった。

「蘭さん！」

　悠馬の絶叫が聞こえた。蘭は咄嗟に男の手を掴む。すべては一瞬の出来事だった。

「え？」

　邦親と呼ばれた男が蘭の行動に驚いたように目を見開いた。蘭はそのまま長年祖父に叩き込まれた動きに忠実に、男を一本背負いで投げ飛ばす。

　ロビーの床に男性が叩きつけられる激しい音が響き渡った。

　──あ、やっちゃった……。

　条件反射的に男性を床に投げ飛ばしたことに、蘭は焦りを覚えるが、やってしまったものは仕方ない。自分の身を守ることが最優先だった。

　投げ飛ばされた男性は、何が起こったのかわからないといった表情で、呆然と目を見開いている。

　一瞬、周りの時間が止まったようにシーンとなった。

「蘭さん！」

　そこに悠馬と制服の警察官が二人駆けつけてきた。

「蘭さん！　大丈夫ですか？　けがはありませんか？」

　悠馬が蘭を抱きしめ、上から下まで蘭がけがをしていないか確認する。

　焦る悠馬を前に、蘭は「大丈夫」と答えて、いまだ警戒心を解かないままに、胡桃たちの動きを注視する。

　警察官二人は、ポカンと目を見開いたまま棒立ちになっている胡桃と、蘭に投げ飛ばされた男性の身柄を拘束し始めた。

「は？　何なの？　なんで私に触るの？」

　胡桃が警察官の手から逃げようと、暴れ始める。警察官は慣れた様子で、胡桃を拘束した。

「はいはい。大人しくしてくださいね」

　警察官の一人が腕時計を確認した。

「えー、七月二十三日　午後十八時三十五分、暴行と暴行教唆の現行犯で逮捕します」

「はあ？　私たち関係ないわよ！　暴行だっていうなら、そっちの女じゃない！　邦親を投げ飛ばしたんだから！」

「彼女は正当防衛です」

　鬼の形相で喚く胡桃に、警察官は顔を顰めたが、淡々と続けた。

「あと、あなたがそこの彼に彼女をぼこぼこにして！　と叫んでいる瞬間は見ました」

「はあ？　知らない!!」

　絶叫する胡桃に警察官が顔を顰めた。そして、鋭い眼差しを胡桃に向けた。

「後、あなた方、二人。この匂いについて、詳しくお話を聞かせてもらいたいですね」

　警察官の言葉に、二人は顔色を変えた。

「やだ！　知らない！　悠馬！　ねえ！　悠馬、助けてよ！　全部悠馬のためにやったのに！」

　泣きじゃくって、悠馬に助けを求めだした胡桃に、悠馬は冷たい一瞥を向けた。

「俺のためとか意味がわからないな。自分のおかしさを自覚した方がいいぞ」

「悠馬!!」

　悠馬に切り捨てられて、信じられないといった様子で、胡桃が悠馬の名を叫ぶ。

　そのまま、胡桃と従弟の邦親は、警察官に連行されていった。
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　現行犯逮捕された二人について、蘭と悠馬は当然ながら被害届を出した。

　邦親を一本背負いで投げ飛ばしてしまったが、先に手を出したのは邦親で、蘭はそれに抵抗するために投げ飛ばしたため、無事に正当防衛が認められた。

　悠馬が昼間のうちに胡桃からのストーキング行為を警察に相談していたこともあって、今回の暴行の被害届もあっさりと受理された。

　その他にも二人には余罪があった。薬物の使用に、大麻の不法所持だ。

「え？　じゃあ、あの独特な甘い匂いって大麻の匂いだったの？」

「そうです。どうもカナダに留学して、すっかりはまったらしいです。それを知った彼女の両親が、無理やり帰国させたみたいですが……」

　悠馬が呆れたように言葉を切る。やめられなくて、どこか危ないところから手に入れていたと聞いて、蘭は驚愕する。

　事情聴取など、もろもろの手続きを終えた二人は、日付が変わる頃にやっと解放されて、家に着いたところだった。リビングのソファで、悠馬の膝の上に乗せられた蘭は、胡桃の事情を聴かされていた。

「悠馬は知ってたの？」

「あの匂いは特徴がありすぎますからね。学生の頃に、短期間ですけど、アメリカに留学したことがあって、そこでマリファナの匂いを嗅いだことがあるから気づきました」

「そうなんだ」

　胡桃の支離滅裂な行動が、大麻によるものだったのかと蘭は納得する。

　会社のロビーでの言動は、精神的に不安定と言うよりは、薬物のせいだったと言われる方が、頷けるものがあった。それくらい胡桃の言動は、おかしかった。

「いや、蘭さん。胡桃は大麻をやっていても、やってなくても、頭がおかしいです」

　悠馬が疲れたようにそう断言した。

「本当に、蘭さんが無事でよかった」

　悠馬が膝の上に乗せた蘭を抱きしめると、深々とため息を吐いた。

「悠馬、そのセリフ、何回目よ？」

　思わずそう突っ込みたくなるほどに、悠馬は何度も蘭の無事を確認している。

「いや、胡桃が蘭さんの会社に来ていると聞いて、俺がどれだけ肝を冷やしたと思っているんですか！　運よくそばに交番があったから、事情を説明して一緒に来てもらう間、本当に生きた心地がしなかったんですよ！　しかも、到着したらしたで、邦親の野郎が蘭さんに掴みかかってるし！」

　あの時の状況を思い出したのか、悠馬が蘭を抱く手に力を籠める。蘭はそんな悠馬の頭をポンポンと慰めるように撫でる。悠馬が蘭の胸元に顔を埋めた。

　悠馬の心配もわかるのだが、蘭への実質的な被害はほとんどなく、事情知ってからあっという間の解決だったこともあり、自分が危ない目にあいかけたという実感が乏しかった。

　それもこれも悠馬が、蘭を守ろうといろいろと動いてくれていたおかげだ。

「悠馬のおかげで、私には被害がほとんどなかったもの。ありがとう」

「蘭さんがメンタルもフィジカルも強い人で本当によかった」

　しみじみと呟く夫に、蘭は苦笑するしかない。

「俺も蘭さんのおじいさんに、柔道習おうかな。蘭さんを守れるように、もっと強くなりたい」

「うーん？　うちのおじいちゃん、結構厳しいよ？」

「構いません。それで強くなれるなら！」

「あ、そう？　まあ、今度紹介がてら、一緒に会いに行こうか」

「はい」

　悠馬が嬉しそうに顔を上げた。二人の視線が絡み、しばらく見つめあった後、悠馬が唇を寄せてきて、蘭は黙って瞼を閉じる。開いたままの唇に、遠慮のない舌が滑り込んでくる。

　丹念に優しく舌を絡められ、背筋を淡い快感が滑り落ちていく。息が上がり始めたところで、悠馬はやっと唇を解放した。

「蘭さん──」

　甘ったるい声で名を呼ばれた。その瞳に情欲が宿る。

「何？」

　同じ甘さを孕んだ声で返すと、悠馬の手が、蘭の体を撫でさする。こういう時は、本当に手が早いと、蘭は小さく笑う。

　──悠馬のスイッチの場所がいまだによくわからないわ。

　そう思うが、自分に触れる悠馬の手を、蘭は拒まない。多分、今は、蘭の無事をその目と手で、実際に確かめたいとか、いろいろと考えているのだろう。

「好きです。愛してます」

「知ってる」

　額を合わせて、笑いながら、夫にささやきを落とす。

「今日はいろいろとあって、疲れてるから、ベッドに行きたいな」

　蘭のつたない誘惑に、悠馬が我慢できないというように、蘭を抱いたまま立ち上がった。

　いきなりの行動に驚いた蘭は、悠馬の首筋に腕を回して、姿勢の安定を図る。

　人を一人抱えているとも思えない足取りで、悠馬が寝室に向かう。

　その腕の中で、蘭はこの年下の夫への愛おしさを実感して、小さな笑い声を立てた──

　ベッドに降ろされて、悠馬が蘭の服を脱がせようと、部屋着にしているシャツの裾から手を入れてきた。ナイトブラごと乳房を掴まれる。その重量を楽しむように、男の手の中で乳房を揉まれて、蘭は熱い吐息をこぼす。布越しではなく、直に触って欲しいと思ってしまう。

「悠馬……」

　思わず夫の名を呼べば、悠馬は過たずに蘭の欲望を感じ取ったのか、にやりと笑った。

「蘭さん、ばんざいして、ばんざい」

　まるで子どもの服を脱がすような夫の言葉がおかしくて、蘭は笑いながら、素直に手を上げる。

　欲望に忠実な男の言動は嫌いじゃない。まして、それが自分を求めるが故のものだと思うと、くすぐったい幸福感が蘭の胸を満たす。

　悠馬はいつだって蘭への愛情や欲情を隠さない。ストレートすぎるその表現を、蘭は喜びと共に受け入れる。

　ナイトブラごとシャツを脱がされた。揺れる乳房に、悠馬の眼差しが欲情にギラリと滾る。乳房を持ち上げた悠馬が、その付け根に吸い付いた。チクリとした痛みと共に、蘭の白い肌に、赤い花が咲く。

「見えるとこにつけないでね」

　もともと襟ぐりの大きな服はあまり着ないが、そろそろ薄着の季節だ。

「大丈夫。気を付けます」

　そう言いながら悠馬は、蘭の胸元に顔を埋めた。胸の谷間に触れる男の吐息がくすぐったくてたまらない。

「本当に好きだよね。それ」

　まるで儀式のように毎度、蘭の胸元に顔を埋める悠馬に、半ば呆れながら声を掛ける。

「大好きです！　蘭さんの胸には男のロマンが詰まっています！」

　そんなものを詰めた記憶はないと思いながら、蘭は悠馬の好きにさせていた。

　胸の谷間に悠馬が舌を這わせる。その濡れた感触に、蘭はびくりと肩を跳ねさせる。

　左の乳房を掴んだ悠馬の手が熱い。夫の手のひらに包み込まれて、揉みこまれる。艶めかしい手つきで乳房を揉まれ、蘭の乳房がつきたての餅のように形を変える。その刺激に、乳首が色を変えて隆起した。

「ん……むぅ」

　乳房に触れる男の手に、体は快楽を期待して昂っていく。胸元から顔を上げた悠馬が、蘭の乳房を両手で鷲掴む。思わず背がのけ反った。悠馬の顔の前に乳房を突き出すような格好になった。

　悠馬は嬉しそうに差し出された果実を口に含むように、硬く色を変えている乳首を口に咥えて吸い付いた。

「んん……っ！」

　交互に左右の乳首に悠馬が吸い付く。悠馬の熱い口腔に含まれ、濡らされた乳首が、空気に触れるだけで、胎の奥が期待に疼き、蘭の腰が淫らに揺れた。

「ひ……っ、ん、んぅ！」

　乳首を舌先で捏ねて丸めるように、甘い疼きが体の芯に走り抜ける。

　いつの間にか、下肢に回っていた夫の手が、パジャマのゴムウエストにかかった。

　蘭は腰を浮かせて、悠馬の手の動きに協力する。下着ごとパジャマを脱がされる。

　自身も急いた手つきで上の服を脱いだ悠馬の体に、蘭は見惚れずにはいられない。定期的にジムに通う悠馬の体は、いつ見ても引き締まって綺麗だ。

　悠馬は見せつけるように、下肢の衣服を脱いで、床に放り投げた。

　既に腹に着くほどに立ちあがったものに、蘭は期待に息を呑む。

　すぐに覆いかぶさって来た熱い体に、蘭はほっと息を吐き、悠馬の首に腕を回す。

　強く抱き寄せられて、唇を求められた。

「んっ……」

　舌が絡んで、痛いほどにきつく吸われた。

「蘭さん……蘭……」

　口づけの合間、どうしようもないほどに甘い声で名を呼ばれて、それだけで蘭の腰が揺れる。

　いつの間にか、下肢の方に降りていた男の手が、蘭の太ももに触れる。

　手の動きだけで、足を開くように促されて、蘭は素直に従った。

　下肢をそろりと撫でていた指が、蘭の柔らかな内ももを這い上がり、ぬかるみ始めた場所に触れた。蘭の目を覗き込んだまま、指の腹で上下に撫でられて、水音が立つ。

「もう濡れてる……」

　嬉しそうに囁く男に、蘭は羞恥で顔を赤く染める。

「言わないで！」

「どうして？　俺に触れられて感じてる証拠でしょう？　俺はとっても嬉しい」

　言葉通りに笑う男の指が、濡れた音を立てて秘所に押し入って来た。

　悠馬によって開かれ、快楽を覚えたその場所は、痛みもなく夫の指を受け入れる。

　悠馬の硬い指の感触に、蜜襞は甘く絡みついて、歓喜を伝えている。蘭の呼吸が浅く乱れていく。

　奥に入り込んだ指が、入り口を擽り、襞を優しく撫でる。

「く……っ……ふ、んふ……」

　長い指を器用に使って、小刻みに震わせながら行き来させたり、関節をまげて中から押し広げるようにされると、蘭の喉から自然と甘えたような濡れた声が漏れた。

　濃やかに蘭の反応を見ながら、指を使ってみせる悠馬に、翻弄される。

　長いストロークで潤みを帯びた蜜襞を刺激されると、胎の奥から蜜が吹き零れてくる。

　秘所が悠馬の指の形に開かされる。一本、二本と増え、また減らした指で、中の蜜襞を優しく撫で上げ、反応の激しい部分は特に丁寧に、執拗な手つきで押し上げられる。

　蜜が噴き出した。重ねた指がぐちゅぐちゅと淫らな水音を立てながら、悠馬の指がさらに蠢く。

「はっ……んぅ……悠……馬……！」

　けれど、指だけでは物足りなくなる。感じれば感じるほどに、その先を求めたくなる。

　蘭の呼び声に、悠馬の手が腿にかかった。さらに大きく足を広げられ、悠馬の指が引き抜かれた。食むものを求めて、蜜口が淫らにひくつく。足を抱えられて、悠馬の熱が、秘所に擦りつけられる。

　押し付けられる生々しい質量のそれが、自分の胎の中でどんなふうに快楽を与えてくれるのかを思い出せば、早く早くと疼きが増す。

「悠馬……ちょうだい」

　淫らに甘えた声でねだれば、悠馬がカッと目を見開いた。

「蘭さんそういうとこ！　本当に！」

　言葉にならないように、悠馬が低く吠えた。蘭はきょとんとしたまま、潤んだ瞳で悠馬を見上げた。

「エロ可愛くて、俺はどうにかなりそうです！」

「へ？　……っあ、ひゃ……ん！」

　ずるりとした感触で、悠馬のものが蘭の中に押し入ってくる。淫蕩な水音が聞こえ、それと同時に、体の中が大きく広げられていく。

　蘭の中を満たしたものは、ひどく大きくて熱い。真っ直ぐに突き刺さってくるそれが、蘭の胎の奥を押し上げる。胎の奥が微かに痛みを訴える。

　──苦しい。でも、気持ちいい。

　互いの下生えが、擦れ合う感触に、悠馬のものを最後まで受け入れたことを知る。

　凄まじい圧迫感にため息が出た。蜜襞が悠馬の形にぴたりと張り付き、吸い上げるような収縮を繰り返している。

「蘭さん気持ちいい？　めっちゃ吸い付いてきてる」

　ぎらついた眼差しで、自分を見つめる夫の問いに、蘭は何度も頷く。蘭は自分の胎の中に収めたものを確認するように、下腹部に手を置いた。

「うん。気持ちいい……悠馬の中で、びくびくしてる」

　熱に浮かされ、どこか幼けない口調で、淫蕩な言葉を発する蘭に、悠馬はもう我慢できないと言うように低く唸って、腰を突き上げてきた。

「ひゃ……あぁあ！」

　突然の動きに驚いた蘭は悲鳴を上げて、悠馬の汗に濡れた背中に抱きしめる。

「蘭、蘭、可愛い！」

　悠馬の動きが荒々しくなり、繋がった部分の水音が激しくなる。

「あ、あ、悠……馬……悠馬！　……気持……ちい…ぃ……の！」

　不意に悠馬が蘭の右足を抱え上げ、肩に担ぎあげた。

「ひゃ……ん！　あああっ、ぃ……ああん、ん……」

　体制が崩れ、体が斜めによじれる。いつもと違う角度で開かれたそこに、猛った悠馬の欲望が激しい勢いで突き入れられる。

　互いの肌を打ち付け合う音が寝室に響いた。擦られて、濡らされて、膨れ上がる快感に、蘭は惑乱する。

「あ、ぃや……あ、お、おか……しく……なる！」

　舌を噛みそうな突き上げに、蘭の意識が飛びそうになる。瞼を閉じているのに、目の前に白い星が瞬いている。

「おかしく、なればいい……もっと、もっと、おかしく、なればいい」

　悠馬の切れ切れの声が聞こえる。激しく揺さぶられ、逃げることも出来ずに蘭は強烈な快楽に、支配される。

　蘭は声を出すこともできないままに、一気に快楽の頂点に駆け上る。蜜襞が男の精を求めて収斂する。蘭の腹の奥で怒張したものが、さらに膨らんだ気がした。

　蘭の意識が真っ白になる。

「あ、やばっ……いく……」

　射精直前の悠馬の欲望が、ビクンビクンと激しく脈打った。胎の奥を押し上げ、隙間なく密着したものが、勢いよく蘭の子宮に白濁した精を注いだ。

　その熱さと満たされる感覚に、蘭は安堵と興奮を同時に覚えた。

　気持ちよさと疲労に、蘭の意識はぶつりと途切れた──







５．猛獣夫といつまでも──








　春──悠馬と見合いで出会った季節が再び巡ってきた。

　穏やかな春の日差しの中、桜の花びらが風に舞っている。

　その様子を控室の窓から、眺めていた蘭は、この一年の出来事を振り返って、くすりと笑う。

　悠馬と出会ってから、蘭の人生は一気に変わった。

　目まぐるしく過ぎていく日々に、時間はあっという間に過ぎたように思えた。

　──もうあれから一年とか信じられない。

　初めて悠馬と出会った見合いの日が、昨日のことのように思い出される。

『一年！　とりあえず結婚して、一年一緒に過ごしても、俺のことを好きになれないなら諦めます！　だから俺にチャンスをください！』

　そんなとんでもないことを言う悠馬の勢いに流されるように、始まった二人の関係は、今日一つの節目を迎える。

　今日、蘭と悠馬は結婚式を挙げる。準備に時間をかけたおかげで、満足のいく式に出来そうだった。

　控室の扉がノックされ、返事をすると、控室の扉が開かれた。

　入ってきたのは、羽織袴姿の悠馬だった。

「蘭さん！　きれいだ！」

　感嘆の声を上げる夫に、蘭は微笑む。

　一年経っても悠馬の愛情は何一つ変わらなかった。その想いはより深く大きなものへとなっていった。

　そして、同時に蘭の気持ちも順調に育った。今では、この年下の夫がいない生活なんて考えられない。

「はあ──こんなきれいな蘭さん、人前に出したくない！」

　つかつかと蘭のもとに歩み寄ってきた悠馬の言葉に、蘭は呆れた眼差しを向ける。

「何言ってるのよ。せっかく準備したんだから、私はみんなに見てもらいたいわ」

「そうなんですが！　でも、こんなきれいな蘭さんは独り占めしたいです！」

「バカ……」

　蘭は照れて顔を赤く染める。

「やっぱりその色打掛にして正解でしたね。蘭さんに本当に似合っている」

　悠馬が満足そうにそう言った。蘭は正面にある鏡に視線を向けた。

　オーガンジーで作られた色打掛は淡いベージュピンクの生地に、繊細な刺繍や、輝くビーズがあしらわれた一点ものだ。それに名前にちなんだ蘭の花飾りを頭に付けた蘭は、自分で言うのもなんだが、今日だけは世界一きれいな花嫁に見える気がした。

　──うん。今日の私なら悠馬の隣に並んでもそこまで見劣りはしない。プロすごい！

　メイクを施してくれたメイクさんの仕事ぶりに、感心する。

　そして、蘭は悠馬へと視線を戻すと、真面目な顔をして夫に呼びかける。

「悠馬」

「はい」

「不束者ですが、末永くよろしくお願いいたします」

　蘭の古風なあいさつに、悠馬が背筋を正した。

「はい！　もちろん！　こちらこそよろしくお願いします！」

　悠馬が蘭の手を取って、力強く頷いた。その様子に蘭は小さく笑うと、茶目っ気のある表情を浮かべた。

「あ、ちなみに返品はもう不可だからね？」

「そんなことしませんよ！　絶対に！」

　力強く答えてくれる夫と見つめあって、二人は同時に笑い出す。




　そして、二人は穏やかな春の日差しの下で、永遠の愛を誓うのだった──







あとがき








　濃蜜ラブルージュ様ではお久しぶりです。はじめましての方、桜さくら朱しゅ理りと申します。

　ご縁があってもう一度、こちらのレーベルで書かせてもらえました。

　そして、何故か二作連続で、ヒーローが土下座しています。何でだろ？

　別にヒーローに土下座をさせる趣味はないはずなのですが……

　まあ、書くのはものすごく楽しかったです。

　きちんと地に足がついてて、自立してて、メンタルもフィジカルも強い女性を書きたかったのです。趣味も仕事も楽しくて、恋愛はしなくても生きていける。むしろ、リアルな恋愛には興味がない。

　そんな女の人が恋をするのならどんな男の人かな？　っていう発想からこの話始まりました。

　年上の包容力のある男の人？　同世代のスーパーエリート？　年上もしくは同年代のダメ男？　それともイケメン幼馴染？

　色々と考えた結果、どれも違うなって思いました。

　こういう子が恋愛っていうイベントに参加するには、きっとインパクトが必要。それも強烈な。自分の世界とは全く違うところに生きていて、普段生活していたら関わることもないようなタイプの男性──そこから辿って出来上がったのが悠馬でした。

　年下で、強面のイケメンで、蘭のことが大好きすぎて、彼女を振り回しちゃう男子。

　そこまで考えたら、お見合いで、いきなり「結婚してください！　とりあえず一年のお試し期間でいいので！」と叫ぶ悠馬と、びっくりして彼を投げ飛ばしちゃう蘭のシーンが思い浮かびました。

　そのシーンしか思い浮かんでないのに、書きたいですという桜のお願いを叶えてくださった濃蜜ラブルージュ様には感謝しています。

　この二人、書くの本当に楽しくて、そのお見合いのシーンを書いたら勝手に話が進んでいきました。完結させてしまったお話の続きを書きたいと思うことは滅多にないのですが、そのうちまた何かの機会に、続きを書きたいなって思うくらいには、楽しかったです。（書くとしたら普段投稿しているＷＥＢサイトかな？）

　あとがき苦手過ぎて、つらつらと色々と書いてしまいました。（きっとこれで紙面は埋めたはず）

　最後にこの作品を素敵なイラストで彩ってくれた七しち夏か様に深くお礼を申し上げます。

　本当に理想通りの二人でした。素敵な二人を描いてくださってありがとうございます。
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この本は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。







●著作権に関して

本作品の全部または一部を複製、編集、修正、変更、頒布、貸与、公衆送信、翻案、配布する等の著作権及び著作者人格権侵害となる行為、および有償・無償に関わらず、本データを第三者に譲渡することは禁止いたします。

●お断り

本作品を電子書籍にて発行するにあたり、簡体字・繁体字などの電子書籍として表現できない文字、ルビ、記号、表組み等、または電子書籍として表現がむずかしい部分等は、原文とは異なる表記になっている場合があります。
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